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質的な特性に根ざした会計基準の開発
―IASBによる概念フレームワークの討議資料―

米　　山　　正　　樹

Ⅰ　はじめに　―問題の所在―

（1）本稿の主題
国際会計基準審議会（IASB: International 

Accounting Standards Board）は，財務報告を
取り巻く環境の変化を受け，会計基準を開発す
る際の指針として用いられる概念フレームワー
ク（会計基準の体系を支える基礎概念を要約し
た文書）の改訂作業を進めてきた．優先的に改
訂が進められてきたパートについては既に改訂
作業が完了し，新たな概念フレームワークの一
部をなすものとして公表されている（IASB
［2010］）．1）　そこには，市場関係者が財務報告に
どのような期待を寄せているのかに関する基準
設定主体の事実認識が示され，またその期待に
応えるため，どのような特性を備えた財務情報
を提供するのかに関する基本方針が示されてい
る．つまり公表済みのパートには，基準設定 
主体としての活動目標が，財務情報に付与すべ
き質的な特性という形で具体的に記されてい
る．
「企業の活動に必要な資金の提供者による投
資意思決定にとって有用な情報の提供」を目標
とする IASBが，財務情報に備えさせるべき特
性として最も重視しているのは目的適合性
（relevance）である．2）　「目的適合性のある財務
情報は，利用者が行う意思決定に相違を生じさ
せることができる．情報は，一部の利用者が利
用しないことを選択する場合や，すでに他の情
報源から知っている場合であっても，意思決定
に相違を生じさせることができる場合がある．
（IASB［2010］, QC6）」という記述がみられるよ

うに，目的適合性は，ある財務情報の提供前後
で，投資家らの意思決定に変化がみられること
を意味する特性と位置づけられている．3）　主と
して財務情報の目的適合的を高めることで「投
資家らの意思決定にとって有用な情報の提供」
という目標は達成される，というのが IASBの
基本的なスタンスといってよい．
こうしたスタンスは，概念フレームワークの

うち見直しが完了していないパートに関する改
訂作業にも現れている．いま改訂が進められて
いるパートで論じられているのは，財務諸表に
おいて何を財務報告の対象とし，報告対象の諸
項目をどう測定するのか，それはなぜか，と
いった問題である．主要な財務諸表である貸借
対照表や損益計算書を構成する資産や負債，あ
るいは収益や費用にどのような定義を与え，そ
れらをどう測定するのかに応じて，提供される
財務情報の目的適合性も異なると考えられるこ
とから，財務諸表における認識や測定のあり
方は，先に掲げた目標の達成手段として適切
かどうかという観点から決められることとな
る．IASBはこうした達成手段の選択に際し，
「どのような認識や測定が目的適合性の向上に
寄与するのか」という視点からの説明に努めて
いる．
上記の視点は，「いま見直しを進めている

パート」に関する改訂案をとりまとめる際のた
たき台として，IASBが過日公表した討議資料
（IASB［2013］）に最も端的に現れているといっ
てよい．IASBはこの討議資料において，複数
の代替案から特定の認識基準や測定基準を選択
する際の根拠として，しばしば目的適合性に言
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及している．これは改訂前の概念フレームワー
クにおいて，財務情報が備えるべき質的な特性
などと財務諸表における認識や測定との関連が
希薄であったことと対照的である．4）　目的適合
性という概念を介して財務報告の目的とその達
成手段とを関連づければ，概念フレームワーク
に関する市場関係者の支持は高まると考えられ
ているのであろう．
財務諸表の構成要素に関する定義を複数の代
替案から選ぶ局面や，財務諸表における認識や
測定の基準を代替案から選ぶ局面においては，
高度に抽象的な「目的適合性」に解釈を与える
とともに，具体的な解釈を与えられた「目的適
合性」を向上するための手段として，ある特定
の定義や認識および測定の基準が代替案とくら
べて望ましいと考えられる理由の説明が必要と
なる．概念フレームワークに「体系的で整合的
な会計基準を開発する際の指針」としての役割
が期待されている以上，そうした解釈や説明
は，文脈にかかわらず首尾一貫した考え方に支
えられたものであることが求められる．
「目的適合性」をどう解釈するのか，また具
体的な解釈を付与された「目的適合性」を向上
させるための手段としてどのような認識や測定
が最適か，などについて市場関係者の間で広く
合意が形成されており，事実上異論の余地がな
ければ，「目的適合性」の解釈や，そこから導
かれてくる具体的な認識や測定の手法は合理的
に予見しうるであろう．しかしそうした合意の
存在を示唆する経験的な証拠はみられない．と
すれば，「目的適合性」に関する解釈が文脈に
応じて揺らいでしまう可能性や，「目的適合性」
を向上させるための最適な手段を代替案から選
択する理由の説明が揺らいでしまう可能性は否
定できない．
こうした事実認識から，本稿では，概念フ
レームワークに関する改訂作業の「たたき台」
としての役割を期待されている討議資料（IASB
［2013］）で，繰り返し参照されている「目的適
合性」という概念を主要な検討対象とする．（a）
「目的適合性」に関する解釈に揺らぎは生じて

いないか，（b）「目的適合性」を向上するため
の手段に関する IASBの選択理由（すなわち財
務諸表の構成要素や，財務諸表における認識と
測定に関わる代替案からの選択理由）に揺らぎ
は生じていないか，を検討するのである．5）　そ
こでは，どのような情報がなぜ目的適合的と考
えられているのか，また利益のどのような測定
方法がなぜ会計情報に関わる目的適合性の向上
に資すると考えられているのか，を分類し，整
理することが主要な検討作業となる．

（2）先行研究のレビュー
本稿と主題を共有する先行研究は乏しい．海

外主要国においては，会計基準の体系がどのよ
うな基礎概念に支えられているのかよりも，会
計基準の体系から導かれてきた会計情報が市場
関係者の行動に与えている影響のほうに関心が
向けられている．日本においては，会計基準を
支えている基礎概念への関心は高いものの，そ
れらが具体的にどう解釈されているのかを解明
しようとする本稿と異なり，ある基礎概念につ
いての想定可能な解釈を導こうとする思弁的な
議論が多い．
こうした状況下にあるものの，いくつかの先

行研究は本稿に有益な示唆を与えている．その
うちのひとつはスズキ［2012］である．この研
究は，利害関係者に対するインタビューを積み
重ねることによって，国際財務報告基準（IFRS: 
International Financial Reporting Standards）
が日本の証券市場に適用される場合に生じうる
問題の析出を試みている．同研究を通じて得ら
れた主要な知見のひとつは，IFRSの各国市場
における適用を促進するため，IASBは「透明
性」，「比較可能性」，あるいは「高品質な会計
基準」といった，耳あたりのよい表現をしばし
ば巧妙に用いている，というものである．
本稿で関心を寄せている「目的適合性」もま
た修辞的な表現と親和的な概念と考えられるか
ら，それを用いる際，IASBは解釈の首尾一貫
性よりも「IFRS適用の拡大」という組織目的の
達成を重視し，耳あたりのよい解釈を都合よく
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使い分けている可能性がある．「目的適合性」
が揺らぎなく解釈されている保証はなく，むし
ろある所与の目的を達成するために，意図的な
「揺らぎ」が生み出されている可能性を示唆し
ている点において，本稿はスズキ［2012］から
無視しえない影響を受けている．
本稿が影響を受けているもうひとつの先行研
究は大日方［2011］である．そこでは，概念フ
レームワークに依拠した基準開発は望ましい，
という判断のよりどころとして市場関係者間が
広く受け入れている通念として「（a）あらかじ
め演繹的・規範的に概念フレームワークを定
め，（b）その中に，会計情報や会計基準の質に
関する規定を設け，（c）それと整合的に個別の
会計基準を設定すれば，会計基準の質の維持や
向上が期待される」が記されている．こうした
議論には論理破綻がいくつもみられる以上，概
念フレームワークに依拠した基準開発の合理
性は（通念にかかわらず）改めて確かめてみな
ければならない，というのが同稿の趣旨であ
る．
同稿の指摘にかかわらず，概念フレームワー

クに依拠した基準開発のあり方自体を根源から
問い直そうとする動きはいまのところみられな
い．6）　その理由としては，概念フレームワーク
に代わる基準開発の「より良い指針」を見出せ
ない可能性や，上記の論理破綻がいまのところ
「実害」を引き起こしていない可能性などを指
摘しうるが，いずれも十分な経験的証拠の裏づ
けを欠く推測に過ぎない．根源的な問題点が指
摘されているにもかかわらず，概念フレーム
ワークに依拠した基準開発が機能している（少
なくとも市場関係者がそう信じている）理由を
解き明かすためには，「目的適合性」のような
概念フレームワークの重要概念がどのような事
実認識や価値判断と結び付けられているのかを
確かめなければならない．そうした必要性を示
唆している点において，本稿は大日方［2011］
からも無視できない影響を受けている．

Ⅱ　「目的適合性」に関する記述の分類と集計 
―調査の概要―

（1）調査対象項目の抽出
前節に記したとおり，本稿は概念フレーム

ワークに関する IASBの討議資料（IASB［2013］）
で重視されている「目的適合性」という概念を
主要な検討対象とし，（a）その解釈に揺らぎは
生じていないか，（b）財務諸表の構成要素や，
財務諸表における認識と測定に関わる代替案か
ら特定のひとつを選択した理由に関する説明に
揺らぎは生じていないか，を主題としている．
これらを検討するためには，何よりもまず，討
議資料（IASB［2013］）において「目的適合性」
がどのような文脈で用いられており，それぞれ
の文脈で「目的適合性」にいかなる解釈が与え
られているのかを確かめる必要がある．
こうしたことから本稿では，討議資料（IASB

［2013］）の全文を対象として「目的適合性」（お
よびそれと密接に関連する諸概念）を検索し
た．具体的には「目的適合性（relevance）」と
「目的適合的（relevant）」に加え，目的適合性
を支える直接的な下位概念とされている予測価
値（predictive value）と確認価値（con�rmatory 
value）の 4語を検索対象とした．7）　まずは参照
されている状況のいかんにかかわらず，これら
4語が用いられているケースを網羅することに
努め，次いで目次において参照されている場合
のように，「目的適合性」にどのような解釈が
与えられているのかを問えないことが外形上明
らかなケースを除外した．
全 9章からなる討議資料（IASB［2013］）で

は，各章の記述内容に関する要約がそれぞれの
末尾に付されている．これに加え，討議資料の
冒頭にも各章における記述のごく簡単な要約が
付されている．これらの「要約」パートで用い
られている「目的適合性」を調査の対象に含め
てしまうと，二重カウントの問題が生じるおそ
れを免れない．こうしたことから，要約部分に
おいて参照されている「目的適合性」等は，本
稿の調査対象から除外されている．こうした抽
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出基準を適用することにより，本稿では，討議
資料の本文（要約のパートを除いた狭義の本
文）において参照されている「目的適合性」を，
原則としてすべて調査の対象としている．
ただ，relevantや relevanceの邦訳として

「目的適合性」や「目的適合的」が意味を持つの
は，会計情報が備えるべき質的な特性が論じら
れている文脈に限られる．これらがより一般的
な文脈で用いられている場合には，むしろ「関
連性」あるいは「関連している」という邦訳が
適うこととなる．こうしたことから本稿では，
調査対象として選ばれた 4語の中でも，財務
会計の専門用語としてではなく一般用語として
用いられている可能性が高い relevantと rele-
vanceについては，どのような文脈で用いられ
ているのかを確かめ，「目的適合性」や「目的適
合的」という邦訳が適切でないケースについて
は，調査対象項目から除外した．8）

（2）集計単位の決定
調査対象項目の画定に続いては，それらをど

のような単位で集計するのかが問われる．「目
的適合性」がどのような文脈で用いられ，どう
いう解釈が与えられているのか，という本稿の
主題にてらしてみれば，討議資料（IASB［2013］）
の本文で用いられている「目的適合性」のす
べてについて，どのような文脈で用いられて
いるのかを個別に確かめるのが基本となる．
ただ実際には，ひとつのパラグラフにおいて
「目的適合性」やその派生語が，同一の意味
を持つ表現として繰り返し用いられている場合
もみられる．そういう場合については，それら
の表現をひとつの単位として集計を行うことと
した．
もっとも，長いパラグラフの中で「目的適合
性」が繰り返し用いられているケースの中に
は，その前半と後半とで文脈が異なることもあ
る．そういうケースについては，文脈の違いに
応じてパラグラフを適宜分割し，前半と後半と
をそれぞれ独立の単位として集計を行うことと
した．上記の規準にてらして集計を行った結

果，討議資料（IASB［2013］）において「目的適
合性」とその派生語が用いられているのは 157
箇所となった．

（3）調査対象項目に関する分類カテゴリーの
設定

集計単位の決定までの予備的な作業に続いて
は，それぞれの単位において「目的適合性」が
どのような文脈で用いられ，いかなる解釈が与
えられているのか，また特定の文脈に適う形で
具体的な解釈を与えられた「目的適合性」を向
上させるための手段としてどのようなものが想
定されているのか，という本稿の主題に直結す
る分類作業が求められる．類似した主題の先行
研究が乏しい状況では，「目的適合性」がどの
ような文脈でどう用いられているのかを事前に
推定するのは困難である．それゆえ本稿では，
「目的適合性」に関する討議資料（IASB［2013］）
の記載内容にもとづく試行錯誤を繰り返しなが
ら，主題に適う分類規準の確立に努めた．最終
的に用いることとした分類カテゴリーは下記の
とおりである．以下，それぞれのカテゴリーを
解説する．

1.　  目的適合性の定義に関する記述（定義その
ものへの言及，あるいはその言い換え）

2.　  具体的な認識・測定手法が目的適合性に及
ぼす影響に関する記述（特定の認識・測定
手法との関連づけ）

3.　  上記のいずれにも該当しない記述（「目的
適合性」に関する具体的な説明・解説を伴
わない場合）

まず第 1のカテゴリーは，「目的適合性」の
定義がそのまま参照されている場合や，それを
別の表現に置き換えているケースと対応してい
る．先に記したとおり，「目的適合性」には「利
用者の意思決定を変化させうること（IASB
［2010］，QC6）」という定義が与えられている．
そう定義された「目的適合性」の向上に資する
会計基準を開発するための指針を討議資料



質的な特性に根ざした会計基準の開発 31

（IASB［2013］）が目指しているのであれば，
「目的適合性」という概念を別の表現に置き換
えることなどにより，「目的適合性」に対する
市場関係者の理解を深めようと努めることが予
想される．第 1のカテゴリーは，こうした記
述の「受け皿」として設定されている．
このカテゴリーが用いられるのは，「利用者
の意思決定を変化させうること」という定義自
体が参照されている場合のほか，「目的適合性」
がこの定義と同様の抽象的表現による置き換え
られている場合に限られる．より具体的な概念
にひきつけた解釈が「目的適合性」に与えられ
ている場合や，「目的適合性」を向上させるた
めの具体的な認識・測定手法が示されている場
合は，直後に解説する第 2のカテゴリーが用
いられることとなる．
続く第 2のカテゴリーには，財務諸表の構
成要素に関する定義のあり方や，定義を満たし
た項目に関する認識や測定のあり方が「目的適
合性」に及ぼす影響に関する記述とともに，特
定の定義や認識・測定の手法が望ましいと判断
された理由に関する記述が分類される．
このカテゴリーに分類されるかどうかの判断

が分かれうる項目のひとつに，特定の認識・測
定手法から導かれてきた財務諸表項目の目的適
合性に関する記述（随時換金可能な有価証券の
時価情報は目的適合的である，という類いの記
述）がある．これは認識・測定の手法自体に関
する記述ではないものの，特定の認識・測定手
法と目的適合性との関係を前提としていること
から，ここではこうした記述もこのカテゴリー
に含めている．
上記の分類規準による場合，このカテゴリー

には，（a）特定の文脈において「目的適合性」
に付与された解釈に関する記述と，（b）そうし
た解釈を与件としたうえで，「目的適合性」を
向上させるのに適う認識・測定手法に関する記
述がともに含まれることとなる．先に記した本
稿の主題にてらしてみれば，これらの記述は区
分し，それぞれに独立のカテゴリーを割り当て
たほうがよい．

にもかかわらず，ここで両者を区分すること
なく第 2のカテゴリーとして一括している．
それは討議資料（IASB［2013］）が「目的適合
性」に関する解釈それ自体と，解釈から引き出
されてくる含意（すなわち「目的適合性」を向
上させるための手段）との違いを必ずしも意識
しておらず，両者の区分が困難となっているた
めである．
詳細は後述するが，このカテゴリーに属する

大部分の記述は，直接的には「目的適合性」を
向上させるための手段に関するものとなってい
る．そこでは，なぜ特定の認識・測定手法が
「目的適合性」の向上に寄与するのか，そうし
た判断は「目的適合性」に関するどのような解
釈が前提となっているのか，などに関する明示
的な記述は乏しい．それゆえ「目的適合性」を
向上させる手段に関する記述を読み解く際に
は，「目的適合性」に暗黙のうちに与えられた
解釈を推し量る作業が必然的に伴うこととな
る．上記の（a）と（b）との区分はその意味で
困難であり，それゆえここでは，両者をひとつ
のカテゴリーに包摂している．
残る第 3のカテゴリーは，上記いずれのカ
テゴリーにも該当しない記述と対応している．
すなわち「目的適合性」が代替的な表現で説明
し直されたり，具体的な認識・測定手法に関連
づけられたりすることなく参照されているケー
スと対応している．そこでは具体的な文脈に応
じて「目的適合性」に解釈が与えられることも
なければ，目的適合的な情報を提供するための
具体的な認識・測定手法が示されることもな
い．そうした記述（「目的適合性」への言及はみ
られるものの，その解釈や特定の認識・測定手
法との関連が希薄な記述）に「複数の代替的な
認識・測定手法からの選択が求められる基準開
発に資する指針」としての役割を期待するのは
難しい．
具体的な認識・測定手法に対する含意を引き

出すことができない記述の典型例としては，
「資産や負債を認識するかどうかは，そのこと
を通じて目的適合性が高まるかどうかにてらし
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て決められる」を指摘しうる．本稿の主題と関
連づけるなら，こうした記述からは，具体的な
文脈において「目的適合性」にどのような解釈
が与えられているのかを推し量ることも，特定
の解釈が与えられた「目的適合性」を向上させ
るための手段としてどのようなものが適切と考
えられているのかを推し量ることもできない．
ここでは第 3のカテゴリーを「本稿の主題との
関連が希薄な項目の受け皿」と位置づけてい
る．

（4）具体的な認識・測定手法に関わるサブカ
テゴリーの設定
討議資料の「目的適合性」に関する記述で，
上記の「第 2のカテゴリー」に分類されたもの
は多様な認識・測定手法と関連づけられてい
る．それらの記述が取り扱っている論点には，
（参照頻度で測った）偏りがみられる．
ある論点の参照頻度が，その論点の重要性と
一対一に対応している保証はない．とはいえ，
参照頻度が論じられている内容の重要性に関す
る尺度となりうるのは確かである．IASBがど
のような認識・測定問題を重視しており，重視
されている論点において，どのような認識・測
定手法が「目的適合性」の向上に寄与すると考
えられているのかが明らかになれば，「目的適
合性」に与えられている（黙示的な）解釈につ
いての示唆が得られるかもしれない．9）　こうし
た判断から本稿では，第 2のカテゴリーに分
類された記述を，そこで取扱われている論点に
着目して再分類している．再分類において用い
られているサブカテゴリーは以下のとおりであ
る．これらは，第 2のカテゴリーに属する記
述で取り扱われている論点のうち，参照頻度の
高い上位の 5つと対応している．

1.　  過度の不確実性が与える影響
2.　  保有目的別の分類（測定属性の統一）
3.　  一括処理と区分処理（相互に関連し合う項
目の一体処理）

4.　  リサイクリングの手続の要否とその適用範囲

5.　  特定の財務諸表項目に関する情報の目的適
合性

6.　その他

このうち 1.は，「過度に不確実な項目を財務
諸表における認識対象とすれば，目的適合性は
低下する．」という趣旨の記述を分類するため
に用いられる．続く 2.は，「保有目的（キャッ
シュフローへの寄与）の違いに応じて認識・測
定手法を使い分けるべし」あるいは「認識・測
定手法の統一を図ることは，財務報告の最終目
的となりえない」などを趣旨とする記述と対応
している．
また 3.には，「相互に関連し合う項目は一体

として処理しなければ（あるいは「異質な項目
は区分処理しなければ」），利益情報の目的適合
性が損なわれる」という趣旨の記述が包摂され
る．さらに 4.には，いったんその他の包括利
益として処理した項目が事後的に実現した際，
利益情報の目的適合性を向上させる観点からそ
れを当期純利益の構成要素へと振替える手続
（リサイクリング）を行うかどうか，かりに行
うとしたとき，リサイクリングの対象となるの
はどの範囲の「その他の包括利益」なのか，と
いった趣旨の記述が含まれる．
以上の 4項目はいずれも，具体的な認識・
測定手法と「目的適合性」との関係を論じてい
る点で共通している．これに対し最後の 5.は，
認識・測定のあり方と「目的適合性」との関係
ではなく，特定の認識・測定手法から導かれて
きた財務諸表項目（貸借対照表や損益計算書に
記載されている各種項目）の目的適合性に関す
る記述の分類先である．詳しくは後述するが，
目的適合性の有無や高低に関する説明が付され
ている財務諸表項目は多岐に分かれている．こ
の 5.を含む 5つのサブカテゴリーのいずれに
も該当しない記述は 6.の「その他」に分類され
る．

（5）両論併記の記述に関する取扱い
先に記したとおり討議資料（IASB［2013］）
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は，概念フレームワークに関する改訂原案を作
成する際の「たたき台」としての役割を担って
いる．つまりこれは文字通りの「討議資料」で
あって，どのような形で基礎概念の体系化を図
るのかについて市場関係者の間で判断が分かれ
る項目については，IASBはいまだ最終判断を
下していない．そうした項目については，複数
の見解が併記されている．もちろん，すべての
論点について市場関係者の見解が対立している
わけではない．それゆえ討議資料（IASB［2013］）
の段階で，事実上の最終判断が下されている
ケースもみられる．
こうした特徴ゆえ，どのような認識・測定手
法が「目的適合性」の向上に資するのかに関す
る討議資料（IASB［2013］）の記述も，（a）対立
する見解が両論併記されている場合と，（b）唯
一の見解だけが示されている場合とに分かれて
いる．ここで問題となるのは，「目的適合性」
に関する記述の集計・分類に際し，上記の（a）
と（b）とを区分するかどうかである．
唯一の見解だけが示されている場合，「目的
適合性」に関するそこでの記述は，「目的適合
性」に関する IASBの理解に根ざしたものと考
えられる．これに対し，両論併記の段階にとど
まる記述については，いずれも IASBの理解に
適わないものとなりうる．この点を重視すれ
ば，唯一の見解だけが示されている記述だけを
集計するか，それを「両論併記のケース」と区
分するのが，本稿の主題（IASBが「目的適合
性」に与えている具体的な解釈や，「目的適合
性」の向上手段に関する IASBの事実認識を解
明すること）に適う分析手続となる．
他方，「目的適合性」を向上させるような認
識・測定手法について多様な選択肢が存在する
中で，ごく少数の手法だけが「最終的な採択の
候補」として討議資料（IASB［2013］）に記され
ている事実に鑑みれば，両論併記の段階にとど
まる手法はいずれも，（特定の事実認識や価値
判断を与件とすれば）「目的適合性」の向上に
資する，というのが IASBの理解とも考えられ
る．その点を重視すれば，上記の（a）と（b）

とを区分することなく，一括で集計すべきこと
となる．
討議資料（IASB［2013］）が一貫した方針に

根ざした形で「目的適合性」に解釈を与えてい
るのであれば，その基本方針に沿った記述と，
それと対立する代替的な考え方に根ざした記述
とは区分したほうがよいであろう．しかしこれ
までも繰り返し示唆してきたとおり，「目的適
合性」に関する実際の記述から，その解釈に関
する IASBの基本方針を推し量るのは難しい．
むしろさしあたっては，ある特定の論点に関し
てどのような見解が対立関係にあると考えられ
ているのか，の解明を通じて，「目的適合性」
に関して IASBが暗黙のうちに与えている解釈
を推し量ることが急務と考えられる．こうした
事実認識から，ここでは，上記の（a）と（b）
とを区分せず，両者を一括して集計することと
した．10）

本稿で行った分類調査の概要は以上のとおり
である．次節では，分類結果とその含意に考察
を進める．

Ⅲ　集計結果とその含意

（1）集計結果の要約方法
討議資料（IASB［2013］）の「目的適合性」お
よびその派生語を前節の規準にもとづき分類し
た結果は，第 1表から第 5表までに記されて
いる．このうち第 1表は，後に行う集計作業
の基礎となる原データのリストである．冗長で
はあるが，本稿における検討結果の事後的な検
証を試みる将来の研究に配慮し，これをそのま
ま収録している．第 1表における「邦訳」欄の
記述は，原則として，討議資料（IASB［2013］）
の ASBJによる邦訳を踏襲している．11）　また 1
から 3までの分類カテゴリーは前節（3）の説
明に対応しているものであり，分類結果は第 2
表のとおりである．
原文（あるいはその邦訳）から明らかなよう
に，討議資料（IASB［2013］）の「目的適合性」
に関する記述は明快なものばかりといえず，文
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意の理解に多くの時間を要するパラグラフもみ
られた．こうしたことから「目的適合性」に関
する記述の分類に先立ち，本稿では，それぞれ
のパラグラフの「目的適合性」に関する記述を
要約し，それにもとづき分類作業を進めた．筆
者による要約の結果は，第 1表の「目的適合
性」に関する記述の概要という欄に記されてい
る．
この「筆者による要約」においては，討議資
料（IASB［2013］）の内容に関する意訳をでき
るだけ避けようと努めている．直訳とくらべて
意訳を試みる場合のほうが，筆者が IASBの意
図を誤解する可能性が高いと考えられるからで
ある．表現の統一化にも努めていないため，
「要約」欄では，例えば実質的に類似した内容
の記述についても，異なる説明が与えられてい
る．それゆえこのままでは，具体的な認識・測
定手法と「目的適合性」とを関連づけた記述
（すなわち大きな分類においてカテゴリー2に
集計された記述）をサブカテゴリーに再分類す
るのは難しい．
こうしたことから，サブカテゴリーへの再分
類に先立ち，本稿では，「第 2のカテゴリー」
に属する記述にみられる重要ではない相違を捨
象し，概ねどのような論点が言及されているの
かという観点からそれをできるだけ少数の項目
へと分類し直している．その結果は「論じられ
ている認識・測定手法」の欄に記されている．
サブカテゴリーへの再分類はこの欄の記載事項
を基礎としており，最終的な分類結果は第 3
表にとりまとめられている．
後に詳述するように，具体的な認識・測定手
法に関する記述の多くは 1.から 5.までのサブ
カテゴリーに分類しうる．その一方で，6.に
も無視できない数の記述が含まれており，しか
もそれらの中には，参照頻度は低いものの，
「目的適合性」に関する IASBの重要な解釈を示
唆する内容が含まれている．無視できない記述
が含まれていることから，本稿では，「その他」
に分類された個々の記述をそのまま一覧表（第
5表）にとりまとめている．12）

また前節（4）でも言及したとおり，第 3表
で 5. 「特定の財務諸表項目に関する情報の目
的適合性」に分類される記述が参照している項
目は多岐に分かれている．暗黙のうちに IASB
が「目的適合性」に付与している解釈を推し量
るためには，どのような項目が「目的適合性を
有するもの（あるいは有しないもの）」と説明さ
れているのかを把握することが肝要である．こ
うした判断から，ここでは，サブカテゴリー
5.に分類された記述についても，6.に分類さ
れたものと同様，個別に集計し，第 4表にと
りまとめている．
なお第 1表の末尾には，参考情報として，

「目的適合性」に関する記述が IASB自身の立場
に根ざしたものとしてではなく，利害関係者間
で「目的適合性」に関する解釈やそれを向上さ
せるための手段に関して見解が一致していない
場合における「一方の立場に根ざしたもの」で
ある場合，すなわち「両論併記」の形で記され
ている場合を識別するためのタグが付されてい
る．これはあくまでも「両論併記」の形をとる
記述は，IASB自身の見解という形をとる記述
と区別しなければならない，という立場をとる
読者への便宜を図るためのものであり，そこで
の記載内容は，今後の議論には影響を与えてい
ない．

（2）集計結果の概要とその要点
①「目的適合性」の向上手段に関する記述への
偏り
第 2表に記されている 3つのカテゴリーの

うち，「目的適合性」に関する解釈や，その向
上手段に関する事実認識や価値判断に揺らぎが
生じていないかどうか，という本稿の主題に関
わる記述が含まれるのは「2. 特定の認識・測
定手法との関連づけ」だけである．特定の認
識・測定手法がなぜ「目的適合性」の向上に資
するのか，そこでは「目的適合性」に関するど
のような解釈が前提とされているのか，という
類いの記述を伴わない「1. 定義そのものへの
言及，またはその言い換え」と「3. その他（具
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体的な説明・解説を伴わない場合）」に属する
記述は，今後は検討対象外とされる．13）

前節（3）で記したとおり，2.に属する記述
のうち（a）「目的適合性」という概念自体の解
釈に関する記述と（b）特定の解釈が与えられ
た「目的適合性」を向上させるための手段に関
する記述とでは議論の次元が異なっており，本
来なら両者は区分しなければならない．しかし
討議資料（IASB［2013］）では（a）と（b）との
違い（あるいは，（b）の（a）への依存）が十分
には意識されておらず，大部分の記述は（b），
すなわち「目的適合性」を向上させる手段に割
かれている．
それゆえ第 3表では，第 2表の 2.に属する

記述を討議資料（IASB［2013］）で言及されて
いる認識・測定手法にもとづき再分類してい
る．14）　そこでの集計結果は，主として 4つの
認識・測定手法が「目的適合性」に関連づけら
れていることを示している．

②認識・測定手法が示唆する「目的適合性」の
とらえ方
討議資料（IASB［2013］）が特定の認識・測
定手法を「目的適合性」と関連づけている事実
は，IASBがどのような投資家やかれらの意思
決定環境を想定しているのかを知るための重要
な手がかりを提供している．ただし IASBが言
及している認識・測定手法のすべてが等しく手
がかりを提供しているわけではない．例えば、
第 3表に示されているカテゴリーのうち 1.と
3.は，多くの市場関係者が自明と考えている
内容に関わるものである．15）　言い換えれば，
1.や 3.に属する記述については，「過度に不確
実な項目でも，それを認識することで目的適合
性は向上させうる」という類いの有力で説得力
ある対立仮説を見出せない．こうしたことか
ら，「過度に不確実な項目を排除すべし，とい
う判断が，目的適合性に関するどのような解釈
に根ざしているのか」は，これらのサブカテゴ
リーに属する記述については争点とならない．
これに対し 2.や 4.に属する記述は，どのよ

うな認識・測定手法が「目的適合性」の向上に
寄与しうるのかをめぐり市場関係者の間で先鋭
な対立がみられる論点と関わっている．16）　対立
する見解が存在する中で，敢えて「評価基準の
使い分け」や「リサイクリングの（事実上の）強
制」に原則的な支持を与える必要から，1.や
3.と異なり，ここでは特定の手法を選択した
理由を示唆する記述がみられる．理由に関する
記述は必ずしも直接的なものばかりではない
が，周辺の記述から，特定の認識・測定手法を
適切なものとみる理由や，その背後で「目的適
合性」に与えられている解釈をある程度推測で
きる場合も少なくない．
例えば「評価基準を使い分けることで利益情
報の目的適合性を高めうる」という記述は，「の
れんの獲得と実現とを期待しうる事業投資の成
果と，平均的なリターンしか期待できない金融
投資とで，成果のとらえ方は異なる」という，
よく知られた考え方と整合的なものと理解でき
る．実際，討議資料（IASB［2013］）の中にも
「キャッシュフローへの寄与は資産ごとに，あ
るいは負債ごとに異なっており，そうした相違
に応じて適切な評価基準も異なる」という趣旨
の説明が散見される．こうした説明は，事業投
資に拘束されている資産と金融投資に拘束され
ている資産とで，評価のための手法を使い分け
ることで，利益情報の「目的適合性」を向上させ
ることができる，という考え方と親和的であ
る．
ただ，討議資料（IASB［2013］）は別の箇所

で，「キャッシュフローへの寄与に応じた評価」
という視点に立つ場合，売却目的で保有する資
産については，売却時価による評価が一律に求
められる，という趣旨の説明を行っている．の
れんの獲得と実現とを期待しうる資産にも，ま
たそれを期待できない資産にも，売却予定で保
有するものが含まれている以上，「売却予定の
資産はすべて売却時価で評価すべし」という主
張は，事業投資の成果と金融投資の成果とは，
異なる事実にてらしてとらえるべし，という考
え方とは矛盾する場合もある．そう考えれば，
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「IASBはのれんの獲得が期待できるかどうかに
応じて評価基準を使い分けるように求めてい
る」とは必ずしも言い切れない．代替的な解釈
が想定されている可能性も念頭に置く必要があ
る．
「目的適合性」の向上にとって最善の手段と
は何かをめぐり対立がみられる論点としては，
「リサイクリングの要否とその範囲」も参照頻
度が高い（第 3表を参照）．
リサイクリングの要否や範囲について，討議
資料（IASB［2013］）は（a）リサイクリングの
全面禁止，（b）リサイクリングの範囲を現状よ
り狭めたうえで，狭めた範囲について強制，お
よび（c）リサイクリングの対象となる事象を現
状のままとしたうえで，その要否については
「目的適合性」が向上するかどうかにてらして
個別に判断，という 3案を提示している．こ
のうち（a）については否定的な見解が示されて
いるものの，（b）と（c）については両論併記に
とどめられている．
とはいえ，（b）と（c）がまったく異質な論拠

に支えられているわけではなく，両者を支える
論拠やリサイクリングの適用範囲は等質的と
いってよい．17）　「共通項」は以下のように要約
できる．

1.　  （資本取引以外で生じた）資産や負債の変動
差額には，当期純利益に含めてしまうとそ
の目的適合性を損なうものが含まれている．

2.　  一部の変動差額が当期純利益に含まれない
のは，当期純利益が備えるべき特質をいま
だ充足していない（言い換えれば，その他
包括利益に含めるべきものの要件を充足し
ている）からである．

3.　  当初は満たされなかったそれらの特性も，
投資の遂行過程でやがて必ず充足され
る．18）　

ただ，こうした説明はリサイクリングの要否
や適用範囲に関する IASBの提案と細部では矛
盾している．具体的には，いったん「その他の

包括利益」で認識した項目の一部について，リ
サイクリングの手続を強制しない可能性が留保
されている（c）の提案（討議資料でいう「アプ
ローチ 2b」）も，現行基準の下で「当期純利益
が備えるべき特質の一部を満たしていない」と
考えられている項目の一部を当期純利益の構成
要素に含めることとなる（b）の提案（討議資料
でいう「アプローチ 2a」）も，先の説明と部分
的に矛盾する内容を含んでいる．そう考えれ
ば，リサイクリングの要否やその適用範囲との
関係で，IASBが「目的適合性」にどのような解
釈を与えているのか，については，引き続き
「より良い説明」を模索する必要がある．IASB
が具体的な認識・測定手法への言及に先立ち，
投資家の行動モデルやかれらが直面している経
済環境などに根ざした形で「目的適合性」に解
釈を付与しないかぎり，こうした作業は必要で
あり続けることであろう．

Ⅳ　おわりに　―要約と展望―

（1）要約
冒頭に記したとおり，本稿では概念フレーム

ワークに関わる討議資料（IASB［2013］）の「目
的適合性」に関する記述を検討対象とし，（a）
「目的適合性」に関する解釈に揺らぎは生じて
いないか，また（b）「目的適合性」を向上させ
るための手段に関する IASBの選択理由（すな
わち財務諸表の構成要素や，財務諸表における
認識と測定に関わる代替案からの選択理由）に
揺らぎは生じていないか，の解明に努めてき
た．以下では，こうした主題や，主題との関係
が密接な検討課題に関してどのような知見が得
られたのかを要約する．
まず（a）のリサーチ・クエスチョンについて

は，直接的な回答が困難であった．当初の予想
に反し，討議資料（IASB［2013］）は文脈に応
じて「目的適合性」にどのような解釈を与える
べきかを示していなかったからである．討議資
料（IASB［2013］）の「目的適合性」に関する記
述の多くは，「目的適合性」を向上させるため
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の認識・測定手法に関わる記述であり，それら
が選択された理由は何か，そうした選択は「目
的適合性」に関するどのような解釈に根ざして
いるのか，などに関する直接的な記述はほとん
どみられなかった．
それでも，「目的適合性」の向上に寄与する
認識・測定手法に関する記述の中には，「目的
適合性」に関するどのような解釈が，ある特定
の認識・測定手法の選択と結びついているのか
を合理的に推定しうる場合が含まれていた．そ
の典型例は，「キャッシュフローへの寄与に応
じて評価基準を適切に使い分ければ，投資家ら
の意思決定を改善する」という記述（第 3表の
2.）と，「その他の包括利益と当期純利益の構成
要素とは，前者だけ未充足の特性が残されてい
るという意味で異質であり，またその特性が満
たされたときには，前者を後者に振り替えなけ
ればならない」という記述（第 3表の 4.）であ
る．
これらはいずれも，「期待されていた投資成
果のうち，どれだけが事実に転化して確定した
のかに関する情報が求められている」，あるい
は「確定の成果が生じたかどうかを確かめる際
に参照すべき事実は，投資の性質に応じて異な
る」といった，「資産や負債の適切な評価」より
も「実績値としての投資の成果」を重視する考
え方に支えられた記述である．体系的でも網羅
的でもないが，「損益指向」という次元でふた
つの記述は共通の考え方に根ざしたものと位置
づけられ，その限りにおいて「目的適合性」に
関する解釈に「揺らぎ」はみられない，といっ
てよい．
続いては（b）のリサーチ・クエスチョンで

ある．「目的適合性」を向上させるための具体
的な手段の選択においては，「揺らぎ」という
よりむしろ「目的適合性」の向上に資すると
IASBが考えている理由が明らかではない選択
が目立っていた．
例えば IASBは，投資の性質に応じて資産や
負債の評価基準を使い分けるべし，という考え
方に依拠している。その場合，のれんの獲得と

実現とが期待できるかどうかという点で異なる
棚卸資産とトレーディング目的の有価証券と
は，本来，異なる扱いを受けるはずである．に
もかかわらず IASBは，のれんの獲得と実現と
を期待しうる棚卸資産と，それらを期待できな
いトレーディング目的の有価証券とを，「売却
目的で保有されている資産」として一括し，こ
れらを売却時価で継続的に再評価する旨の提案
を行っている．
またリサイクリングの要否や適用範囲につい

ても，純利益が備えるべき特質をいまだ満たし
ていない項目が，部分的とはいえ，当期純利益
の構成要素となってしまうような提案や，事後
的に当期純利益が備えるべき特質を満たした項
目を，リサイクリングの対象外とする提案を
行っている．総論としてフローの利益情報を重
視するスタンスを示しておきながら，リサイク
リングの要否やその適用範囲に関する議論では
リサイクリングのあり方が純利益の持つ特性に
及ぼす影響を考慮していないのである．こうし
たやり方に合理的な解釈を与えることは困難で
あろう．19）

（2）政策的な含意
先の要約で記したとおり，「目的適合性」に
関する解釈や，それを向上させるための手段と
その選択理由に「揺らぎ」が生じていないかど
うか，という本稿の主要な検討課題に対し，回
答しうることは限定的であった．その最も大き
な原因は，どのような情報が投資家らの意思決
定を改善させうるのか（どのような利益情報が
目的適合的なのか）に関する一般的な指針を欠
いていることに求められる．「揺らぎ」を問う
前に，「目的適合性」にどのような解釈が与え
られているのかに関して断片的で不確かな情報
しか与えられていないのが現状である．
「目的適合性」の解釈に関する直接的な記述
が討議資料（IASB［2013］）にはほとんどみら
れないことから，本稿では，「目的適合性」に
与えられている解釈を直接抽出することに代
え，「目的適合性」を向上させる手段に関する
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記述から，それに与えられているはずの解釈
（向上手段に関する選択を背後で支えている前
提）を推察し，それにもとづき「揺らぎ」の有
無や程度を検討している．ただし間接的に推定
した解釈が討議資料（IASB［2013］）の「真意」
に沿っている保証はなく，またすべてのケース
において解釈を推定できるわけでもないことか
ら，「明記された解釈」の抽出を「周辺情報から
の推察」に置き換える手法には限界がみられ
た．そうした作業から引き出しうるのは，「目
的適合性」に与えられた解釈に関する断片的で
不確かな情報に過ぎない．それは筆者に固有の
印象というより，討議資料（IASB［2013］）の
読者の多くが共通して受けるものであろう．
こうした状況では，財務諸表項目の認識・測
定手法に関して，「目的適合性」の向上という
観点から首尾一貫した選択を IASBに期待する
ことは難しい．特定の認識・測定手法が投資家
らの意思決定を改善する，というためには，現
存している “missing link”を埋めるための作
業，すなわち具体的な認識・測定の手法と抽象
度の高い「意思決定の改善」という達成目標と
を結びつける作業が求められる．両者を結びつ
けるために明示すべきこととしては，さしあた
り，（a）情報分析能力などにおいて多岐に分か
れる資金提供者のうち，どのような主体を「基
準開発において念頭に置くべき平均的な資金提
供者」とみなすのか，（b）その「利益情報の主
要な利用者としての資金提供者」はどういうモ
デルに従って意思決定を行うものとみなすの
か，（c）そのモデルのインプットとして利益情
報はどのような役割を果たしているのか，（d）
かれらはどのような市場環境に直面しているの
か，などを例示しうる．20）

いまのところ，上記の諸点に関する明示的か
つ直接的な記述を討議資料（IASB［2013］）に
見出すことはできない．これらの内容と間接的
な接点しか持たない記述さえ見出すのは困難で
ある．上記のような次元の記述を加筆すること
は，今後とも IASBが「投資家らの意思決定に
とって有用な情報の提供」という目標の達成に

寄与するかどうかという観点から認識・測定手
法を選択しようとするのであれば，有益であり
えよう．

1）　具体的には，第 1章「一般目的財務報告の目
的」と第 3章「有用な財務情報の質的特性」とが
これに該当する．

2）　原語はむしろ「（投資家らによる）意思決定と
関わっていること」を含意しており，（意思決定
にとって有用な情報の提供という）目的に適って
いるかどうかを含意していない．しかし「目的適
合性」という邦訳は関係者の間で広く定着してお
り，IASB［2013］の和訳（企業会計基準委員会
「IASBディスカッション・ペーパー『財務報告に
関する概念フレームワークの見直し』」https://
www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/
iasb_ed/con-dp/con-dp_02.pdf）でも「目的適合
性」という表現が用いられていることから，ここ
でも “relevance”に「目的適合性」という和訳をあ
てている．なお有用な財務情報が満たすべき質的
特性の中で，「目的適合性」が最も重要な基本的
特性と位置づけられていることについては IASB
［2010］，QC4および QC5を参照．
3）　本文で引用した記述の周辺には，「財務情報
は，予測価値，確認価値又はそれらの両方を有す
る場合には，意思決定に相違を生じさせることが
できる．（IASB［2010］, QC7）」のほか，「財務情
報は，利用者が将来の結果を予測するために用い
るプロセスへのインプットとして使用できる場合
には，予測価値を有する．財務情報が予測価値を
有するためには，予測や見込みである必要はな
い．予測価値のある財務情報は，利用者が自らの
予測を行う際に使用される．（IASB［2010］, 
QC8）」，さらには「財務情報は，過去の評価に関
するフィードバックを提供する（過去の評価を確
認するか又は変更する）場合には，確認価値を有
する．（IASB［2010］, QC9）」などの記述がみられ
る．これらに鑑みると，目的適合性は，単に投資
家らの意思決定を変化させるだけではなく，むし
ろそれを改善させるという含意を有する用語と考
えられる．

4）　いま改訂の対象となっているパート（�e 
Framework （1989）: the remaining text）では，rel-
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evantと relevanceとが 6パラグラフ，8箇所でし
か用いられていない．後に詳述する IASB［2013］
では，およそ 100パラグラフでこれらが用いられ
ている．

5）　解釈などに揺らぎが生じている場合には，そ
の理由や「揺らぎ」を生み出している原因などに
も考察を進める．

6）　実務界においてそうした動きがみられないだ
けでなく，基準開発に関わる学界関係者の提言に
おいてもそうした指摘はみられない．概念フレー
ムワークのあり方に関して示唆に富む先行研究
として，さしあたり AAA［2007］，AAA［2010］，
AAA［2012］，Bromwich et al. ［2010］，Chris-
tensen ［2010］，Lennard ［2007］お よ びWhit-
tington ［2008］を参照．

7）　脚注 3を参照．
8）　IASB［2013］については，企業会計基準委員
会（Accounting Standards Board of Japan, ASBJ）
による和訳が存在する（https://www.asb.or.jp/
asb/asb_j/press_release/overseas/iasb_ed/con-dp/
con-dp_02.pdf）．relevanceおよび relevantを「目
的適合性」あるいは「目的適合的」と訳すのが適
切な場合と適切といえない場合の区分について
は，ほとんどのケースにおいて，当該和訳と筆者
とで一致している．きわめて少数の例外ながら，
両者の見解が一致しないケースについては，筆者
の見解にもとづき調査対象項目を決定した．

9）　これも（3）で記したとおり，討議資料（IASB
［2013］）には「目的適合的」を向上させる認識や
測定の手法についての記述はみられるものの，特
定の手法を最善といいうる理由に関する説明はみ
られない．認識・測定手法の適否は「目的適合
性」に与えられる具体的な解釈に依存していると
考えられるから，「理由の欠如」は「解釈に関する
説明の欠如」に根ざしていると考えられる．具体
的な認識・測定手法に関する記述のサブカテゴ
リーへの再分類は，暗黙のうちに「目的適合性」
に与えられている解釈を明らかにするために行わ
れる．

10）　なお分類結果の一覧表において，「両論併記」
の形をとる記述については，これに該当するかど
うかを示すための欄を設けている．

11）　ただしパラグラフ 5.42においては，ASBJと
筆者との間で邦訳に関する見解が食い違ってい

る．
12）　参照されている論点に偏りがみられることか
ら，第 5表では，（6）に分類された記述をいくつ
かのグループに分けて集計している．

13）　3.に属する記述と異なり，1.に属する記述は，
潜在的には，本稿の主題に関連づけうるものであ
る．例えば 1.において「目的適合性」が「投資家
らの意思決定に変化を生じさせるかどうか」とい
う（現在の）定義と同程度に抽象的な表現で言い
換えられていれば，「置き換えられた表現」がみ
られない場合とくらべたとき，個別具体的な文脈
において「目的適合性」に与えうる解釈の「幅」
（すなわち解釈が揺らぐ範囲）はそれだけ狭めら
れるはずである．第 1のカテゴリーを独立させた
ことは，こうした期待に根ざしている．実際に
は，定義の置き換えに関する記述はみられず，
1.に属する記述は定義そのものを参照していたに
過ぎないことから，ここでは 3.とともに 1.に属
する記述も今後の分析対象から除外している．

14）　第 2節（4）で記したとおり，具体的な認識・
手法に関する記述の大部分は，（1）「過度に不確
実な項目を財務諸表における認識対象とすれば，
目的適合性は低下する」，（2）「保有目的（キャッ
シュフローへの寄与）の違いに応じて認識・測定
手法を使い分ければ，利益情報の目的適合性は高
まる」，（3）「相互に関連し合う項目は一体として
処理しなければ（異質な項目は区分処理しなけれ
ば），利益情報の目的適合性が損なわれる」，（4）
「いったんその他の包括利益に計上された項目に
ついては，そのすべてを（あるいはその一部だけ
を）リサイクリングの対象とすることによって，
利益情報の目的適合性は高まる」，（5）「ある特定
の財務諸表項目（第 4表を参照）に関する情報は
目的適合的である」，のうちのいずれかに関わっ
ている．

15）　どの程度の不確実性を財務諸表上の認識にお
いて許容するのか，あるいはどのような事実にて
らして「一体性」の有無を判断するのか，につい
ては争いがみられる．ただしそうした判断は個別
基準において下されるもので，概念フレームワー
クに期待しうる役割は「過度の不確実性」や「一
体をなす項目を会計上一体として取扱わないこ
と」が目的適合性を損なう可能性の指摘にとどま
る．もっとも，討議資料（IASB［2013］）では，
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どの程度の不確実性を許容するのかに関する，よ
り具体的な判断に踏み込んだ記述もみられる．こ
の点については，さしあたり討議資料（IASB
［2013］）の「質問 6」を参照．

16）　2.については，討議資料（IASB［2013］）で支
持されている「（キャッシュフローへの寄与の違
いに応じた）評価基準の使い分け」に対し，すべ
ての資産や負債を公正価値で統一的に評価すべ
し，という主張が根強く唱えられている．また
4.については，その他の包括利益として処理した
項目は原則としてリサイクリングの対象とすべ
し，という討議資料のスタンスに対し，リサイク
リングは禁止すべし，という見解もみられる．

17）　（b）と（c）に共通でリサイクリングが強制さ
れている項目は，「橋渡し項目（Bridging items）」
および「ミスマッチのある再測定（Mismatched 
re-measurements）（の対象項目）」である．（c）
ではこのほか，「一時的な再測定（Transitory re-
measurement）（の対象項目）」についてもリサイ
クリングが強制される可能性がある，としてい
る．

18）　これは
1.　「その他の包括利益」の構成要素と当期純利益
の構成要素とは投資の成果として共通の特性を
備えている．

2.　両者が発生源泉別に区分表示されているの
は，財務情報の利用者に便宜を図るためである．

3.　したがって，いったん「その他の包括利益」
に含めた項目を再度当期純利益の構成要素とし
て損益計算書に含めれば（すなわちリサイクリ
ングを行えば），利益の二重計上となる．
を趣旨とする「リサイクリング不要論」とは対照
的である．

19）　ここでは，棚卸資産まで売却時価による継続
的な再評価の対象とする旨の提案や，必ずしも
「その他の包括利益」のすべてにリサイクリング
の手続を要求しない旨の提案を，「達成目標を共
有している状況における，異質な達成手段の選
択」と位置づけている．厳密には，こうした位置
づけは必然ではない．認識・測定手法の違いが，
「目的適合性」に関する解釈の違いに根ざしてい
ないかどうかは，絶えず確認しなければならない．

20）　「目的適合性」の向上手段に関する討議資料
（IASB［2013］）の選択や，特定の認識・測定手法

を選択した理由に関して「揺らぎ」がみられる理
由の一端も，こうした記述の欠如に求められよ
う．
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的
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設
定
す
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は
，
基
準
を
開
発

又
は
改
訂
す
る
際
の
決
定
の
首
尾
一
貫
性
の
増
大

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
．
他
方
，
以
下
の
主

張
は
，
｢概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
｣
に
明
示
的
な
蓋

然
性
の
閾
値
を
含
め
る
こ
と
に
対
す
る
反
対
論
で

あ
る
．

  
 

（
a）
存
在
の
不
確
実
性
は
稀
に
し
か
な
い
．
こ
う
し

た
わ
ず
か
な
場
合
に
つ
い
て
原
則
を
設
定
す
る
必

要
は
な
い
．

  
 

（
b）
原
則
主
義
の
基
準
に
お
い
て
は
，
判
断
の
余
地

を
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め
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
．
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実
性
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別
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ク
ト
で

重
大
な
の
で
あ
れ
ば
，

IA
SB
は
，
当
該
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
で
，
ど
の
閾
値
（
も
し
あ
れ
ば
）
が
そ
の

特
定
の
場
合
に
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
最
も

目
的
適
合
性
の
高
い
情
報
を
も
た
ら
す
も
の
か
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
．「
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
は
こ
の
点
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

2
蓋
然
性
に
関
す
る
閾
値

の
あ
り
方
は
目
的
適
合

性
に
影
響
を
及
ぼ
す

が
，
最
適
な
閾
値
は
企

業
毎
に
異
な
り
う
る
．

過
度
の
不
確
実
性

（
蓋
然
性
の
欠
如
）

1
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適
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他
方
，
存
在
の
不
確
実
性
の
場
合
の
閾
値
と
し
て
，

可
能
性
が
高
い
こ
と
（
又
は
発
生
し
な
い
可
能
性
よ

り
も
発
生
す
る
可
能
性
の
方
が
高
い
こ
と
）
を
使
用

す
る
こ
と
を
支
持
す
る
人
々
も
い
る
．
彼
ら
は
，

存
在
の
不
確
実
性
と
結
果
の
不
確
実
性
と
は
関
連

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
，
結
果
の
不
確
実
性
に
つ

い
て
「
ほ
ぼ
確
実
」
を
閾
値
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

へ
の
支
持
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
．

資
産
又
は
負
債
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
ほ

ぼ
確
実
で
は
な
い
場
合
に
は
，
存
在
す
る
と
し
た

場
合
に
当
該
資
産
又
は
負
債
が
生
み
出
す
結
果
に

関
す
る
不
確
実
性
も
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
で
あ

ろ
う
．
し
た
が
っ
て
，
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
支
持

者
の
考
え
で
は
，
企
業
が
資
産
又
は
負
債
の
認
識

を
存
在
が
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
ら
れ
る
ま
で
延
期
す

る
一
方
で
，
存
在
は
確
実
と
考
え
ら
れ
る
が
結
果

は
不
確
実
で
あ
る
資
産
又
は
負
債
は
認
識
す
る
と

し
た
場
合
に
は
，
不
整
合
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
．
彼
ら
は
，
存
在
の
不
確
実
性
と
結
果
の
不
確

実
性
の
両
方
に
つ
い
て
同
じ
蓋
然
性
の
閾
値
を
設

定
す
れ
ば
，
財
務
報
告
の
首
尾
一
貫
性
が
高
ま
り
，

目
的
適
合
性
も
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
．

2
（「
存
在
の
不
確
実
性
」

と
「
結
果
の
不
確
実

性
」
と
い
う
二
元
的
区

分
を
与
件
と
し
た
う
え

で
）
ど
れ
だ
け
不
確
実

な
事
象
を
財
務
諸
表
で

認
識
す
る
か
と
い
う
閾

値
を
，
不
確
実
性
が
生

み
出
さ
れ
る
原
因
の
違

い
に
か
か
わ
ら
ず
統
一

す
れ
ば
，
財
務
情
報
の

目
的
適
合
性
は
高
ま

る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
類
似
項
目

の
統
一
的
な
取
扱

い
）

3
y
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

2.
33

So
m

e 
su

gg
es

t 
th

at
 t

he
 I

A
SB

 s
ho

ul
d 

re
ta

in
 

so
m

e 
pr

ob
ab

ili
ty

 th
re

sh
ol

d,
 e

ith
er

 in
 th

e 
de

f-
in

iti
on

 o
f t

he
 e

le
m

en
ts

 o
r 

in
 th

e 
re

co
gn

iti
on

 
cr

ite
ri

a,
 f

or
 c

as
es

 o
f 

ou
tc

om
e 

un
ce

rt
ai

nt
y. 

�
ey

 th
in

k 
th

at
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

w
ill

 n
ot

 f
ac

to
r 

so
m

e 
lo

w
 p

ro
ba

bi
lit

y 
ou

t-
co

m
es

 i
nt

o 
th

ei
r 

es
tim

at
es

 o
f 

th
e 

am
ou

nt
, 

tim
in

g 
an

d 
un

ce
rt

ai
nt

y 
of

 fu
tu

re
 c

as
h 

�o
w

s. 
H

en
ce

, w
he

n 
th

er
e 

is 
on

ly
 a

 sm
al

l p
ro

ba
bi

lit
y 

of
 a

ny
 fu

tu
re

 c
as

h 
�o

w
s—

fo
r 

ex
am

pl
e, 

w
he

n 
an

 e
nt

ity
 h

as
 g

iv
en

 a
 g

ua
ra

nt
ee

 t
ha

t 
is 

ve
ry

 
un

lik
el

y 
to

 b
e 

ca
lle

d 
up

on
—

th
e 

co
st

s 
of

 r
ec

-
og

ni
sin

g 
an

d 
m

ea
su

rin
g 

th
e 

as
se

t o
r 

th
e 

lia
-

bi
lit

y 
m

ay
 e

xc
ee

d 
th

e 
be

ne
�t

s 
to

 u
se

rs
 o

f �
-

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
. F

ur
th

er
m

or
e,

 i
n 

so
m

e 
ca

se
s 

th
er

e 
is 

a 
w

id
e 

ra
ng

e 
of

 o
ut

co
m

es
, i

n-
cl

ud
in

g 
ze

ro
, a

nd
 th

e 
pr

ob
ab

ili
tie

s o
f t

he
 d

if-
fe

re
nt

 o
ut

co
m

es
 a

re
 u

nk
no

w
n 

an
d 

ar
gu

ab
ly

 
un

kn
ow

ab
le

 （
fo

r 
ex

am
pl

e, 
a 

hi
gh

ly
 s

pe
cu

la
-

ti
ve

 R
&

D
 p

ro
je

ct
 o

r 
so

m
e 

lit
ig

at
io

n）
. I

n 
so

m
e 

su
ch

 c
as

es
, m

ea
su

re
s d

er
iv

ed
 fr

om
 e

st
i-

m
at

es
 o

f t
ho

se
 p

ro
ba

bi
lit

ie
s m

ay
, a

rg
ua

bl
y, 

be
 

ne
ith

er
 r

el
ev

an
t 

to
 u

se
rs

 o
f 

fin
an

ci
al

 s
ta

te
-

m
en

ts
 n

or
 v

er
i�

ab
le

.

一
部
の
人
々
は
，

IA
SB
は
，
結
果
の
不
確
実
性
の

場
合
に
つ
い
て
は
，
構
成
要
素
の
定
義
又
は
認
識

規
準
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
，
何
ら
か
の
蓋
然
性

の
閾
値
を
維
持
す
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
．
彼

ら
は
，
財
務
諸
表
利
用
者
は
一
部
の
確
率
の
低
い

結
果
を
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
金
額
，
時

期
及
び
不
確
実
性
の
見
積
り
に
織
り
込
ま
な
い
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
，
何
ら
か

の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
小
さ
な

確
率
し
か
な
い
場
合
，
例
え
ば
，
要
求
さ
れ
る
可

能
性
が
非
常
に
低
い
保
証
を
企
業
が
与
え
て
い
る

場
合
に
は
，
資
産
又
は
負
債
の
認
識
及
び
測
定
の

コ
ス
ト
が
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
の
便
益
を

上
回
る
可
能
性
が
あ
る
．
さ
ら
に
，
場
合
に
よ
っ

て
は
，
結
果
の
範
囲
（
ゼ
ロ
を
含
む
）
が
幅
広
く
，

さ
ま
ざ
ま
な
結
果
の
確
率
は
未
知
で
あ
り
，
お
そ

ら
く
は
知
り
得
な
い
（
例
え
ば
，
非
常
に
投
機
的
な

R&
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
一
部
の
訴
訟
）．
こ
う
し

た
場
合
の
一
部
で
は
，
そ
れ
ら
の
確
率
の
見
積
り

か
ら
算
出
し
た
測
定
値
は
，
お
そ
ら
く
，
財
務
諸

表
利
用
者
に
と
っ
て
の
目
的
適
合
性
も
検
証
可
能

性
も
な
い
場
合
が
あ
る
．

2
発
生
確
率
が
き
わ
め
て

低
い
事
象
か
ら
期
待
さ

れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
資
産
や
負
債
の

測
定
に
反
映
さ
せ
て

も
，
利
益
情
報
の
目
的

適
合
性
は
高
ま
ら
な

い
．

過
度
の
不
確
実
性

（
蓋
然
性
の
欠
如
）

1
y

re
le

va
nt

2.
33

So
m

e 
be

lie
ve

 t
ha

t 
re

ta
in

in
g 

a 
pr

ob
ab

ili
ty

 
th

re
sh

ol
d （

in
 e

ith
er

 t
he

 d
ef

in
iti

on
s 

or
 t

he
 

re
co

gn
iti

on
 c

ri
te

ri
a）

 w
ou

ld
 b

e 
a 

pr
ac

tic
al

 
an

d 
in

ex
pe

ns
iv

e 
w

ay
 to

 �
lte

r t
he

se
 it

em
s o

ut
. 

If 
th

es
e 

ite
m

s 
ar

e 
no

t 
re

co
gn

ise
d,

 it
 m

ay
 b

e 
po

ss
ib

le
 to

 d
isc

lo
se

 o
th

er
 in

fo
rm

at
io

n 
th

at
 is

 
re

le
va

nt
 to

 u
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

.

一
部
の
人
々
は
，
蓋
然
性
の
閾
値
（
定
義
又
は
認
識

規
準
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
）
を
維
持
す
る
こ
と
が

実
務
的
で
あ
り
，
こ
れ
ら
の
項
目
を
除
外
す
る
低

コ
ス
ト
の
方
法
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
．
こ
れ

ら
の
項
目
を
認
識
し
な
い
場
合
，
財
務
諸
表
利
用

者
に
と
っ
て
目
的
適
合
性
の
あ
る
他
の
情
報
を
開

示
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
．

2
蓋
然
性
を
過
度
に
欠
い

た
情
報
は
目
的
適
合
的

で
あ
り
え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

（
蓋
然
性
の
欠
如
）

1
　

re
le

va
nt

2.
35

In
 t

he
 I

A
SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

, u
nc

er
ta

in
ty

 
ab

ou
t t

he
 u

lti
m

at
e 

in
�o

w
 o

r 
ou

t�
ow

 s
ho

ul
d 

no
t, 

by
 it

se
lf,

 d
et

er
m

in
e 

w
he

th
er

 a
n 

en
tit

y 
re

co
gn

is
es

 a
n 

as
se

t 
or

 a
 li

ab
ili

ty
, t

ho
ug

h 
it 

m
ay

 a
ffe

ct
 it

s 
m

ea
su

re
m

en
t. 

N
ev

er
th

el
es

s, 
un

ce
rt

ai
nt

y 
m

ay
 m

ak
e 

so
m

e 
rig

ht
s o

r o
bl

ig
a-

tio
ns

 s
o 

di
�

cu
lt 

to
 m

ea
su

re
 th

at
 re

co
gn

isi
ng

 
th

em
 m

ig
ht

 r
es

ul
t i

n 
in

fo
rm

at
io

n 
th

at
 is

 n
ot

 
re

le
va

nt
.

IA
SB
の
予
備
的
見
解
で
は
，
最
終
的
な
流
入
又
は

流
出
に
関
す
る
不
確
実
性
は
，
そ
れ
だ
け
で
は
，

企
業
が
資
産
又
は
負
債
を
認
識
す
べ
き
か
ど
う
か

を
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
．
た
だ
し
，
測
定
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
は
あ
る
．
そ
れ
で
も
，
不
確

実
性
に
よ
り
，
一
部
の
権
利
又
は
義
務
の
測
定
が

非
常
に
困
難
に
な
っ
て
，
そ
れ
ら
を
認
識
す
る
と

目
的
適
合
的
で
な
い
情
報
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
が
あ
る
．

2
経
済
的
資
源
の
流
入
や

流
出
に
関
す
る
不
確
実

性
は
，
そ
れ
ら
に
関
わ

る
情
報
の
目
的
適
合
性

を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ

る
．

過
度
の
不
確
実
性

1
　



質的な特性に根ざした会計基準の開発 45
第

1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e
2.

35
Se

ct
io

n 
4 

di
sc

us
se

s,
 a

m
on

g 
ot

he
r 

th
in

gs
, 

w
he

th
er

 to
 in

cl
ud

e 
re

co
gn

iti
on

 c
rit

er
ia

 re
la

t-
in

g 
to

 re
le

va
nc

e.

セ
ク
シ
ョ
ン

4
で
は
，
と
り
わ
け
，
目
的
適
合
性

に
関
す
る
認
識
規
準
を
含
め
る
べ
き
か
ど
う
か
を

論
じ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

3.
5

�
e 

IA
SB

 c
on

cl
ud

ed
 in

 p
ar

ag
ra

ph
s 

BC
31

3–
BC

32
3 

of
 th

e 
Ba

sis
 fo

r 
C

on
cl

us
io

ns
 o

n 
IF

RS
 

3 
Bu

sin
es

s 
C

om
bi

na
tio

ns
 th

at
 g

oo
dw

ill
 d

oe
s 

m
ee

t 
th

e 
de

fin
iti

on
 o

f 
an

 a
ss

et
. H

ow
ev

er
, 

pa
ra

gr
ap

h 
4.

9（
c）

 o
f 

th
is

 D
is

cu
ss

io
n 

Pa
pe

r 
ex

pl
ai

ns
 t

ha
t r

ec
og

ni
sin

g 
in

te
rn

al
ly

 g
en

er
at

-
ed

 g
oo

dw
ill

 d
oe

s 
no

t p
ro

vi
de

 r
el

ev
an

t i
nf

or
-

m
at

io
n.

IA
SB
は
，

IF
RS
第

3
号
「
企
業
結
合
」
に
関
す
る

結
論
の
根
拠
の

BC
31

3
項
か
ら

BC
32

3
項
で
，

の
れ
ん
は
資
産
の
定
義
を
満
た
す
と
結
論
を
下
し

て
い
る
．
し
か
し
，
本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

ペ
ー
パ
ー
の

4.
9
項
（

c）
で
は
，
自
己
創
設
の
れ
ん

を
認
識
す
る
こ
と
は
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を

提
供
し
な
い
と
説
明
し
て
い
る
．

2
自
己
創
設
の
れ
ん
の
認

識
は
目
的
適
合
的
な
情

報
の
提
供
に
寄
与
し
な

い
．

自
己
創
設
の
れ
ん

5
　

re
le

va
nt

3.
10

In
 m

an
y 

ca
se

s,
 a

n 
en

tit
y 

tr
ea

ts
 a

ll 
of

 t
he

 
rig

ht
s 

it 
ho

ld
s 

as
 a

 s
in

gl
e 

as
se

t. 
N

ev
er

th
el

es
s, 

an
 e

nt
ity

 w
ou

ld
 t

re
at

 s
om

e 
of

 t
he

 r
ig

ht
s 

as
 

on
e 

or
 m

or
e 

se
pa

ra
te

 a
ss

et
s 

if 
su

ch
 a

 s
ep

ar
a-

tio
n 

pr
od

uc
es

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 is
 re

le
va

nt
 to

 
us

er
s 

of
 �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 a

nd
 p

ro
vi

de
s 

a 
fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n 

of
 th

e 
en

tit
yʼ

s r
es

ou
rc

-
es

, a
t a

 c
os

t t
ha

t d
oe

s n
ot

 e
xc

ee
d 

th
e 

be
ne

�t
s 

of
 d

oi
ng

 so
.

多
く
の
場
合
，
企
業
は
，
保
有
し
て
い
る
権
利
の

す
べ
て
を
単
一
の
資
産
と
し
て
扱
う
．
そ
れ
で
も
，

企
業
は
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
目
的
適
合

性
が
あ
り
企
業
の
資
源
の
忠
実
な
表
現
を
提
供
す

る
情
報
を
，
そ
う
す
る
こ
と
の
便
益
を
超
え
な
い

コ
ス
ト
で
生
み
出
す
場
合
に
は
，
権
利
の
一
部
を

1
つ
又
は
複
数
の
別
個
の
資
産
と
し
て
扱
う
．

2
複
数
の
要
素
か
ら
な
る

ス
ト
ッ
ク
に
つ
い
て
，

そ
れ
ら
を
一
括
す
る
の

か
，
そ
れ
と
も
分
離
把

握
す
る
の
か
に
応
じ
て

目
的
適
合
性
は
異
な
り

う
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理

3
　

re
le

va
nt

3.
12

G
en

er
al

ly,
 w

he
n 

a 
pa

ck
ag

e 
of

 ri
gh

ts
 a

nd
 o

bl
i-

ga
tio

ns
 a

ris
es

 fr
om

 th
e 

sa
m

e 
so

ur
ce

, a
n 

en
ti-

ty
 w

ill
 a

cc
ou

nt
 fo

r 
th

em
 a

t t
he

 h
ig

he
st

 le
ve

l 
of

 a
gg

re
ga

tio
n 

th
at

 e
na

bl
es

 it
 t

o 
de

pi
ct

 t
he

 
ri

gh
ts

 a
nd

 o
bl

ig
at

io
ns

, a
nd

 t
he

 c
ha

ng
es

 in
 

th
os

e 
rig

ht
s 

an
d 

ob
lig

at
io

ns
, i

n 
th

e 
m

os
t r

el
-

ev
an

t, 
fa

ith
fu

l a
nd

 u
nd

er
st

an
da

bl
e 

m
an

ne
r.

一
般
に
，
権
利
と
義
務
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
同
じ
源

泉
か
ら
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
，
企
業
は
，
当
該

権
利
及
び
義
務
並
び
に
当
該
権
利
及
び
義
務
の
変

動
を
最
も
目
的
適
合
性
の
あ
り
忠
実
で
理
解
可
能

な
方
法
で
描
写
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
最
も
高

い
レ
ベ
ル
の
集
約
で
そ
れ
ら
を
会
計
処
理
す
る
．

2
複
数
の
要
素
か
ら
な
る

ス
ト
ッ
ク
に
つ
い
て
，

そ
れ
ら
を
一
括
す
る
の

か
，
そ
れ
と
も
分
離
把

握
す
る
の
か
に
応
じ
て

目
的
適
合
性
は
異
な
り

う
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理

3
　

re
le

va
nt

3.
60
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 fa
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ur

 o
f r

es
tr

ic
tin

g 
th

e 
de

�n
iti

on
 o

f a
 li
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bi

lit
y 

to
 o

bl
ig
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io

ns
 t

ha
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ar
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en
fo

rc
ea

bl
e 

by
 

le
ga

l o
r e

qu
iv

al
en

t m
ea

ns
, i

t c
ou

ld
 b

e 
ar

gu
ed

 
th

at
  

 
（

c）
re

st
ri

ct
in

g 
lia

bi
lit

ie
s 

to
 e

nf
or

ce
ab

le
 o

bl
i-

ga
ti

on
s 

w
ou

ld
 p

ro
vi

de
 u

se
rs

 o
f 

fi
na

nc
ia

l 
st

at
em

en
ts

 w
ith

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

ob
lig

at
io

ns
 th

at
 a

n 
en

tit
y 

ca
nn

ot
 av

oi
d.

負
債
の
定
義
を
法
的
手
段
又
は
同
等
の
手
段
に
よ

り
強
制
可
能
な
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
へ
の
支
持

論
と
し
て
は
，
次
の
よ
う
な
主
張
が
考
え
ら
れ
る
．

（
中
略
）  

 
 

（
c）
負
債
を
強
制
可
能
な
義
務
に
限
定
す
る
こ
と
に

よ
り
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
，
企
業
が
回
避
で
き

な
い
義
務
に
関
す
る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
．

2
負
債
を
「
強
制
可
能
な

義
務
を
伴
う
も
の
」
に

限
定
す
れ
ば
，
そ
う
し

た
情
報
を
必
要
と
し
て

い
る
投
資
家
ら
に
対
し

目
的
適
合
的
な
情
報
を

提
供
し
う
る
．

「
投
資
家
の
ニ
ー

ズ
」
の
充
足

6
y
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

3.
61

H
ow

ev
er

, a
rg

um
en

ts
 a

ga
in

st
 r

es
tr

ic
tin

g 
th

e 
de

�n
iti

on
 o

f a
 li

ab
ili

ty
 to

 e
nf

or
ce

ab
le

 o
bl

ig
a-

tio
ns

 in
cl

ud
e:

  
 

（
a）

 a
n 

ap
pr

oa
ch

 t
ha

t 
ex

cl
ud

es
 s

om
e 

co
n-

st
ru

ct
iv

e 
ob

lig
at

io
ns

 c
ou

ld
 p

ro
vi

de
 le

ss
 r

el
e-

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

to
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

-
m

en
ts

 a
bo

ut
 t

he
 e

nt
ity
ʼs 

fu
tu

re
 c

as
h 

flo
w

s 
re

la
tin

g 
to

 p
as

t a
ct

iv
iti

es
.

し
か
し
，
負
債
の
定
義
を
強
制
可
能
な
義
務
に
限

定
す
る
こ
と
へ
の
反
対
論
と
し
て
，
次
の
よ
う
な

議
論
が
あ
る
．

  
 

（
a）
推
定
的
義
務
の
一
部
を
除
外
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

は
，
過
去
の
活
動
に
関
す
る
企
業
の
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
関
し
て
財
務
諸
表
利
用
者
に
提

供
す
る
情
報
の
目
的
適
合
性
が
低
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
．

2
推
定
的
義
務
に
関
す
る

情
報
の
中
に
は
，
目
的

適
合
的
な
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
．

推
定
的
義
務

5
y

re
le

va
nt

3.
82

Th
e 

id
en

tif
ic

at
io

n 
of

 a
 li

ab
ili

ty
 i

n 
ea

ch
 o

f 
th

es
e 

sc
en

ar
io

s w
ou

ld
 n

ot
 n

ec
es

sa
ril

y 
le

ad
 to

 
th

e 
re

co
gn

iti
on

 o
f t

ha
t l

ia
bi

lit
y. 

�
e 

lia
bi

lit
y 

m
ig

ht
 n

ot
 sa

tis
fy

 th
e 

re
co

gn
iti

on
 c

rit
er

ia
 d

is-
cu

ss
ed

 in
 S

ec
tio

n 
4.

 F
or

 e
xa

m
pl

e, 
in

 d
ev

el
op

-
in

g 
or

 a
m

en
di

ng
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r 

le
as

es
 in

 
ac

co
rd

an
ce

 w
ith

 t
he

 c
rit

er
ia

 in
 t

hi
s 

D
is

cu
s-

sio
n 

Pa
pe

r, 
th

e 
IA

SB
 m

ig
ht

 d
ec

id
e 

th
at

: 
（

a）
 r

ec
og

ni
tio

n 
of

 a
 le

ss
ee
ʼs 

pr
es

en
t 

ob
lig

a-
tio

n 
to

 m
ak

e 
va

ri
ab

le
 le

as
e 

pa
ym

en
ts
—

an
d 

an
 e

qu
al

 a
m

ou
nt

 a
s 

a 
ri

gh
t-

of
-u

se
 a

ss
et
—

w
ou

ld
 p

ro
vi

de
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

w
ith

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 is
 n

ot
 r

el
ev

an
t, 

or
 n

ot
 

su
�

ci
en

tly
 re

le
va

nt
 to

 ju
st

ify
 th

e 
co

st
;

こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
負
債

の
識
別
は
，
必
ず
し
も
当
該
負
債
の
認
識
に
は
つ

な
が
ら
な
い
．
当
該
負
債
は
，
セ
ク
シ
ョ
ン

4
で

論
じ
る
認
識
規
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
が
あ
る
．

例
え
ば
，
リ
ー
ス
に
関
す
る
要
求
事
項
を
本
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
に
お
け
る
要
件
に

従
っ
て
開
発
又
は
修
正
す
る
際
に
，

IA
SB
は
次
の

よ
う
に
判
断
す
る
可
能
性
が
あ
る
．

  
 

（
a）
借
手
が
変
動
リ
ー
ス
料
を
支
払
う
現
在
の
義
務

（
及
び
同
額
を
使
用
権
資
産
と
し
て
）
の
認
識
に
よ

り
財
務
諸
表
利
用
者
に
提
供
さ
れ
る
情
報
は
，
目

的
適
合
性
が
な
い
か
又
は
コ
ス
ト
を
正
当
化
す
る

の
に
十
分
な
目
的
適
合
性
が
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

3.
96

Th
e 

IA
SB

 h
as

 t
en

ta
tiv

el
y 

re
je

ct
ed

 t
he

 v
ie

w
 

th
at

 a
n 

ob
lig

at
io

n 
m

us
t b

e 
st

ric
tly

 u
nc

on
di

-
tio

na
l （

V
ie

w
 1
）.

 It
 d

oe
s n

ot
 th

in
k 

th
at

 a
n 

en
-

tit
y 

sh
ou

ld
 o

m
it 

fr
om

 it
s �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

lia
bi

lit
ie

s 
th

at
 h

av
e 

ar
is

en
 f

ro
m

 p
as

t 
ev

en
ts

 
an

d 
th

at
 th

e 
en

tit
y 

ha
s 

no
 p

ra
ct

ic
al

 a
bi

lit
y 

to
 

av
oi

d.
 D

oi
ng

 s
o 

w
ou

ld
 e

xc
lu

de
 r

el
ev

an
t 

in
-

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 in

ev
ita

bl
e 

fu
tu

re
 c

os
ts

 o
f 

th
e 

en
tit

yʼ
s p

as
t a

ct
io

ns
.

IA
SB
は
，
義
務
は
厳
密
に
無
条
件
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
見
解
（
見
解

1）
を
暫
定
的
に
棄
却

し
た
．

IA
SB
の
考
え
で
は
，
企
業
は
，
過
去
の
事

象
か
ら
生
じ
た
負
債
で
企
業
が
回
避
す
る
実
質
上

の
能
力
を
有
し
て
い
な
い
も
の
を
，
財
務
諸
表
か

ら
除
外
す
べ
き
で
は
な
い
．
除
外
す
る
と
，
企
業

の
過
去
の
行
動
に
よ
る
不
可
避
的
な
将
来
の
コ
ス

ト
に
関
す
る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
除
外
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
．

2
過
去
の
事
象
か
ら
生
じ

た
負
債
で
企
業
が
回
避

す
る
実
質
上
の
能
力
を

有
し
て
い
な
い
も
の
の

中
に
は
，
目
的
適
合
的

な
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
．

企
業
が
回
避
す
る

実
質
上
の
能
力
を

有
し
て
い
な
い
負

債

5
　



質的な特性に根ざした会計基準の開発 47
第

1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e
4.

7
Th

is
 s

ec
tio

n 
di

sc
us

se
s 

w
he

th
er

 t
he

 r
ev

is
ed

 
C

on
ce

pt
ua

l F
ra

m
ew

or
k 

sh
ou

ld
 in

cl
ud

e 
re

c-
og

ni
tio

n 
cr

ite
ria

 th
at

 re
fe

r t
o:

  
 

（
a）

 p
ro

ba
bi

lit
y （

se
e 

pa
ra

gr
ap

h 
4.

8）
;

（
b）

 r
el

ev
an

ce
 a

nd
 c

os
t c

on
st

ra
in

t （
se

e 
pa

ra
-

gr
ap

hs
 4

.9
–4

.1
1）

;  
 

（
c）

 f
ai

th
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n （

se
e 

pa
ra

gr
ap

hs
 

4.
12

–4
.2

1）
; a

nd
  

 
（

d）
 th

e 
en

ha
nc

in
g 

qu
al

ita
tiv

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

（
co

m
pa

ra
bi

lit
y, 

ve
ri

fia
bi

lit
y, 

tim
el

in
es

s, 
un

-
de

rs
ta

nd
ab

ili
ty
） 

di
sc

us
se

d 
in

 C
ha

pt
er

 3
 o

f 
th

e 
C

on
ce

pt
ua

l F
ra

m
ew

or
k （

se
e 

pa
ra

gr
ap

hs
 

4.
22

–4
.2

3）
.

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
，
改
訂
後
の
｢概
念
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
｣
に
次
の
事
項
に
言
及
す
る
認
識
規
準
を

含
め
る
べ
き
か
ど
う
か
を
論
じ
て
い
る
．

 
（

a）
蓋
然
性
（

4.
8
項
参
照
） 

 
 

（
b）
目
的
適
合
性
及
び
コ
ス
ト
の
制
約
（

4.
9
項
か

ら
4.

11
項
参
照
） 

 
 

（
c）
忠
実
な
表
現
（

4.
12
項
か
ら

4.
21
項
参
照
） 

（
d）
「
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
第

3
章
で
論
じ

て
い
る
補
強
的
な
質
的
特
性
（
比
較
可
能
性
，
検
証

可
能
性
，
適
時
性
，
理
解
可
能
性
）（

4.
22
項
か
ら

4.
23
項
参
照
）

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

4.
9

In
fo

rm
at

io
n 

is 
re

le
va

nt
 to

 u
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l 
st

at
em

en
ts

 if
 it

 is
 c

ap
ab

le
 o

f m
ak

in
g 

a 
di

�e
r-

en
ce

 in
 th

e 
de

ci
sio

ns
 m

ad
e 

by
 th

os
e 

us
er

s.2
8

情
報
は
，
財
務
諸
表
利
用
者
が
行
う
意
思
決
定
に

相
違
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
，

当
該
利
用
者
に
と
っ
て
目
的
適
合
性
が
あ
る
．

1
「
情
報
は
，
財
務
諸
表

利
用
者
が
行
う
意
思
決

定
に
相
違
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
は
，
当
該
利
用
者
に

と
っ
て
目
的
適
合
性
が

あ
る
．」

　
　

　

re
le

va
nc

e/
re

le
va

nt
4.

9
In

 m
os

t c
as

es
, r

ec
og

ni
sin

g 
re

so
ur

ce
s a

nd
 o

b-
lig

at
io

ns
 p

ro
vi

de
s 

us
er

s 
of

 f
in

an
ci

al
 s

ta
te

-
m

en
ts

 w
it

h 
re

le
va

nt
 i

nf
or

m
at

io
n,

 b
ut

 i
n 

so
m

e 
ca

se
s 

it 
m

ay
 p

ro
vi

de
 in

fo
rm

at
io

n 
th

at
 

is 
no

t r
el

ev
an

t, 
or

 th
at

 is
 n

ot
 su

�
ci

en
tly

 re
le

-
va

nt
 to

 ju
st

ify
 th

e 
co

st
:   

（
a）

 if
 th

e 
le

ve
l o

f u
nc

er
ta

in
ty

 in
 a

n 
es

tim
at

e 
is 

to
o 

la
rg

e, 
th

e 
re

le
va

nc
e 

of
 th

at
 e

st
im

at
e 

is 
qu

es
tio

na
bl

e.

大
半
の
場
合
に
は
，
資
源
及
び
義
務
を
認
識
す
れ

ば
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
財
務
諸
表
利
用
者

に
提
供
す
る
が
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
目
的
適
合

性
が
な
い
情
報
又
は
コ
ス
ト
を
正
当
化
す
る
の
に

十
分
な
目
的
適
合
性
の
な
い
情
報
を
利
用
者
に
提

供
す
る
こ
と
も
あ
る
．
こ
れ
は
，
次
の
よ
う
な
場

合
で
あ
る
．

  
 

（
a）
見
積
り
の
不
確
実
性
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
に

は
，
そ
の
見
積
り
の
目
的
適
合
性
は
疑
問
で
あ
る
．

2
過
度
に
不
確
実
な
見
積

も
り
に
依
存
し
た
情
報

は
目
的
適
合
的
で
あ
り

え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

1
　

re
le

va
nt

4.
9

In
 s

uc
h 

ci
rc

um
st

an
ce

s, 
if 

no
 o

th
er

 a
va

ila
bl

e 
m

ea
su

re
 o

f 
th

e 
as

se
t 

or
 t

he
 li

ab
ili

ty
 w

ou
ld

 
pr

ov
id

e 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
to

 u
se

rs
 o

f 
�-

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
, i

t m
ay

 b
e 

ap
pr

op
ria

te
 n

ot
 

to
 re

co
gn

ise
 th

e 
as

se
t o

r t
he

 li
ab

ili
ty

.

そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
，
資
産
又
は
負
債
の
ど

の
よ
う
な
他
の
利
用
可
能
な
測
定
値
も
財
務
諸
表

利
用
者
に
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
場
合
に
は
，
当
該
資
産
又
は
負

債
を
認
識
し
な
い
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
．

2
過
度
に
不
確
実
な
見
積

も
り
に
依
存
し
た
情
報

は
目
的
適
合
的
で
あ
り

え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

1
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

4.
9

（
b）

 re
co

gn
isi

ng
 p

ar
tic

ul
ar

 re
so

ur
ce

s a
nd

 o
b-

lig
at

io
ns

 m
ay

 p
ro

du
ce

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 so
m

e 
m

ay
 v

ie
w

 a
s 

no
t r

el
ev

an
t, 

in
co

m
pl

et
e 

or
 n

ot
 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
 if

 re
la

te
d 

re
so

ur
ce

s 
an

d 
ob

li-
ga

tio
ns

 a
re

 a
lso

 n
ot

 re
co

gn
ise

d,
 o

r d
o 

no
t y

et
 

ex
ist

.

（
b）
関
連
す
る
資
源
及
び
義
務
を
認
識
し
て
い
な
い

か
又
は
そ
れ
ら
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
場
合
に
，

特
定
の
資
源
及
び
義
務
を
認
識
す
る
こ
と
を
，
一

部
の
人
々
は
，
目
的
適
合
性
が
な
い
，
不
完
全
で

あ
る
又
は
理
解
可
能
で
な
い
と
考
え
る
か
も
し
れ

な
い
．

2
一
体
と
し
て
の
実
態
を

有
す
る
も
の
を
一
体
と

し
て
処
理
す
る
こ
と
で

生
み
出
さ
れ
る
情
報
は

目
的
適
合
的
で
あ
り
う

る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理

3
　

re
le

va
nt

4.
9

Fo
r 

ex
am

pl
e, 

so
m

e 
ar

gu
e 

th
at

 re
le

va
nt

 in
fo

r-
m

at
io

n 
do

es
 n

ot
 r

es
ul

t f
ro

m
 r

ec
og

ni
sin

g 
de

-
riv

at
iv

es
 u

se
d 

to
 h

ed
ge

 n
or

m
al

 p
ur

ch
as

es
 o

f 
co

m
m

od
iti

es
 u

se
d 

in
 a

 p
ro

du
ct

io
n 

pr
oc

es
s i

f 
th

e 
un

de
rly

in
g 

pu
rc

ha
se

s 
ha

ve
 n

ot
 y

et
 b

ee
n 

re
co

gn
ise

d.
 （

H
ow

ev
er

, o
th

er
s 

ar
gu

e 
th

at
 re

c-
og

ni
si

ng
 s

uc
h 

de
ri

va
tiv

es
 a

lw
ay

s 
or

 s
om

e-
tim

es
 p

ro
du

ce
s 

re
le

va
nt

 i
nf

or
m

at
io

n,
 p

er
-

ha
ps

 u
si

ng
 t

ec
hn

iq
ue

s 
su

ch
 a

s 
he

dg
e 

ac
co

un
tin

g 
if 

th
at

 m
ak

es
 th

e 
pr

es
en

ta
tio

n 
of

 
th

at
 in

fo
rm

at
io

n 
m

or
e 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
.）

例
え
ば
，
基
礎
と
な
る
購
入
を
ま
だ
認
識
し
て
い

な
い
場
合
に
，
生
産
過
程
で
使
用
す
る
通
常
の
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
の
購
入
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
た
め
に
使
用

す
る
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
認
識
す
る
こ
と
か
ら
は
，

目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
は
生
じ
な
い
と
主
張
す

る
人
々
が
い
る
．

2
複
数
の
ス
ト
ッ
ク
が
相

互
に
関
連
し
合
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，

そ
の
う
ち
の
一
部
だ
け

を
認
識
し
て
も
目
的
適

合
的
な
情
報
は
提
供
さ

れ
な
い
，
と
い
う
主
張

が
み
ら
れ
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
y

re
le

va
nt

4.
9

（
H

ow
ev

er
, o

th
er

s 
ar

gu
e 

th
at

 r
ec

og
ni

si
ng

 
su

ch
 d

er
iv

at
iv

es
 a

lw
ay

s 
or

 s
om

et
im

es
 p

ro
-

du
ce

s 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n,
 p

er
ha

ps
 u

si
ng

 
te

ch
ni

qu
es

 s
uc

h 
as

 h
ed

ge
 a

cc
ou

nt
in

g 
if 

th
at

 
m

ak
es

 t
he

 p
re

se
nt

at
io

n 
of

 t
ha

t 
in

fo
rm

at
io

n 
m

or
e 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
.）

（
し
か
し
，
そ
う
し
た
デ
リ
バ
デ
ィ
ブ
の
認
識
は
，

当
該
情
報
の
表
示
の
理
解
可
能
性
が
高
ま
る
場
合

に
は
ヘ
ッ
ジ
会
計
な
ど
の
技
法
を
用
い
れ
ば
，
常

に
又
は
時
に
は
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
生

じ
る
と
主
張
す
る
人
々
も
い
る
．）

2
会
計
処
理
次
第
で
は
，

関
連
し
合
う
ス
ト
ッ
ク

の
一
部
だ
け
を
認
識
し

て
も
目
的
適
合
的
な
情

報
は
提
供
さ
れ
う
る
，

と
い
う
主
張
も
み
ら
れ

る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
y

re
le

va
nt

4.
9

Fi
na

nc
ia

l 
st

at
em

en
ts

 a
re

 n
ot

 d
es

ig
ne

d 
to

 
sh

ow
 th

e 
va

lu
e 

of
 a

 re
po

rt
in

g 
en

tit
y. 

M
ea

su
r-

in
g 

in
te

rn
al

ly
 g

en
er

at
ed

 g
oo

dw
ill

 w
ou

ld
 r

e-
qu

ire
 a

n 
es

tim
at

e 
of

 th
e 

va
lu

e 
of

 th
e 

re
po

rt
-

in
g 

en
ti

ty
. 

C
on

se
qu

en
tl

y,
 r

ec
og

ni
si

ng
 

in
te

rn
al

ly
 g

en
er

at
ed

 g
oo

dw
ill

 d
oe

s 
no

t 
pr

o-
vi

de
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n.

財
務
諸
表
は
，
報
告
企
業
の
価
値
を
示
す
よ
う
に

は
設
計
さ
れ
て
い
な
い
．
自
己
創
設
の
れ
ん
を
測

定
す
る
に
は
，
報
告
企
業
の
価
値
の
見
積
り
が
必

要
と
な
る
．
し
た
が
っ
て
，
自
己
創
設
の
れ
ん
を

認
識
す
る
こ
と
は
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を

提
供
し
な
い
．

2
自
己
創
設
の
れ
ん
の
認

識
は
目
的
適
合
的
な
情

報
の
提
供
に
寄
与
し
な

い
．

自
己
創
設
の
れ
ん

5
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

4.
9

（
d）

 th
e 

be
ne

�t
s o

f m
ea

su
rin

g 
so

m
e 

in
te

rn
al

-
ly

-g
en

er
at

ed
 in

ta
ng

ib
le

 a
ss

et
s 

m
ay

 n
ot

 o
ut

-
w

ei
gh

 th
e 

co
st

s 
if 

th
e 

re
su

lti
ng

 m
ea

su
re

s 
ar

e 
no

t r
el

ev
an

t t
o 

us
er

s 
of

 �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

, 
or

 if
 id

en
tif

yi
ng

 t
ho

se
 a

ss
et

s 
an

d 
m

ea
su

rin
g 

th
em

 is
 to

o 
co

st
ly.

（
d）
一
部
の
自
己
創
設
し
た
無
形
資
産
を
測
定
す
る

こ
と
の
便
益
は
，
そ
の
結
果
生
じ
る
測
定
値
が
財

務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
目
的
適
合
性
が
な
い
場

合
，
又
は
当
該
資
産
の
識
別
及
び
測
定
に
コ
ス
ト

が
か
か
り
過
ぎ
る
場
合
に
は
，
コ
ス
ト
を
上
回
ら

な
い
可
能
性
が
あ
る
．

3
　

　
　

　

irr
el

ev
an

t/
re

le
va

nt
4.

10
In

 th
e 

IA
SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

, t
he

 C
on

ce
p-

tu
al

 F
ra

m
ew

or
k 

sh
ou

ld
 s

ta
te

 t
ha

t 
th

e 
IA

SB
 

sh
ou

ld
 n

ot
 r

eq
ui

re
 th

e 
re

co
gn

iti
on

 o
f a

n 
as

-
se

t 
or

 a
 li

ab
ili

ty
 if

 t
he

 I
A

SB
 c

on
cl

ud
es

 t
ha

t 
re

co
gn

isi
ng

 t
ha

t 
as

se
t 

or
 li

ab
ili

ty
 w

ou
ld

 r
e-

su
lt 

in
 in

fo
rm

at
io

n 
th

at
 is

 ir
re

le
va

nt
, o

r 
no

t 
su

�
ci

en
tly

 re
le

va
nt

 to
 ju

st
ify

 th
e 

co
st

 o
f p

re
-

pa
rin

g 
it.

IA
SB
の
予
備
的
見
解
で
は
，「
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
は
，
あ
る
資
産
又
は
負
債
を
認
識
す
る
と
目
的

適
合
性
が
な
い
情
報
又
は
作
成
の
コ
ス
ト
を
正
当

化
す
る
の
に
十
分
な
目
的
適
合
性
の
な
い
情
報
を

生
じ
る
と

IA
SB
が
結
論
を
下
す
場
合
に
は
，

IA
SB
は
当
該
資
産
又
は
負
債
の
認
識
を
要
求
す
べ

き
で
は
な
い
と
記
載
す
べ
き
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

4.
13

（
c）

 f
re

ed
om

 f
ro

m
 e

rr
or

 m
ig

ht
 s

ug
ge

st
 t

ha
t 

an
 a

ss
et

 o
r 

a 
lia

bi
lit

y 
sh

ou
ld

 n
ot

 b
e 

re
co

g-
ni

se
d 

if 
ei

th
er

 t
he

 p
ro

ce
ss

 o
f 

de
te

rm
in

in
g 

w
he

th
er

 to
 re

co
gn

ise
 th

at
 a

ss
et

 o
r l

ia
bi

lit
y, 

or
 

its
 m

ea
su

re
m

en
t, 

is
 li

ke
ly

 t
o 

be
 u

nu
su

al
ly

 
pr

on
e 

to
 e

rr
or

, f
or

 e
xa

m
pl

e,
 if

 t
he

y 
de

pe
nd

 
on

 in
pu

ts
 th

at
 a

re
 u

nu
su

al
ly

 d
i�

cu
lt 

to
 e

st
i-

m
at

e. 
In

 s
uc

h 
ca

se
s, 

re
co

gn
isi

ng
 th

e 
as

se
t o

r 
th

e 
lia

bi
lit

y 
m

ay
 n

ot
 r

es
ul

t i
n 

re
le

va
nt

 in
fo

r-
m

at
io

n.

（
c）
誤
謬
が
な
い
こ
と
は
，
資
産
又
は
負
債
を
認
識

す
べ
き
か
ど
う
か
の
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
又
は
そ
の

測
定
の
い
ず
れ
か
が
誤
る
可
能
性
が
異
常
に
高
い

場
合
に
は
，
企
業
が
資
産
又
は
負
債
を
認
識
す
べ

き
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
．

例
え
ば
，
見
積
る
こ
と
が
異
常
に
困
難
な
イ
ン

プ
ッ
ト
に
依
存
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
．
そ
う
し

た
場
合
に
，
当
該
資
産
又
は
負
債
を
認
識
す
る
と
，

目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
と
は
な
ら
な
い
お
そ
れ

が
あ
る
．

2
誤
謬
が
生
じ
る
可
能
性

が
き
わ
め
て
高
い
項
目

に
関
す
る
情
報
は
目
的

適
合
的
で
は
な
い
．

誤
謬
の
可
能
性

6
　

re
le

va
nt

4.
14

M
an

y 
fo

rw
ar

d-
lo

ok
in

g 
es

tim
at

es
 c

an
no

t 
be

 
di

re
ct

ly
 v

er
ifi

ed
, b

ut
 a

re
 i

m
po

rt
an

t 
w

he
n 

pr
ov

id
in

g 
re

le
va

nt
 �

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n.

将
来
予
測
的
な
見
積
り
の
多
く
は
，
直
接
的
に
は

検
証
で
き
な
い
が
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
財
務
情

報
を
提
供
す
る
際
に
重
要
で
あ
る
．

2
検
証
可
能
性
の
程
度
に

か
か
わ
ら
ず
，
将
来
の

見
積
も
り
に
関
す
る
情

報
は
目
的
適
合
的
で
あ

り
う
る
．

将
来
の
見
積
も
り

に
関
す
る
情
報

5
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e
4.

17
U

nd
er

 th
e 

ex
ist

in
g 

re
co

gn
iti

on
 c

rit
er

ia
, q

ue
s-

tio
ns

 a
bo

ut
 re

lia
bi

lit
y 

of
 m

ea
su

re
m

en
t a

ris
e 

if 
m

ea
su

re
m

en
t 

us
es

 s
ig

ni
fi

ca
nt

 e
st

im
at

es
. 

Pa
ra

gr
ap

h 
Q

C
16

 o
f t

he
 e

xi
st

in
g 

C
on

ce
pt

ua
l 

Fr
am

ew
or

k 
st

at
es

 th
at

 a
n 

es
tim

at
e 
“c

an
 b

e 
a 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n 
if 

th
e 

re
po

rt
in

g 
en

tit
y 

ha
s 

pr
op

er
ly

 a
pp

lie
d 

an
 a

pp
ro

pr
ia

te
 p

ro
ce

ss
, 

pr
op

er
ly

 d
es

cr
ib

ed
 t

he
 e

st
im

at
e 

an
d 

ex
-

pl
ai

ne
d 

an
y 

un
ce

rt
ai

nt
ie

s 
th

at
 s

ig
ni

fic
an

tly
 

af
fe

ct
 t

he
 e

st
im

at
e.

 H
ow

ev
er

, i
f 

th
e 

le
ve

l o
f 

un
ce

rt
ai

nt
y 

in
 su

ch
 a

n 
es

tim
at

e 
is 

su
�

ci
en

tly
 

la
rg

e,
 t

ha
t 

es
tim

at
e 

w
ill

 n
ot

 b
e 

pa
rt

ic
ul

ar
ly

 
us

ef
ul

.In
 o

th
er

 w
or

ds
, t

he
 r

el
ev

an
ce

 o
f 

th
e 

as
se

t b
ei

ng
 fa

ith
fu

lly
 re

pr
es

en
te

d 
is 

qu
es

tio
n-

ab
le

. I
f t

he
re

 is
 n

o 
al

te
rn

at
iv

e 
re

pr
es

en
ta

tio
n 

th
at

 is
 m

or
e 

fa
ith

fu
l, 

th
at

 e
st

im
at

e 
m

ay
 p

ro
-

vi
de

 th
e 

be
st

 av
ai

la
bl

e 
in

fo
rm

at
io

n.

現
行
の
認
識
規
準
で
は
，
測
定
が
重
要
な
見
積
り

を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
，
測
定
の
信
頼
性
に

関
す
る
疑
問
が
生
じ
る
．
現
行
の
「
概
念
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
の

Q
C

16
項
で
は
，
見
積
り
は
「
報
告
企

業
が
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
を
適
切
に
適
用
し
，
そ
の

見
積
り
を
適
切
に
記
述
し
，
そ
の
見
積
り
に
大
き

く
影
響
す
る
不
確
実
性
を
説
明
し
て
い
る
場
合
に

は
，
忠
実
な
表
現
と
な
り
得
る
．
し
か
し
，
そ
う

し
た
見
積
り
の
不
確
実
性
が
非
常
に
大
き
い
場
合

に
は
，
そ
の
見
積
り
は
特
に
有
用
で
は
な
い
こ
と

と
な
る
．
言
い
換
え
れ
ば
，
忠
実
に
表
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
資
産
の
目
的
適
合
性
に
疑
問
が
あ
る
．

よ
り
忠
実
な
代
替
的
な
表
現
が
な
い
場
合
に
は
，

そ
の
見
積
り
が
最
も
利
用
可
能
な
情
報
を
提
供
す

る
か
も
し
れ
な
い
．」
と
述
べ
て
い
る
．

2
過
度
に
不
確
実
な
見
積

も
り
に
依
存
し
た
情
報

は
目
的
適
合
的
で
あ
り

え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

1
　

re
le

va
nt

4.
18

（
a）

 w
ou

ld
 th

at
 m

ea
su

re
 p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
t i

n-
fo

rm
at

io
n 

to
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
? 

If 
no

t, 
w

ou
ld

 so
m

e 
ot

he
r m

ea
su

re
 p

ro
vi

de
 re

le
-

va
nt

 i
nf

or
m

at
io

n?
 I

f 
no

 a
va

ila
bl

e 
m

ea
su

re
 

w
ou

ld
 p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
tin

fo
rm

at
io

n,
 o

r 
if 

th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

w
ou

ld
 n

ot
 b

e 
su

ffi
ci

en
tly

 r
el

e-
va

nt
 to

 ju
st

ify
 th

e 
co

st
 o

f p
re

pa
rin

g 
it,

 p
ar

a-
gr

ap
h 

4.
10

 o
f t

hi
s 

D
isc

us
sio

n 
Pa

pe
r 

su
gg

es
ts

 
th

at
 t

he
 a

ss
et

 o
r 

th
e 

lia
bi

lit
y 

sh
ou

ld
 n

ot
 b

e 
re

co
gn

ise
d.

（
a）
当
該
測
定
値
は
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て

目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
の
か
．
提

供
し
な
い
場
合
に
は
，
何
か
他
の
測
定
値
が
目
的

適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
の
か
．
目
的
適

合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
利
用
可
能
な
測
定

値
が
な
い
場
合
，
又
は
当
該
情
報
が
作
成
の
コ
ス

ト
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
な
目
的
適
合
性
が
な

い
場
合
に
，
本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー

の
4.

10
項
で
は
，
当
該
資
産
又
は
負
債
は
認
識
す

べ
き
で
は
な
い
と
示
唆
し
て
い
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

4.
18

（
b）

 i
f 

a 
m

ea
su

re
 o

f 
an

 a
ss

et
 o

r 
a 

lia
bi

lit
y 

w
ou

ld
 p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
t i

nf
or

m
at

io
n 

to
 u

se
rs

 
of

 �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

, i
s i

t p
os

sib
le

 to
 re

pr
e-

se
nt

 th
at

 a
ss

et
 o

r l
ia

bi
lit

y 
fa

ith
fu

lly
?

（
b）
資
産
又
は
負
債
の
測
定
値
が
財
務
諸
表
利
用
者

に
と
っ
て
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る

場
合
に
，
当
該
資
産
又
は
負
債
を
忠
実
に
表
現
す

る
こ
と
は
可
能
か
．

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

4.
20

A
s 

no
te

d 
in

 p
ar

ag
ra

ph
 4

.1
0 

of
 t

hi
s 

D
is

cu
s-

si
on

 P
ap

er
, t

he
 I

A
SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 is
 

th
at

 th
e 

IA
SB

 sh
ou

ld
 n

ot
 re

qu
ire

 th
e 

re
co

gn
i-

tio
n 

of
 a

n 
as

se
t o

r 
a 

lia
bi

lit
y 

if,
 in

 th
e 

IA
SB
ʼs 

vi
ew

, r
ec

og
ni

tio
n 

w
ou

ld
 r

es
ul

t 
in

 in
fo

rm
a-

tio
n 

th
at

 is
 n

ot
 r

el
ev

an
t. 

So
m

e 
be

lie
ve

 t
ha

t 
th

er
e 

ar
e 

no
 c

irc
um

st
an

ce
s w

he
n 

re
co

gn
isi

ng
 

an
 a

ss
et

 o
r a

 li
ab

ili
ty

 w
ou

ld
 p

ro
vi

de
 in

fo
rm

a-
tio

n 
th

at
 is

 r
el

ev
an

t b
ut

 y
et

 w
ou

ld
 n

ot
 r

es
ul

t 
in

 a
 fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n 

of
 th

at
 a

ss
et

 o
r l

i-
ab

ili
ty

 a
nd

 o
f c

ha
ng

es
 in

 th
at

 a
ss

et
 o

r 
lia

bi
li-

ty
.

4.
10
項
に
述
べ
た
よ
う
に
，

IA
SB
の
予
備
的
見
解

で
は
，
認
識
す
る
と
目
的
適
合
性
の
な
い
情
報
が

生
じ
る
と

IA
SB
が
考
え
る
場
合
に
は
，

IA
SB
は

資
産
又
は
負
債
の
認
識
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
．

一
部
の
人
々
の
考
え
で
は
，
資
産
又
は
負
債
の
認

識
に
よ
り
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な

が
ら
当
該
資
産
又
は
負
債
や
当
該
資
産
又
は
負
債

の
変
動
の
忠
実
な
表
現
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
な

状
況
は
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

4.
22

H
ow

ev
er

, a
s 

no
te

d 
in

 p
ar

ag
ra

ph
 4

.1
7 

of
 th

is 
D

isc
us

sio
n 

Pa
pe

r, 
if 

th
e 

le
ve

l o
f u

nc
er

ta
in

ty
 

in
 a

n 
es

tim
at

e 
is 

to
o 

la
rg

e 
to

 p
er

m
it 

su
ch

 o
b-

se
rv

er
s 

to
 r

ea
ch

 s
uc

h 
a 

co
ns

en
su

s, 
th

e 
es

ti-
m

at
e 

la
ck

s v
er

i�
ab

ili
ty

 to
 su

ch
 a

n 
ex

te
nt

 th
at

 
it 

m
ay

 n
ot

 re
su

lt 
in

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

し
か
し
，
本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
の

4.
17
項
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
，
そ
う
し
た
見
積

り
の
不
確
実
性
が
大
き
す
ぎ
て
そ
う
し
た
観
察
者

が
一
致
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
そ

の
見
積
り
は
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
も
た
ら

さ
な
い
可
能
性
が
あ
る
ほ
ど
検
証
可
能
性
が
欠
け

て
い
る
．

2
検
証
可
能
性
の
極
端
な

欠
如
は
，
目
的
適
合
性

の
低
下
と
結
び
つ
き
う

る
．

検
証
可
能
性
の
有

無
と
程
度

6
　

re
le

va
nt

4.
25

In
 th

e 
IA

SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

, t
he

 C
on

ce
p-

tu
al

 F
ra

m
ew

or
k 

sh
ou

ld
 s

ta
te

 t
ha

t 
th

eI
A

SB
 

m
ig

ht
 d

ec
id

e 
in

 d
ev

el
op

in
g 

or
 r

ev
isi

ng
 p

ar
-

tic
ul

ar
 S

ta
nd

ar
ds

 t
ha

t 
an

 e
nt

ity
ne

ed
 n

ot
, o

r 
sh

ou
ld

 n
ot

, r
ec

og
ni

se
 a

n 
as

se
t o

r a
 li

ab
ili

ty
: 

（
a）

 if
 r

ec
og

ni
sin

g 
th

e 
as

se
t （

or
 th

e 
lia

bi
lit

y）
 

w
ou

ld
 p

ro
vi

de
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

w
ith

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 is
 n

ot
 r

el
ev

an
t, 

or
 n

ot
 

su
�

ci
en

tly
 re

le
va

nt
 to

 ju
st

ify
 th

e 
co

st
;

IA
SB
の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，「
概
念
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
」
で
は
，
あ
る
特
定
の
基
準
を
開
発
又
は

修
正
す
る
際
に
，
以
下
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
，

企
業
が
あ
る
資
産
又
は
負
債
を
認
識
す
る
必
要
が

な
い
か
又
は
認
識
す
べ
き
で
は
な
い
と

IA
SB
が
判

断
す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
を
記
載
す
べ
き
で
あ

る
．

  
 

（
a）
資
産
（
又
は
負
債
を
）
認
識
す
る
こ
と
で
，
目

的
適
合
性
が
な
い
か
又
は
コ
ス
ト
を
正
当
化
す
る

の
に
十
分
な
目
的
適
合
性
の
な
い
情
報
を
財
務
諸

表
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
場
合

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

4.
26

Th
e 

C
on

ce
pt

ua
l F

ra
m

ew
or

k 
co

ul
d 

pr
ov

id
e 

fu
rt

he
r 

gu
id

an
ce

 to
 h

el
p 

th
e 

IA
SB

 to
 a

ss
es

s 
w

he
n 

re
co

gn
isi

ng
 a

n 
as

se
t o

r a
 li

ab
ili

ty
 m

ig
ht

 
no

t p
ro

vi
de

 r
el

ev
an

t i
nf

or
m

at
io

n.
 F

or
 e

xa
m

-
pl

e, 
su

ch
 g

ui
da

nc
e 

co
ul

d 
su

gg
es

t t
ha

t t
he

 fo
l-

lo
w

in
g 

ar
e 

so
m

e 
in

di
ca

to
rs

 t
ha

t 
re

co
gn

iti
on

 
m

ig
ht

 n
ot

 p
ro

vi
de

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n:

 
（

a）
 if

 t
he

 r
an

ge
 o

f p
os

sib
le

 o
ut

co
m

es
 is

 e
x-

tr
em

el
y 

w
id

e 
an

d 
th

e 
lik

el
ih

oo
d 

of
 e

ac
h 

ou
t-

co
m

e 
is

 e
xc

ep
tio

na
lly

 d
iff

ic
ul

t 
to

 e
st

im
at

e:
 

th
is 

m
ig

ht
 b

e 
th

e 
ca

se
 in

, f
or

 e
xa

m
pl

e, 
so

m
e 

m
aj

or
 li

tig
at

io
n.

38
 I

n 
su

ch
 c

as
es

, t
he

 m
os

t 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
fo

r 
us

er
s 

of
 f

in
an

ci
al

 
st

at
em

en
ts

 m
ig

ht
 r

el
at

e 
to

 t
he

 r
an

ge
 o

f o
ut

-
co

m
es

 a
nd

 t
he

 f
ac

to
rs

 a
�e

ct
in

g 
th

ei
r 

lik
el

i-
ho

od
s. 

W
he

n 
th

at
 i

nf
or

m
at

io
n 

is
 r

el
ev

an
t 

（
an

d 
ca

n 
be

 p
ro

vi
de

d 
at

 a
 c

os
t t

ha
t d

oe
s 

no
t 

ex
ce

ed
 t

he
 b

en
ef

its
）,

 t
he

 e
nt

ity
 s

ho
ul

d 
di

s-
cl

os
e 

th
at

 in
fo

rm
at

io
n,

 re
ga

rd
le

ss
 o

f w
he

th
er

 
th

e 
en

tit
y 

al
so

 re
co

gn
ise

s t
he

 a
ss

et
 o

r t
he

 li
a-

bi
lit

y. 
H

ow
ev

er
, i

n 
so

m
e 

ca
se

s, 
tr

yi
ng

 to
 c

ap
-

tu
re

 th
at

 in
fo

rm
at

io
n 

in
 a

 si
ng

le
 n

um
be

r a
s a

 
m

ea
su

re
 fo

r 
re

co
gn

iti
on

 in
 t

he
 s

ta
te

m
en

t 
of

 
�n

an
ci

al
 p

os
iti

on
 m

ay
 n

ot
 p

ro
vi

de
 a

ny
 f

ur
-

th
er

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

「
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
は
，
ど
の
よ
う
な
場
合

に
資
産
又
は
負
債
と
し
て
の
認
識
が
目
的
適
合
性

の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
の
か

を
IA

SB
が
評
価
す
る
の
に
役
立
つ
追
加
的
な
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
提
供
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
．
例
え

ば
，
こ
う
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
，
下
記
の
こ
と
は

認
識
が
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
い
く
つ
か
の
指
標
で
あ
る

と
示
唆
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
．

  
 

（
a）
考
え
ら
れ
る
結
果
の
範
囲
が
極
め
て
広
く
，
そ

れ
ぞ
れ
の
結
果
の
可
能
性
を
見
積
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
で
あ
る
場
合
．
例
え
ば
，
一
部
の
重
大
な

訴
訟
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
可
能
性
が
あ
る
．
そ

う
し
た
場
合
に
は
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て

最
も
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
は
，
結
果
の
幅
及

び
そ
れ
ら
の
可
能
性
に
影
響
を
与
え
る
要
因
に
関

連
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
．
そ
の
情
報

に
目
的
適
合
性
が
あ
る
（
か
つ
，
便
益
を
上
回
ら
な

い
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る
）
場
合
に
は
，
企
業
は
当

該
情
報
を
開
示
す
べ
き
で
あ
り
，
こ
れ
は
企
業
が

資
産
又
は
負
債
を
認
識
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を

問
わ
な
い
．
し
か
し
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
財
政

状
態
計
算
書
で
の
認
識
の
た
め
の
測
定
値
と
し
て

単
一
の
数
字
で
当
該
情
報
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
て

も
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
そ
れ
以
上
は
提

供
し
な
い
場
合
も
あ
る
．

2
過
度
に
不
確
実
な
見
積

も
り
に
依
存
し
た
情
報

は
目
的
適
合
的
で
あ
り

え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

1
　

re
le

va
nt

4.
27

To
 p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n 

to
 u

se
rs

 o
f 

�n
an

ci
al

 s
ta

te
m

en
ts

, t
he

 I
A

SB
 m

ay
 n

ee
d 

to
 

re
qu

ire
 d

isc
lo

su
re

 a
bo

ut
 u

nr
ec

og
ni

se
d 

as
se

ts
 

or
 u

nr
ec

og
ni

se
d 

lia
bi

lit
ie

s, 
in

cl
ud

in
g 

pe
rh

ap
s 

di
sc

lo
su

re
 a

bo
ut

 th
e 

fa
ct

or
s, 

sp
ec

i�
ed

 b
y 

th
e 

IA
SB

, t
ha

t l
ed

 th
e 

IA
SB

 to
 c

on
cl

ud
e 

th
at

 re
c-

og
ni

tio
n 

is 
no

t a
pp

ro
pr

ia
te

 fo
r t

ho
se

 a
ss

et
s o

r 
lia

bi
lit

ie
s.

財
務
諸
表
利
用
者
に
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を

提
供
す
る
た
め
に
，

IA
SB
は
，
未
認
識
の
資
産
又

は
未
認
識
の
負
債
に
関
す
る
開
示
（
お
そ
ら
く
は
，

当
該
資
産
又
は
負
債
に
つ
い
て
認
識
は
適
切
で
は

な
い
と

IA
SB
が
結
論
を
下
す
原
因
と
な
っ
た
諸
要

因
に
関
す
る
開
示
（

IA
SB
が
定
め
る
）
を
含
む
）
を

要
求
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
．

2
あ
る
判
断
を
下
し
た
理

由
に
関
す
る
説
明
は
目

的
適
合
的
で
あ
り
う

る
．

会
計
上
の
判
断
の

根
拠
に
関
す
る
情

報

5
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

4.
32

A
s 

no
te

d 
in

 S
ec

tio
n 

3,
 m

an
y 

ec
on

om
ic

 r
e-

so
ur

ce
s c

om
pr

ise
 a

 b
un

dl
e 

of
 ri

gh
ts

. A
n 

en
ti-

ty
 w

ou
ld

 r
ec

og
ni

se
, m

ea
su

re
 a

nd
 p

re
se

nt
 

so
m

e 
of

 th
os

e 
rig

ht
s 

se
pa

ra
te

ly
 if

 s
uc

h 
se

pa
-

ra
tio

n 
re

su
lts

 in
 t

he
 m

os
t 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
a-

tio
n,

 a
nd

 if
 th

e 
be

ne
�t

s o
f t

he
 se

pa
ra

tio
n 

ou
t-

w
ei

gh
 th

e 
co

st
s.

セ
ク
シ
ョ
ン

3
で
述
べ
た
と
お
り
，
多
く
の
経
済

的
資
源
は
，
権
利
の
束
で
構
成
さ
れ
て
い
る
．
企

業
は
，
分
離
に
よ
り
最
も
目
的
適
合
性
の
あ
る
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
，
及
び
，
分
離
の
便
益

が
コ
ス
ト
を
上
回
る
場
合
に
は
，
そ
れ
ら
の
権
利

の
一
部
を
区
分
し
て
認
識
，
測
定
及
び
表
示
す
る

こ
と
に
な
る
．

2
一
体
と
し
て
の
実
態
を

有
す
る
も
の
を
一
体
と

し
て
処
理
す
る
こ
と
で

生
み
出
さ
れ
る
情
報
は

目
的
適
合
的
で
あ
り
う

る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
　

re
le

va
nt

4.
44

H
ow

ev
er

, a
s e

xp
la

in
ed

 in
 S

ec
tio

n 
6,

 th
e 

IA
SB
ʼ

s 
pr

el
im

in
ar

y 
vi

ew
 is

 t
ha

t 
m

ea
su

ri
ng

 a
ll 

as
-

se
ts

 a
nd

 li
ab

ili
tie

s o
n 

th
at

 b
as

is 
in

 a
ll 

ci
rc

um
-

st
an

ce
s 

w
ou

ld
 n

ot
 p

ro
vi

de
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l 

st
at

em
en

ts
 w

ith
 t

he
 m

os
t 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
a-

tio
n.

し
か
し
，
セ
ク
シ
ョ
ン

6
で
説
明
す
る
よ
う
に
，

IA
SB
の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，
す
べ
て
の
状
況

に
お
い
て
当
該
基
礎
で
す
べ
て
の
資
産
及
び
負
債

を
測
定
す
る
こ
と
は
，
最
も
目
的
適
合
性
の
あ
る

情
報
を
財
務
諸
表
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．

2
測
定
属
性
の
統
一
は
目

的
適
合
性
の
向
上
に
寄

与
し
な
い
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
測
定
属
性
の

統
一
）

2
　

re
le

va
nt

5.
5

Ty
pi

ca
lly

, e
nt

iti
es

 d
iv

id
e 

to
ta

l e
qu

ity
 in

to
 v

ar
-

io
us

 c
at

eg
or

ie
s. 

IF
RS

 d
oe

s 
no

t g
en

er
al

ly
 p

re
-

sc
ri

be
 w

hi
ch

 c
at

eg
or

ie
s 

of
 e

qu
ity

 a
n 

en
tit

y 
sh

ou
ld

 p
re

se
nt

 s
ep

ar
at

el
y, 

be
ca

us
e 

de
te

rm
in

-
in

g 
w

hi
ch

 c
at

eg
or

ie
s a

re
 m

os
t r

el
ev

an
t t

o 
us

-
er

s 
of

 f
in

an
ci

al
 s

ta
te

m
en

ts
 m

ay
 d

ep
en

d 
on

 
lo

ca
l l

eg
isl

at
io

n 
an

d 
on

 th
e 

re
po

rt
in

g 
en

tit
yʼ

s 
go

ve
rn

in
g 

co
ns

tit
ut

io
n.

通
常
，
企
業
は
，
持
分
合
計
を
さ
ま
ざ
ま
な
区
分

に
分
け
て
い
る
．

IF
RS
は
一
般
的
に
，
持
分
の
ど

の
区
分
を
企
業
が
区
別
し
て
表
示
す
べ
き
な
の
か

を
定
め
て
い
な
い
．
ど
の
区
分
が
財
務
諸
表
利
用

者
に
と
っ
て
最
も
目
的
適
合
性
が
あ
る
の
か
の
判

断
は
，
各
地
の
法
令
や
報
告
企
業
の
統
治
構
造
に

左
右
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
．

2
法
制
度
の
違
い
な
ど

は
，
と
り
わ
け
持
分
の

内
訳
区
分
に
係
る
情
報

の
目
的
適
合
性
に
影
響

し
う
る
．

法
的
な
環
境
の
違

い
6

　

re
le

va
nt

5.
42

Th
e 

st
ri

ct
 o

bl
ig

at
io

n 
ap

pr
oa

ch
 r

eq
ui

re
s 

an
 

en
tit

y 
to

 a
ss

es
s 

w
he

th
er

 a
n 

in
st

ru
m

en
t 

cr
e-

at
es

 a
n 

ob
lig

at
io

n 
to

 tr
an

sf
er

 a
n 

ec
on

om
ic

 re
-

so
ur

ce
. �

at
 a

ss
es

sm
en

t 
m

ay
 b

e 
co

m
pl

ex
 if

 
th

e 
in

st
ru

m
en

t r
es

ul
ts

 in
 a

 tr
an

sf
er

 o
f a

n 
ec

o-
no

m
ic

 r
es

ou
rc

e 
in

 s
om

e 
ci

rc
um

st
an

ce
s 

bu
t 

no
t i

n 
ot

he
rs

.  
 

（
c）

A
n 

in
st

ru
m

en
t m

ay
 r

eq
ui

re
 th

e 
en

tit
y 

to
 

tr
an

sf
er

 a
n 

ec
on

om
ic

 re
so

ur
ce

 if
 th

e 
en

tit
y 

it-
se

lf 
ta

ke
s 

so
m

e 
ac

tio
n,

 fo
r 

ex
am

pl
e 

if 
it 

fa
ils

 
to

 e
xe

rc
is

e 
an

 o
pt

io
n.

 I
n 

pa
ra

gr
ap

hs
 3

.7
2–

3.
89

, t
he

re
 is

 a
 d

is
cu

ss
io

n 
of

 s
om

e 
fa

ct
or

s 
th

at
 w

ou
ld

 b
e 

re
le

va
nt

 in
 a

ss
es

sin
g 

w
he

th
er

 
th

e 
en

tit
y 

ha
s a

 li
ab

ili
ty

 in
 su

ch
 c

as
es

.

厳
密
な
義
務
ア
プ
ロ
ー
チ
は
，
金
融
商
品
が
経
済

的
資
源
を
移
転
す
る
義
務
を
生
み
出
す
の
か
ど
う

か
の
評
価
を
企
業
に
要
求
す
る
．
金
融
商
品
が
一

部
の
状
況
で
は
経
済
的
資
源
を
移
転
す
る
が
他
の

状
況
で
は
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
，
当
該
評
価
は

複
雑
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
．

  
 

（
c）
金
融
商
品
は
，
企
業
自
身
が
何
か
行
動
を
起
こ

す
場
合
（
例
え
ば
，
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
で
き
な
い

場
合
）
に
は
，
経
済
的
資
源
の
移
転
を
企
業
に
要
求

す
る
可
能
性
が
あ
る
．

3.
72
項
か
ら

3.
89
項
に

は
，
そ
う
し
た
場
合
に
企
業
が
負
債
を
有
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
の
評
価
に
関
連
す
る
を
評
価
す
る

際
に
目
的
適
合
性
が
あ
る
も
の
と
な
る
い
く
つ
か

の
要
因
の
議
論
が
あ
る
．
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

/
re

le
va

nc
e

6.
9

In
 a

dd
iti

on
, i

f �
na

nc
ia

l i
nf

or
m

at
io

n 
is 

to
 b

e 
us

ef
ul

, i
t m

us
t b

e 
re

le
va

nt
 a

nd
 m

us
t f

ai
th

fu
lly

 
re

pr
es

en
t 

w
ha

t 
it

 p
ur

po
rt

s 
to

 r
ep

re
se

nt
. 

Th
os

e 
tw

o 
ch

ar
ac

te
ri

st
ic

s—
re

le
va

nc
e 

an
d 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n—
ar

e 
th

e 
fu

nd
am

en
ta

l 
qu

al
ita

tiv
e 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s 
of

 u
se

fu
l �

na
nc

ia
l 

in
fo

rm
at

io
n.

さ
ら
に
，
財
務
情
報
が
有
用
で
あ
ろ
う
と
す
る
な

ら
ば
，
目
的
適
合
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
か
つ
，

表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
を
忠
実
に
表
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
れ
ら

2
つ
の
質
的
特
性

（
目
的
適
合
性
と
忠
実
な
表
現
）
は
，
有
用
な
財
務

情
報
の
基
本
的
な
質
的
特
性
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

6.
10

Ap
pl

yi
ng

 th
e 

ob
je

ct
iv

e 
of

 �
na

nc
ia

l r
ep

or
tin

g 
to

 m
ea

su
re

m
en

t, 
th

e 
IA

SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 
is

 t
ha

t 
th

e 
ob

je
ct

iv
e 

of
 m

ea
su

re
m

en
t 

is
 t

o 
co

nt
ri

bu
te

 t
o 

th
e 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n 
of

 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

re
so

ur
ce

s 
of

 
th

e 
en

ti
ty

, 
cl

ai
m

s 
ag

ai
ns

t 
th

e 
en

ti
ty

 a
nd

 
ch

an
ge

s 
in

 r
es

ou
rc

es
 a

nd
 c

la
im

s, 
an

d 
ab

ou
t 

ho
w

 e
ff

ic
ie

nt
ly

 a
nd

 e
ffe

ct
iv

el
y 

th
e 

en
tit

yʼ
s 

m
an

ag
em

en
t a

nd
 g

ov
er

ni
ng

 b
oa

rd
 h

av
e 

di
s-

ch
ar

ge
d 

th
ei

r 
re

sp
on

sib
ili

tie
s t

o 
us

e 
th

e 
en

ti-
ty
ʼs 

re
so

ur
ce

s.

財
務
報
告
の
目
的
を
測
定
に
適
用
す
る
と
，

IA
SB

の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，
測
定
の
目
的
は
，
企

業
の
資
源
，
企
業
に
対
す
る
請
求
権
，
及
び
資
源

と
請
求
権
の
変
動
に
関
し
て
，
並
び
に
企
業
の
経

営
者
及
び
統
治
機
関
が
企
業
の
資
源
を
利
用
す
る

責
任
を
ど
れ
だ
け
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
果
た
し

た
の
か
に
関
し
て
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を

忠
実
に
表
現
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

6.
13

H
ow

ev
er

, t
he

re
 a

re
 p

ro
bl

em
s 

w
ith

 t
hi

s 
ap

-
pr

oa
ch

:  
 

（
a）

 m
ea

su
ri

ng
 a

ll 
as

se
ts

 a
nd

 li
ab

ili
tie

s 
on

 a
 

co
st

 b
as

is 
m

ay
 n

ot
 p

ro
vi

de
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

a-
tio

n 
to

 u
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

. F
or

 e
x-

am
pl

e, 
a 

co
st

-b
as

ed
 m

ea
su

re
m

en
t i

s 
un

lik
el

y 
to

 p
ro

vi
de

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

a 
fi-

na
nc

ia
l a

ss
et

 th
at

 is
 a

 d
er

iv
at

iv
e. 

 

し
か
し
，
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
次
の
よ
う
な
問

題
点
が
あ
る
．

  
 

（
a）
す
べ
て
の
資
産
及
び
負
債
を
原
価
ベ
ー
ス
で
測

定
す
る
こ
と
は
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
目
的
適
合

性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
．

例
え
ば
，
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
は
，
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
で
あ
る
金
融
資
産
に
関
し
て
目
的
適
合
性
の
あ

る
情
報
を
提
供
す
る
可
能
性
は
低
い
．

2
す
べ
て
の
資
産
及
び
負

債
を
原
価
ベ
ー
ス
で
測

定
す
る
こ
と
は
，
財
務

諸
表
利
用
者
に
目
的
適

合
性
の
あ
る
情
報
を
提

供
し
な
い
可
能
性
が
あ

る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
測
定
属
性
の

統
一
）

2
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
13

（
b）

 fo
r s

om
e 

as
se

ts
 a

nd
 li

ab
ili

tie
s, 

so
m

e 
us

er
s 

of
 f

in
an

ci
al

 s
ta

te
m

en
ts

 m
ay

 c
on

si
de

r 
in

fo
r-

m
at

io
n 

ab
ou

t c
ur

re
nt

 m
ar

ke
t p

ric
es

 to
 b

e 
le

ss
 

re
le

va
nt

 t
ha

n 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

m
ar

gi
ns

 
ge

ne
ra

te
d 

by
 p

as
t t

ra
ns

ac
tio

ns
. F

or
 e

xa
m

pl
e, 

so
m

e 
us

er
s 

fi
nd

 c
os

t-
ba

se
d 

in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t p
ro

pe
rt

y, 
pl

an
t a

nd
 e

qu
ip

m
en

t t
ha

t i
s 

us
ed

 in
 o

pe
ra

tio
ns

 to
 b

e 
m

or
e 

re
le

va
nt

 th
an

 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t i

ts
 c

ur
re

nt
 m

ar
ke

t p
ric

e.

（
b）
一
部
の
資
産
及
び
負
債
に
つ
い
て
，
現
在
市
場

価
格
に
関
す
る
情
報
は
，
過
去
の
取
引
で
生
み
出

さ
れ
た
マ
ー
ジ
ン
に
関
す
る
情
報
よ
り
も
目
的
適

合
性
が
低
い
と
考
え
て
い
る
財
務
諸
表
利
用
者
が

い
る
．
例
え
ば
，
一
部
の
利
用
者
は
，
営
業
活
動

に
使
用
さ
れ
て
い
る
有
形
固
定
資
産
に
関
す
る
原

価
ベ
ー
ス
の
情
報
の
方
が
，
現
在
市
場
価
格
に
関

す
る
情
報

 よ
り
も
目
的
適
合
性
が
高
い
と
考
え
て

い
る
．

2
一
部
の
資
産
及
び
負
債

に
つ
い
て
は
，
現
在
市

場
価
格
に
関
す
る
情
報

が
，
過
去
の
取
引
で
生

み
出
さ
れ
た
マ
ー
ジ
ン

に
関
す
る
情
報
よ
り
も

目
的
適
合
性
が
低
い
，

と
い
う
主
張
が
み
ら
れ

る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

y

re
le

va
nt

6.
15

M
ea

su
re

m
en

t 
af

fe
ct

s 
bo

th
 t

he
 s

ta
te

m
en

t 
of

 
fin

an
ci

al
 p

os
iti

on
 a

nd
 t

he
 s

ta
te

m
en

t（
s）

 o
f 

pr
of

it 
or

 lo
ss

 a
nd

 o
th

er
 c

om
pr

eh
en

si
ve

 in
-

co
m

e （
O

C
I）

. B
ot

h 
th

os
e 

st
at

em
en

ts
 n

ee
d 

to
 

pr
ov

id
e 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

fo
r 

us
er

s 
of

 �
-

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
. S

el
ec

tin
g 

m
ea

su
re

m
en

ts
 

by
 c

on
sid

er
in

g 
ei

th
er

 th
e 

st
at

em
en

t o
f �

na
n-

ci
al

 p
os

iti
on

 a
lo

ne
 o

r 
th

e 
st

at
em

en
t（

s）
 o

f 
pr

o�
t o

r 
lo

ss
 a

nd
 O

C
I a

lo
ne

 w
ill

 n
ot

 u
su

al
ly

 
pr

od
uc

e 
th

e 
m

os
t 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

fo
r 

us
er

s o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
.

測
定
は
，
財
政
状
態
計
算
書
と
純
損
益
及
び
そ
の

他
の
包
括
利
益
（

O
C

I）
を
表
示
す
る
計
算
書
の
両

方
に
影
響
を
与
え
る
．
こ
れ
ら
の
計
算
書
の
両
方

が
，
利
用
者
に
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
．
財
政
状
態
計
算
書
だ
け
又
は

純
損
益
及
び

O
C

Iを
表
示
す
る
計
算
書
だ
け
を
考

慮
し
て
測
定
を
選
択
す
る
こ
と
は
，
通
常
は
，
財

務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
最
も
目
的
適
合
性
の
あ

る
情
報
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
ら
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nc

e
6.

16
�

e 
IA

SB
 b

el
ie

ve
s t

ha
t t

he
 re

le
va

nc
e 

of
 a

 p
ar

-
tic

ul
ar

 m
ea

su
re

m
en

t w
ill

 d
ep

en
d 

on
 h

ow
 in

-
ve

st
or

s, 
cr

ed
ito

rs
 a

nd
 o

th
er

 le
nd

er
s a

re
 li

ke
ly

 
to

 a
ss

es
s 

ho
w

 a
n 

as
se

t 
or

 a
 li

ab
ili

ty
 o

f 
th

at
 

ty
pe

 w
ill

 c
on

tr
ib

ut
e 

to
 th

e 
en

tit
yʼ

s f
ut

ur
e 

ca
sh

 
�o

w
s.

IA
SB
の
考
え
で
は
，
特
定
の
測
定
の
目
的
適
合
性

は
，
投
資
者
，
債
権
者
及
び
他
の
融
資
者
が
，
当

該
種
類
の
資
産
又
は
負
債
が
企
業
の
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
寄
与
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
評

価
を
ど
の
よ
う
に
行
う
可
能
性
が
高
い
の
か
に

よ
っ
て
決
ま
る
．

2
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
へ

の
寄
与
に
関
し
て
情
報

の
受
け
手
が
最
善
と
み

る
使
途
に
も
と
づ
く
ス

ト
ッ
ク
の
評
価
は
，
会

計
情
報
の
目
的
適
合
性

を
高
め
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
16

（
b）

so
m

e 
as

se
ts

 d
o 

no
t 

ge
ne

ra
te

 c
as

h 
�o

w
s 

di
re

ct
ly

 o
r a

re
 u

se
d 

in
 c

om
bi

na
tio

n 
w

ith
 o

th
-

er
 a

ss
et

s （
fo

r 
ex

am
pl

e,
 p

ro
pe

rt
y, 

pl
an

t 
an

d 
eq

ui
pm

en
t）

. I
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t c

ur
re

nt
 m

ar
-

ke
t p

ric
es

 m
ay

 n
ot

 p
ro

vi
de

 u
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l 
st

at
em

en
ts

 w
ith

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

su
ch

 a
ss

et
s （

pa
rt

ic
ul

ar
ly

 if
 t

he
 a

ss
et

 h
as

 n
o 

al
te

rn
at

iv
e 

us
e）

. I
ns

te
ad

, u
se

rs
 o

f 
fin

an
ci

al
 

st
at

em
en

ts
 w

ill
 o

�e
n 

as
se

ss
 h

ow
 s

uc
h 

as
se

ts
 

w
ill

 c
on

tr
ib

ut
e 

to
 fu

tu
re

 c
as

h 
�o

w
s 

by
 u

sin
g 

co
st

-b
as

ed
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

tr
an

sa
ct

io
ns

 
an

d 
th

e 
co

ns
um

pt
io

n 
of

 a
ss

et
s 

to
 i

de
nt

ify
 

pa
st

 m
ar

gi
ns

 a
nd

 e
st

im
at

e 
fu

tu
re

 m
ar

gi
ns

. 
C

ha
ng

es
 in

 t
he

 m
ar

ke
t p

ric
e 

of
 t

ho
se

 a
ss

et
s 

th
at

 h
ap

pe
n 

to
 b

e 
he

ld
 a

t t
he

 e
nd

 o
f a

 re
po

rt
-

in
g 

pe
ri

od
 m

ay
 n

ot
 b

e 
pa

rt
ic

ul
ar

ly
 r

el
ev

an
t 

fo
r t

hi
s p

ur
po

se
.

（
b）
一
部
の
資
産
は
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
直

接
的
に
は
生
成
し
な
い
か
又
は
他
の
資
産
と
の
組

合
せ
で
使
用
さ
れ
る
（
例
え
ば
，
有
形
固
定
資
産
）．

現
在
市
場
価
格
に
関
す
る
情
報
は
，
こ
う
し
た
資

産
に
関
し
て
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
財
務
諸

表
利
用
者
に
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
る
（
特
に
，
当

該
資
産
に
代
替
的
な
用
途
が
な
い
場
合
）．
む
し

ろ
，
財
務
諸
表
利
用
者
は
，
こ
の
よ
う
な
資
産
が

将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
ど
の
よ
う
に
寄
与

す
る
の
か
を
，
取
引
及
び
資
産
の
消
費
に
関
す
る

原
価
ベ
ー
ス
の
情
報
を
使
用
し
て
過
去
の
マ
ー
ジ

ン
を
識
別
し
将
来
の
マ
ー
ジ
ン
を
見
積
る
こ
と
に

よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
多
い
．
た
ま
た
ま
報
告

期
間
の
末
日
時
点
で
保
有
し
て
い
る
資
産
の
市
場

価
格
の
変
動
は
，
こ
の
目
的
に
は
目
的
適
合
性
が

特
に
な
い
場
合
が
あ
る
．

2
利
用
目
的
で
保
有
さ
れ

る
ス
ト
ッ
ク
に
つ
い
て

は
，
時
価
ベ
ー
ス
の
情

報
よ
り
も
原
価
ベ
ー
ス

の
情
報
の
ほ
う
が
目
的

適
合
的
で
あ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
19

Fo
r s

om
e 

�n
an

ci
al

 a
ss

et
s a

nd
 �

na
nc

ia
l l

ia
bi

l-
iti

es
 （

fo
r 

ex
am

pl
e, 

de
riv

at
iv

es
）,

 b
as

in
g 

m
ea

-
su

re
m

en
t o

n 
th

e 
w

ay
 in

 w
hi

ch
 th

e 
as

se
t c

on
-

tr
ib

ut
es

 t
o 

fu
tu

re
 c

as
h 

flo
w

s, 
or

 t
he

 w
ay

 in
 

w
hi

ch
 th

e 
lia

bi
lit

y 
is 

se
ttl

ed
 o

r 
fu

l�
lle

d,
 m

ay
 

no
t p

ro
vi

de
 in

fo
rm

at
io

n 
th

at
 is

 u
se

fu
l w

he
n 

as
se

ss
in

g 
pr

os
pe

ct
s 

fo
r 

fu
tu

re
 c

as
h 

�o
w

s.…
C

on
se

qu
en

tly
, c

ur
re

nt
 m

ar
ke

t p
ric

es
 a

re
 li

ke
-

ly
 to

 b
e 

th
e 

m
os

t r
el

ev
an

t m
ea

su
re

 fo
r 

as
se

ts
 

an
d 

lia
bi

lit
ie

s o
f t

hi
s t

yp
e.

一
部
の
金
融
資
産
及
び
金
融
負
債
（
例
え
ば
，
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
）
に
つ
い
て
は
，
当
該
資
産
が
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
寄
与
す
る
方
法
又
は
当

該
負
債
が
決
済
又
は
履
行
さ
れ
る
方
法
を
測
定
の

基
礎
と
す
る
こ
と
が
，
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
に
関
す
る
見
通
し
を
評
価
す
る
際
に
有
用
な

情
報
を
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
る
．
例
え
ば
，
次

の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
，
こ
れ
に
該
当
す
る
可

能
性
が
あ
る
．（
中
略
）
し
た
が
っ
て
，
こ
の
種
の

資
産
及
び
負
債
に
つ
い
て
は
，
現
在
市
場
価
格
が

最
も
目
的
適
合
性
の
高
い
測
定
値
と
な
る
可
能
性

が
高
い
．

2
金
融
資
産
や
金
融
負
債

の
中
に
は
，
時
価
ベ
ー

ス
の
情
報
が
目
的
適
合

的
な
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
．

金
融
商
品
に
係
る

時
価
情
報

5
　

re
le

va
nc

e
6.

20
�

e 
fu

nd
am

en
ta

l q
ua

lit
at

iv
e 

ch
ar

ac
te

ris
tic

 o
f 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n 
ha

s f
ew

er
 im

pl
ic

at
io

ns
 

fo
r m

ea
su

re
m

en
t t

ha
n 

re
le

va
nc

e 
do

es
.

忠
実
な
表
現
と
い
う
基
本
的
な
質
的
特
性
は
，
目

的
適
合
性
よ
り
も
測
定
に
対
す
る
含
意
が
少
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

6.
23

C
on

se
qu

en
tly

, t
he

 IA
SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 is
 

th
at

 it
 s

ho
ul

d 
lim

it 
th

e 
nu

m
be

r 
of

 d
i�

er
en

t 
m

ea
su

re
s u

se
d 

to
 th

e 
sm

al
le

st
 n

um
be

r n
ec

es
-

sa
ry

 to
 p

ro
vi

de
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n.

し
た
が
っ
て
，

IA
SB
の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，

使
用
す
る
異
な
る
測
定
値
の
数
を
，
目
的
適
合
性

の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
の
に
必
要
な
最
小
限
の

数
に
制
限
す
べ
き
で
あ
る
．

2
会
計
情
報
の
目
的
適
合

性
は
，
許
容
さ
れ
る
測

定
属
性
の
数
に
影
響
さ

れ
う
る
．

過
度
に
多
様
な
測

定
属
性
の
許
容

6
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

/
re

le
va

nc
e

6.
25

Av
oi

di
ng

 m
ea

su
re

m
en

t 
ch

an
ge

s 
w

ou
ld

 n
ot

 
pr

ec
lu

de
:  

 
（

a）
 c

os
t-

ba
se

d 
m

ea
su

re
m

en
ts

 su
ch

 a
s d

ep
re

-
ci

at
ed

 c
os

t 
w

ith
 a

dj
us

tm
en

ts
 f

or
 i

m
pa

ir
-

m
en

ts
. I

m
pa

ir
m

en
t 

ad
ju

st
m

en
ts

 r
es

ul
t 

fr
om

 
ec

on
om

ic
 c

ha
ng

es
, r

at
he

r t
ha

n 
fr

om
 c

ha
ng

es
 

in
 th

e 
m

ea
su

re
m

en
t a

pp
ro

ac
h,

 a
nd

 th
er

ef
or

e 
pr

ov
id

e 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
th

at
 is

 u
nd

er
-

st
an

da
bl

e 
an

d 
ca

n 
fa

ith
fu

lly
 r

ep
re

se
nt

 t
ho

se
 

ec
on

om
ic

 ch
an

ge
s. 

 
 

（
b）

 c
ha

ng
in

g 
m

ea
su

re
m

en
t r

eq
ui

re
m

en
ts

 to
 

im
pr

ov
e 

th
e 

re
le

va
nc

e 
of

 t
he

 i
nf

or
m

at
io

n 
pr

es
en

te
d.

 H
ow

ev
er

, t
he

 e
�e

ct
s 

of
 a

ny
 s

uc
h 

ch
an

ge
s w

ou
ld

 n
ee

d 
to

 b
e 

tr
an

sp
ar

en
t.

測
定
の
変
更
を
避
け
る
こ
と
は
，
次
の
こ
と
を
妨

げ
る
も
の
で
は
な
い
．

  
 

（
a）
減
損
に
つ
い
て
の
修
正
を
し
た
減
価
償
却
後
の

取
得
原
価
な
ど
の
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
．
減
損
修

正
は
，
測
定
ア
プ
ロ
ー
チ
の
変
更
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
，
経
済
的
変
化
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
，

し
た
が
っ
て
，
理
解
可
能
で
そ
う
し
た
経
済
的
変

化
を
忠
実
に
表
現
で
き
る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情

報
を
提
供
す
る
．

2
形
式
的
な
意
味
し
か
持

た
な
い
測
定
基
礎
の
変

更
は
と
も
か
く
，
経
済

環
境
の
変
化
を
反
映
す

る
た
め
の
測
定
基
礎
の

変
化
で
あ
れ
ば
，
そ
こ

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
会

計
情
報
の
目
的
適
合
性

を
高
め
う
る
．

環
境
変
化
に
根
ざ

し
た
測
定
属
性
の

変
更

6
　

re
le

va
nt

/
re

le
va

nc
e

6.
25

（
b）

 c
ha

ng
in

g 
m

ea
su

re
m

en
t r

eq
ui

re
m

en
ts

 to
 

im
pr

ov
e 

th
e 

re
le

va
nc

e 
of

 t
he

 i
nf

or
m

at
io

n 
pr

es
en

te
d.

 H
ow

ev
er

, t
he

 e
�e

ct
s 

of
 a

ny
 s

uc
h 

ch
an

ge
s w

ou
ld

 n
ee

d 
to

 b
e 

tr
an

sp
ar

en
t.

（
b）
表
示
す
る
情
報
の
目
的
適
合
性
を
高
め
る
た
め

の
測
定
の
要
求
事
項
の
変
更
．
し
か
し
，
こ
う
し

た
変
更
の
影
響
は
透
明
で
あ
る
必
要
が
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nc

e/
re

le
va

nt
6.

27
Ti

m
el

in
es

s 
m

ea
ns

 p
ro

vi
di

ng
 i

nf
or

m
at

io
n 

w
hi

le
 it

 s
til

l h
as

 t
he

 p
ot

en
tia

l t
o 

be
 u

se
fu

l. 
Ti

m
el

in
es

s 
ha

s 
no

 s
pe

ci
fic

 i
m

pl
ic

at
io

n 
fo

r 
m

ea
su

re
m

en
t 

th
at

 is
 n

ot
 a

lre
ad

y 
em

bo
di

ed
 

in
 t

he
 f

un
da

m
en

ta
l 

ch
ar

ac
te

ri
st

ic
 o

f 
re

le
-

va
nc

e. 
If 

ch
an

ge
s 

in
 p

ric
es

 o
r 

va
lu

e 
ar

e 
re

le
-

va
nt

, t
he

 m
ea

su
re

m
en

t u
se

d 
sh

ou
ld

 r
es

ul
t i

n 
re

co
gn

is
in

g 
th

em
 w

he
n 

th
ey

 o
cc

ur
 （

ra
th

er
 

th
an

 at
 so

m
e 

po
in

t i
n 

th
e 

fu
tu

re
）.

適
時
性
と
は
，
情
報
が
有
用
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
間
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
．
適

時
性
は
，
目
的
適
合
性
と
い
う
基
本
的
な
特
性
に

す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
は
測
定
に
対

す
る
具
体
的
な
含
意
が
な
い
．
価
格
又
は
価
値
の

変
動
に
目
的
適
合
性
が
あ
る
場
合
に
は
，
使
用
す

る
測
定
は
そ
れ
ら
を
発
生
時
に
（
将
来
の
ど
こ
か
の

時
点
で
は
な
く
）
認
識
す
る
結
果
と
な
る
べ
き
で
あ

る
．

2
目
的
適
合
性
は
会
計
情

報
の
適
時
性
に
も
影
響

さ
れ
る
．

適
時
性
の
影
響

6
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
31

A
t t

he
 s

am
e 

tim
e,

 e
ve

n 
if 

a 
m

ea
su

re
m

en
t i

s 
po

te
nt

ia
lly

 t
he

 m
os

t 
re

le
va

nt
, t

he
 b

en
e�

t 
to

 
us

er
s o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

 d
ec

lin
es

 a
s i

t b
e-

co
m

es
 m

or
e 

su
bj

ec
tiv

e （
an

d 
th

us
 m

or
e 

co
st

ly
 

to
 p

ro
du

ce
）.

 U
nf

or
tu

na
te

ly,
 a

 m
ea

su
re

m
en

t 
w

ith
 n

o 
su

bj
ec

tiv
ity

 m
ay

 n
ot

 b
e 

re
le

va
nt

. F
or

 
ex

am
pl

e, 
a 

cu
rr

en
t m

ar
ke

t p
ric

e 
is 

cl
ea

rly
 th

e 
m

os
t 

re
le

va
nt

 m
ea

su
re

 f
or

 a
 d

er
iv

at
iv

e 
in

-
st

ru
m

en
t w

ith
 n

o 
�x

ed
 c

as
h 

�o
w

s o
r a

n 
as

se
t 

th
at

 is
 c

er
ta

in
 to

 b
e 

so
ld

 w
ith

ou
t s

ig
ni

�c
an

t 
se

lli
ng

 e
�o

rt
.

同
時
に
，
た
と
え
あ
る
測
定
が
最
も
目
的
適
合
性

が
高
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
，

財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
の
便
益
は
，
測
定
の

主
観
性
が
高
く
な
る
（
し
た
が
っ
て
，
作
成
の
コ
ス

ト
が
高
く
な
る
）
に
つ
れ
て
低
下
す
る
．
不
幸
な
こ

と
に
，
主
観
性
の
全
く
な
い
測
定
に
目
的
適
合
性

が
な
い
場
合
が
あ
る
．
例
え
ば
，
現
在
市
場
価
格

は
，
固
定
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
な
い

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
金
融
商
品
や
相
当
の
販
売
努
力
な

し
に
売
却
で
き
る
こ
と
が
確
実
な
資
産
に
つ
い
て

は
，
明
ら
か
に
最
も
目
的
適
合
性
の
高
い
測
定
値

で
あ
る
．

2
主
観
的
に
し
か
見
積
も

れ
な
い
測
定
値
が
目
的

適
合
的
な
情
報
と
な
る

こ
と
も
あ
り
う
る
．

　
5

　

re
le

va
nc

e
6.

32
In

 su
ch

 a
 c

as
e, 

th
e 

co
st

 o
f t

he
 e

st
im

at
e 

is 
lik

e-
ly

 to
 b

e 
hi

gh
 a

nd
 th

e 
be

ne
�t

 （
re

le
va

nc
e）

 m
ay

 
be

 lo
w.

 �
e 

co
st

 o
f 

a 
di

�e
re

nt
 m

ea
su

re
, f

or
 

ex
am

pl
e, 

th
e 

or
ig

in
al

 tr
an

sa
ct

io
n 

pr
ic

e 
to

 a
c-

qu
ire

 th
e 

de
riv

at
iv

e 
m

en
tio

ne
d 

in
 th

e 
pr

ev
i-

ou
s 

pa
ra

gr
ap

h,
 m

ay
 b

e 
ve

ry
 l

ow
 a

nd
 t

he
 

am
ou

nt
 m

ay
 b

e 
ce

rt
ai

n.
 H

ow
ev

er
, i

ts
 b

en
e�

t 
（

re
le

va
nc

e）
 is

 ze
ro

 o
r n

ea
rly

 ze
ro

 b
ec

au
se

 th
e 

co
st

 p
ro

vi
de

s 
lit

tle
 o

r 
no

 in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t 
th

e 
ul

tim
at

e 
ca

sh
 �

ow
.

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
，
見
積
り
の
コ
ス
ト
は
高

い
可
能
性
が
高
く
，
便
益
（
目
的
適
合
性
）
は
低
い

可
能
性
が
あ
る
．
別
の
測
定
値
（
例
え
ば
，
前
項
で

述
べ
た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
取
得
す
る
た
め
の
当
初

の
取
引
価
格
）
の
コ
ス
ト
が
非
常
に
低
く
，
そ
の
金

額
が
確
定
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
．
し
か
し
，
そ

の
便
益
（
目
的
適
合
性
）
は
ゼ
ロ
又
は
ゼ
ロ
に
近

い
．
そ
の
取
得
原
価
は
最
終
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
に
関
す
る
情
報
を
ほ
と
ん
ど
又
は
全
く
提

供
し
な
い
か
ら
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

/
re

le
va

nc
e

6.
33

W
he

re
 th

is 
is 

th
e 

ca
se

, t
he

 IA
SB

 b
el

ie
ve

s t
ha

t 
it 

w
ill

 n
ee

d 
to

 b
al

an
ce

 th
e 

co
st

s 
of

 p
ro

vi
di

ng
 

th
e 

m
os

t 
re

le
va

nt
 a

va
ila

bl
e 

in
fo

rm
at

io
n （

in
 

th
e 

ex
am

pl
e 

of
 a

 d
er

iv
at

iv
e 

in
 p

ar
ag

ra
ph

 
6.

31
: a

n 
es

tim
at

e 
of

 a
 m

ar
ke

t p
ric

e）
 w

ith
 th

e 
be

ne
fi

t 
to

 u
se

rs
 o

f 
fi

na
nc

ia
l 

st
at

em
en

ts
 

（
w

hi
ch

, i
f 

th
e 

es
tim

at
e 

is
 v

er
y 

su
bj

ec
tiv

e,
 

m
ay

 n
ot

 b
e 

gr
ea

t）
. T

he
 I

A
SB

 a
ls

o 
be

lie
ve

s 
th

at
 it

 s
ho

ul
d 

co
ns

id
er

 d
iff

er
en

t 
m

ea
su

re
-

m
en

t 
w

he
n 

th
e 

re
le

va
nc

e 
of

 a
 p

ar
ti

cu
la

r 
m

ea
su

re
m

en
t 

is
 t

oo
 lo

w
 o

r 
its

 c
os

t 
is

 t
oo

 
hi

gh
.

こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
，

IA
SB
は
，
最
も
目

的
適
合
性
の
高
い
利
用
可
能
な
情
報
（

6.
31
項
の
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
の
例
で
は
，
市
場
価
格
の
見
積
り
）
を

提
供
す
る
コ
ス
ト
を
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ

て
の
便
益
（
見
積
り
が
非
常
に
主
観
的
で
あ
る
場
合

に
は
，
大
き
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
）
と
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
考
え
て
い
る
．

IA
SB
は
，
特
定
の
測
定
の
目
的
適
合
性
が
低
す
ぎ

る
場
合
又
は
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
場
合
に
は
，
別

の
測
定
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
る
．

3
　

　
　

　



質的な特性に根ざした会計基準の開発 59
第

1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
34

So
m

e 
ar

gu
e 

th
at

 w
he

n 
th

e 
su

bj
ec

tiv
ity

 o
f 

a 
pa

rt
ic

ul
ar

 m
ea

su
re

m
en

t 
is

 v
er

y 
hi

gh
, t

he
 

m
ea

su
re

m
en

t c
an

no
t b

e 
a 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
n-

ta
tio

n 
of

 th
e 

ite
m

 it
 d

ep
ic

ts
. H

ow
ev

er
, a

 h
ig

h-
ly

 u
nc

er
ta

in
 e

st
im

at
e 

w
ill

 b
e 

fa
ith

fu
lly

 re
pr

e-
se

nt
ed

 i
f 

it
 i

s 
pr

op
er

ly
 d

es
cr

ib
ed

 （
fo

r 
ex

am
pl

e, 
no

t a
s a

 m
ar

ke
t p

ric
e 

bu
t a

s a
 h

ig
h-

ly
 u

nc
er

ta
in

 e
st

im
at

e 
of

 a
 m

ar
ke

t 
pr

ic
e）

. 
�

us
 t

he
 f

ac
to

rs
 t

ha
t 

th
e 

IA
SB

 w
ill

 n
ee

d 
to

 
co

ns
id

er
 fo

r a
 h

ig
hl

y 
un

ce
rt

ai
n 

m
ea

su
re

m
en

t 
ar

e:
  

 
（

a）
 w

he
th

er
 t

ha
t 

m
ea

su
re

m
en

t 
is

 r
el

ev
an

t; 
an

d 
 

 
（

b）
 if

 th
at

 m
ea

su
re

m
en

t i
s r

el
ev

an
t, 

ho
w

 b
es

t 
to

 d
isc

lo
se

 in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t t
ha

t m
ea

su
re

.

一
部
の
人
々
は
，
特
定
の
測
定
の
主
観
性
が
非
常

に
高
い
場
合
に
は
，
そ
の
測
定
は
描
写
す
る
項
目

の
忠
実
な
表
現
に
は
な
り
得
な
い
と
主
張
し
て
い

る
．
し
か
し
，
非
常
に
不
確
実
な
見
積
り
で
あ
っ

て
も
，
適
切
に
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば
（
例
え
ば
，
市

場
価
格
で
は
な
く
市
場
価
格
の
非
常
に
不
確
実
な

見
積
り
と
し
て
），
忠
実
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
．
し
た
が
っ
て
，

IA
SB
が
非
常
に
不
確
実
な
測

定
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
要
因
は
，
以

下
の
も
の
で
あ
る
．

  
 

（
a）
当
該
測
定
に
目
的
適
合
性
が
あ
る
か
ど
う
か

（
b）
当
該
測
定
に
目
的
適
合
性
が
あ
る
場
合
，
当
該

測
定
に
関
す
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
開
示
す
る
の

が
最
善
か

2
過
度
に
不
確
実
な
見
積

も
り
に
依
存
し
た
情
報

は
目
的
適
合
的
で
あ
り

え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

1
　

re
le

va
nt

6.
35

C
on

si
de

ra
tio

n 
of

 t
he

 o
bj

ec
tiv

e 
of

 f
in

an
ci

al
 

re
po

rt
in

g,
 a

nd
 o

f t
he

 q
ua

lit
at

iv
e 

ch
ar

ac
te

ris
-

tic
s 

of
 u

se
fu

l �
na

nc
ia

l i
nf

or
m

at
io

n,
 h

as
 le

d 
th

e 
IA

SB
 to

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
pr

el
im

in
ar

y 
vi

ew
s 

ab
ou

t m
ea

su
re

m
en

t: 
 

 
（

a）
 th

e 
ob

je
ct

iv
e 

of
 m

ea
su

re
m

en
t i

s 
to

 c
on

-
tr

ib
ut

e 
to

 th
e 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n 
of

 r
el

e-
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 r

es
ou

rc
es

 o
f t

he
 

en
tit

y, 
cl

ai
m

s 
ag

ai
ns

t t
he

 e
nt

ity
 a

nd
 c

ha
ng

es
 

in
 r

es
ou

rc
es

 a
nd

 c
la

im
s, 

an
d 

ab
ou

t h
ow

 e
�

-
ci

en
tly

 a
nd

 e
ffe

ct
iv

el
y 

th
e 

en
tit

yʼ
s 

m
an

ag
e-

m
en

t 
an

d 
go

ve
rn

in
g 

bo
ar

d 
ha

ve
 d

is
ch

ar
ge

d 
th

ei
r 

re
sp

on
si

bi
lit

ie
s 

to
 u

se
 t

he
 e

nt
ity
ʼs 

re
-

so
ur

ce
s.

財
務
報
告
の
目
的
及
び
有
用
な
財
務
情
報
の
質
的

特
性
の
考
慮
に
よ
り
，

IA
SB
は
測
定
に
関
す
る
次

の
よ
う
な
予
備
的
見
解
に
至
っ
た
．

 
 

（
a）
測
定
の
目
的
は
，
企
業
の
資
源
，
企
業
に
対
す

る
請
求
権
及
び
資
源
と
請
求
権
の
変
動
に
関
し
て
，

並
び
に
企
業
の
経
営
者
及
び
統
治
機
関
が
企
業
の

資
源
を
使
用
す
る
責
任
を
ど
れ
だ
け
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
果
た
し
た
の
か
に
関
し
て
，
目
的
適
合

性
の
あ
る
情
報
の
忠
実
な
表
現
に
寄
与
す
る
こ
と

で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

6.
35

（
b）

 a
 s

in
gl

e 
m

ea
su

re
m

en
t b

as
is 

fo
r 

al
l a

ss
et

s 
an

d 
lia

bi
lit

ie
s m

ay
 n

ot
 p

ro
vi

de
 th

e 
m

os
t r

el
e-

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

fo
r 

us
er

s 
of

 �
na

nc
ia

l s
ta

te
-

m
en

ts
.

（
b）
資
産
及
び
負
債
に
つ
い
て
の
単
一
の
測
定
基
礎

は
，
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
最
も
目
的
適
合

性
の
高
い
情
報
を
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
る
．

2
測
定
属
性
の
統
一
は
目

的
適
合
性
の
向
上
に
寄

与
し
な
い
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
測
定
属
性
の

統
一
）

2
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
35

（
e）

 t
he

 n
um

be
r 

of
 d

iff
er

en
t 

m
ea

su
re

m
en

ts
 

us
ed

 s
ho

ul
d 

be
 t

he
 s

m
al

le
st

 n
um

be
r 

ne
ce

s-
sa

ry
 to

 p
ro

vi
de

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

 U
nn

ec
-

es
sa

ry
 m

ea
su

re
m

en
t 

ch
an

ge
s 

sh
ou

ld
 b

e 
av

oi
de

d 
an

d 
ne

ce
ss

ar
y 

m
ea

su
re

m
en

t c
ha

ng
es

 
sh

ou
ld

 b
e 

ex
pl

ai
ne

d.

（
e）
使
用
す
る
異
な
る
測
定
の
数
は
，
目
的
適
合
性

の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
最
小
限

の
数
と
す
べ
き
で
あ
る
．
不
必
要
な
測
定
変
更
は

避
け
る
べ
き
で
あ
り
，
必
要
な
測
定
変
更
は
説
明

す
べ
き
で
あ
る
．

2
会
計
情
報
の
目
的
適
合

性
は
，
許
容
さ
れ
る
測

定
属
性
の
数
に
影
響
さ

れ
う
る
．

過
度
に
多
様
な
測

定
属
性
の
許
容

6
　

re
le

va
nt

6.
41

C
os

t-
ba

se
d 

m
ea

su
re

m
en

ts
 c

ou
ld

 a
lso

 b
e 

ad
-

ju
st

ed
 to

 re
�e

ct
 p

ric
e 

ch
an

ge
s, 

fo
r e

xa
m

pl
e:

 
（

a）
 c

os
t c

ou
ld

 b
e 

ad
ju

st
ed

 to
 r

e�
ec

t g
en

er
al

 
pr

ic
e 

ch
an

ge
s. 

�
is 

m
ay

 b
e 

pa
rt

ic
ul

ar
ly

 r
el

e-
va

nt
 fo

r e
nt

iti
es

 th
at

 o
pe

ra
te

 in
 h

ig
h-

in
�a

tio
n 

ec
on

om
ie

s 
an

d 
th

is
 a

dj
us

tm
en

t 
is

 u
se

d 
in

 
IA

S 
29

 F
in

an
ci

al
 R

ep
or

tin
g 

in
 H

yp
er

in
fla

-
tio

na
ry

 E
co

no
m

ie
s.

原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
が
，
価
格
変
動
を
反
映
す
る

た
め
に
修
正
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
．
例
え
ば
，

（
a）
取
得
原
価
が
，
一
般
物
価
変
動
を
反
映
す
る
た

め
に
修
正
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
．
こ
れ
は
，
高
イ

ン
フ
レ
経
済
で
営
業
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
特

に
目
的
適
合
的
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
，

IA
S
第

29
号
「
超
イ
ン
フ
レ
経
済
下
に
お
け
る
財
務
報
告
」

で
使
用
さ
れ
て
い
る
．

2
一
般
物
価
水
準
が
変
化

し
た
こ
と
の
影
響
を
修

正
し
た
情
報
は
，
高
イ

ン
フ
レ
下
で
目
的
適
合

的
で
あ
り
う
る
．

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
反
映
し
た
情

報

5
　

re
le

va
nt

6.
41

（
b）

 c
os

t c
ou

ld
 b

e 
ad

ju
st

ed
 to

 r
e�

ec
t s

pe
ci

�c
 

pr
ic

e 
ch

an
ge

s. 
�

is 
w

ou
ld

 re
su

lt 
in

 a
ss

et
s a

nd
 

lia
bi

lit
ie

s 
be

in
g 

m
ea

su
re

d 
at

 t
he

ir
 r

ep
la

ce
-

m
en

t c
os

t. 
So

m
e 

us
er

s o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

be
lie

ve
 t

ha
t 

m
ar

gi
ns

 t
ha

t 
ca

n 
be

 d
er

iv
ed

 
fr

om
 u

sin
g 

re
pl

ac
em

en
t 

co
st

 a
re

 m
or

e 
re

le
-

va
nt

 th
an

 m
ar

gi
ns

 d
er

iv
ed

 fr
om

 h
ist

or
ic

 co
st

.

（
b）
取
得
原
価
が
，
個
別
の
価
格
変
動
を
反
映
す
る

た
め
に
修
正
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
．
こ
れ
は
資
産

及
び
負
債
を
再
調
達
原
価
で
測
定
す
る
こ
と
に
な

る
．
一
部
の
財
務
諸
表
利
用
者
は
，
再
調
達
原
価

を
用
い
て
算
出
で
き
る
マ
ー
ジ
ン
の
方
が
，
歴
史

的
原
価
か
ら
算
出
し
た
マ
ー
ジ
ン
よ
り
も
目
的
適

合
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
．

2
再
調
達
原
価
に
よ
り
継

続
的
に
再
評
価
を
行
う

こ
と
で
，
よ
り
目
的
適

合
的
な
販
売
益
の
情
報

が
提
供
さ
れ
る
，
と
い

う
見
解
も
み
ら
れ
る
．

再
調
達
原
価

5
y

re
le

va
nt

6.
42

So
m

e 
ha

ve
 a

rg
ue

d 
th

at
 c

ur
re

nt
 c

os
t-

ba
se

d 
m

ea
su

re
m

en
ts

 c
an

 p
ro

vi
de

 m
or

e 
re

le
va

nt
 in

-
fo

rm
at

io
n 

th
an

 m
ea

su
re

m
en

ts
 th

at
 a

re
 b

as
ed

 
on

 h
ist

or
ic

al
 c

os
t. 

Fo
r 

ex
am

pl
e,

 a
 m

ea
su

re
-

m
en

t 
kn

ow
n 

as
 d

ep
ri

va
l v

al
ue

 （
al

so
 c

al
le

d 
ʻv

al
ue

 t
o 

th
e 

bu
si

ne
ss
ʼ）

 r
ep

re
se

nt
s 

th
e 

lo
ss

 
th

at
 a

n 
en

tit
y 

w
ou

ld
 su

�e
r i

f i
t w

er
e 

de
pr

iv
ed

 
of

 th
e 

as
se

t b
ei

ng
 m

ea
su

re
d.

一
部
の
人
々
は
，
現
在
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
の
方

が
，
歴
史
的
原
価
に
基
づ
く
測
定
よ
り
も
目
的
適

合
性
の
高
い
情
報
を
提
供
で
き
る
と
主
張
し
て
き

た
．
例
え
ば
，
剥
奪
価
値
（「
事
業
に
と
っ
て
の
価

値
」
と
も
い
う
）
と
呼
ば
れ
る
測
定
は
，
測
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
資
産
を
奪
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に

企
業
が
受
け
る
で
あ
ろ
う
損
失
を
表
す
．

2
現
在
原
価
（
と
り
わ
け

剥
奪
価
値
）
を
基
礎
と

し
た
測
定
の
方
が
，
歴

史
的
原
価
を
基
礎
と
し

た
測
定
よ
り
も
目
的
適

合
性
の
高
い
情
報
を
提

供
で
き
る
と
い
う
主
張

が
み
ら
れ
る
．

剥
奪
価
値
の
歴
史

的
原
価
に
対
す
る

優
位

5
y
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
48

�
e 

fa
ct

or
s 

lis
te

d 
in

 p
ar

ag
ra

ph
 6

.4
7 

ar
e 

re
-

�e
ct

ed
 in

 a
ll 

cu
rr

en
t m

ar
ke

t p
ric

es
. H

ow
ev

er
, 

cu
rr

en
t 

m
ar

ke
t 

pr
ic

es
 a

re
 o

�e
n 

no
t 

di
re

ct
ly

 
ob

se
rv

ab
le

 a
nd

 n
ee

d 
to

 b
e 

es
tim

at
ed

 u
si

ng
 

in
pu

ts
 s

uc
h 

as
 th

os
e 

de
sc

rib
ed

 in
 p

ar
ag

ra
ph

 
6.

47
. I

n 
de

ci
di

ng
 w

he
th

er
 to

 r
eq

ui
re

 a
n 

es
ti-

m
at

e 
of

 a
 c

ur
re

nt
 m

ar
ke

t p
ric

e, 
th

e 
IA

SB
 w

ill
 

ne
ed

 to
 co

ns
id

er
:  

 
（

a）
 w

he
th

er
 th

at
 m

ea
su

re
 w

ill
 re

su
lt 

in
 in

fo
r-

m
at

io
n 

th
at

 is
 r

el
ev

an
t 

to
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l 

st
at

em
en

ts
;

6.
47
項
に
列
挙
し
た
諸
要
因
は
，
す
べ
て
の
現
在

市
場
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
．
し
か
し
，
現
在

市
場
価
格
は
，
直
接
的
に
観
察
可
能
で
は
な
い
こ

と
が
多
く
，

6.
47
項
に
記
述
し
て
い
る
よ
う
な
イ

ン
プ
ッ
ト
を
用
い
て
見
積
る
必
要
が
あ
る
．
現
在

市
場
価
格
の
見
積
り
を
要
求
す
べ
き
か
ど
う
か
を

決
定
す
る
際
に
，

IA
SB
は
次
の
こ
と
を
考
慮
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
．

  
 

（
a）
当
該
測
定
値
が
財
務
諸
表
利
用
者
へ
の
目
的
適

合
性
の
あ
る
情
報
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か

2
測
定
属
性
の
選
択
は
，

そ
こ
か
ら
導
か
れ
て
く

る
利
益
情
報
の
目
的
適

合
性
に
影
響
し
う
る
．

測
定
属
性
に
関
す

る
選
択
の
影
響

6
　

re
le

va
nt

6.
50

A
n 

ex
it 

pr
ic

e 
is

 li
ke

ly
 t

o 
be

 m
os

t 
re

le
va

nt
 

w
he

n 
an

 a
ss

et
 is

 h
el

d 
fo

r s
al

e 
be

ca
us

e 
th

e 
ex

it 
pr

ic
e 

w
ill

 re
�e

ct
 th

e 
lik

el
y 

pr
oc

ee
ds

 fr
om

 th
e 

sa
le

. I
n 

co
nt

ra
st

, u
se

 o
f 

an
 e

nt
ry

 p
ri

ce
 （

fo
r 

ex
am

pl
e,

 r
ep

la
ce

m
en

t 
co

st
） 

m
ig

ht
 p

ro
vi

de
 

m
or

e 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
w

he
n:

出
口
価
格
は
，
資
産
が
売
却
目
的
で
保
有
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
，
最
も
目
的
適
合
性
が
高
い
可
能
性
が

高
い
．
出
口
価
格
は
売
却
に
よ
り
生
じ
る
可
能
性
が

高
い
収
入
を
反
映
す
る
か
ら
で
あ
る
．
こ
れ
と
対
照

的
に
，
入
口
価
格
（
例
え
ば
，
再
調
達
価
格
）
の
使

用
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
，
目
的
適
合
性

の
よ
り
高
い
情
報
を
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
保
有
目
的
に
適
う
測
定

属
性
を
選
択
す
る
こ
と

で
利
益
情
報
の
目
的
適

合
性
を
高
め
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
52

C
as

h-
flo

w
-b

as
ed

 m
ea

su
re

m
en

ts
 a

re
 u

se
d 

w
he

n:
  

 
（

a）
 c

os
t o

r 
a 

cu
rr

en
t m

ar
ke

t p
ric

e 
do

es
 n

ot
 

pr
ov

id
e 

su
�

ci
en

tly
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n;

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の
測
定
は
，
次

の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
使
用
さ
れ
て
い
る
．

（
a）
取
得
原
価
も
現
在
市
場
価
格
も
十
分
に
目
的
適

合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い
場
合

2
測
定
属
性
の
選
択
は
，

そ
こ
か
ら
導
か
れ
て
く

る
利
益
情
報
の
目
的
適

合
性
に
影
響
し
う
る
．

測
定
属
性
に
関
す

る
選
択
の
影
響

6
　

re
le

va
nt

6.
56

Fi
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

 a
re

 n
or

m
al

ly
 p

re
pa

re
d 

on
 t

he
 a

ss
um

pt
io

n 
th

at
 a

n 
en

tit
y 

is 
a 

go
in

g 
co

nc
er

n 
an

d 
w

ill
 c

on
tin

ue
 in

 o
pe

ra
tio

n 
fo

r 
th

e 
fo

re
se

ea
bl

e 
fu

tu
re

. I
f t

hi
s 

as
su

m
pt

io
n 

be
-

co
m

es
 in

ap
pr

op
ria

te
, a

 c
ha

ng
e 

m
ay

 o
cc

ur
 in

 
ho

w
 a

n 
as

se
t i

s 
lik

el
y 

to
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 fu
tu

re
 

ca
sh

 �
ow

s o
r h

ow
 a

 li
ab

ili
ty

 is
 li

ke
ly

 to
 b

e 
fu

l-
�l

le
d.

 H
en

ce
, t

he
 m

os
t r

el
ev

an
t m

ea
su

re
m

en
t 

fo
r 

a 
pa

rt
ic

ul
ar

 a
ss

et
 o

r 
lia

bi
lit

y 
m

ay
 b

e 
di

f-
fe

re
nt

 fo
r 

en
tit

ie
s 

th
at

 a
re

 n
ot

 a
 g

oi
ng

 c
on

-
ce

rn
.

財
務
諸
表
は
，
通
常
，
企
業
は
継
続
企
業
で
あ
り

予
見
可
能
な
将
来
に
わ
た
り
営
業
を
継
続
す
る
と

い
う
前
提
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
．
こ
の
前
提

が
不
適
切
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
，
資
産
が
将

来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
す

る
可
能
性
が
高
い
の
か
や
，
負
債
が
ど
の
よ
う
に

決
済
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
か
に
つ
い
て
，
変

化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，
特

定
の
資
産
又
は
負
債
に
つ
い
て
の
最
も
目
的
適
合

性
の
高
い
測
定
は
，
継
続
企
業
で
な
い
企
業
に
つ

い
て
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
継
続
企
業
の
前
提
が
成

立
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
応
じ
た
測
定
属
性
の

選
択
を
行
え
ば
，
利
益

情
報
の
目
的
適
合
性
を

高
め
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
に
根
ざ
し

た
測
定
）

2
　



経　済　学　論　集62
第

1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
67

C
on

se
qu

en
tly

, r
at

he
r 

th
an

 m
ea

su
ri

ng
 a

ss
et

s 
or

 li
ab

ili
tie

s 
ar

isi
ng

 in
 a

n 
un

eq
ua

l e
xc

ha
ng

e 
at

 th
e 

fa
ir 

va
lu

e 
of

 th
e 

co
ns

id
er

at
io

n 
gi

ve
n 

or
 

re
ce

iv
ed

, a
n 

en
tit

y 
co

ul
d:

  
 

（
a）

 m
ea

su
re

 th
e 

as
se

t a
cq

ui
re

d 
or

 th
e 

lia
bi

li-
ty

 in
cu

rr
ed

 a
t 

fa
ir

 v
al

ue
, a

nd
 r

ec
og

ni
se

 t
he

 
di

�e
re

nc
e 

as
 fo

llo
w

s:…
  

 
（

iii
） 

in
 o

th
er

 c
as

es
 r

ec
og

ni
se

 a
 g

ai
n 

or
 lo

ss
 

on
 th

e 
tr

an
sa

ct
io

n.
 �

is 
ap

pr
oa

ch
 is

 c
ou

nt
er

 
to

 th
e 

tr
ad

iti
on

al
 n

ot
io

n 
th

at
 th

er
e 

sh
ou

ld
 b

e 
no

 ʻD
ay

 1
ʼ g

ai
ns

 o
r 

lo
ss

es
 o

n 
ac

qu
ire

d 
as

se
ts

 
or

 i
nc

ur
re

d 
lia

bi
lit

ie
s.

 A
pp

ar
en

t 
ga

in
s 

or
 

lo
ss

es
 o

n 
ex

ch
an

ge
s 

th
at

 i
nv

ol
ve

 u
ne

qu
al

 
co

ns
id

er
at

io
n 

ar
e 

un
us

ua
l. 

H
ow

ev
er

, t
he

y 
ca

n 
oc

cu
r 

if 
on

e 
pa

rt
y 

is 
un

de
r d

ur
es

s a
nd

 is
 

de
sp

er
at

e 
to

 tr
an

sa
ct

. I
f t

ha
t h

ap
pe

ns
, a

 r
ea

l 
ga

in
 o

r 
lo

ss
 h

as
 o

cc
ur

re
d 

an
d 

re
po

rt
in

g 
it 

m
ay

pr
ov

id
e 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

し
た
が
っ
て
，
等
価
で
な
い
交
換
で
生
じ
た
資
産

又
は
負
債
の
測
定
を
，
引
き
渡
し
た
か
又
は
受

取
っ
た
対
価
の
公
正
価
値
で
行
わ
ず
に
，
企
業
は

次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
．

 
（

a）
取
得
し
た
資
産
又
は
発
生
し
た
負
債
を
公
正
価

値
で
測
定
し
，
差
額
を
次
の
よ
う
に
し
て
認
識
す

る
．（
中
略
） 

 
 

（
iii
）
他
の
場
合
に
は
，
取
引
に
係
る
利
得
又
は
損

失
を
認
識
す
る
．
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
，
取
得
し

た
資
産
又
は
発
生
し
た
負
債
に
つ
い
て
の
「
初
日
」

の
利
得
又
は
損
失
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

伝
統
的
な
考
え
方
と
反
対
の
も
の
で
あ
る
．
等
価

で
な
い
対
価
を
伴
う
交
換
に
つ
い
て
の
明
ら
か
な

利
得
又
は
損
失
は
，
異
例
で
あ
る
．
し
か
し
，
一

方
の
当
事
者
が
強
制
を
受
け
て
い
て
，
ど
う
し
て

も
取
引
を
し
た
い
場
合
に
は
，
こ
れ
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
．
そ
う
な
っ
た
場
合
に
は
，
本
当
の

利
得
又
は
損
失
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
，
そ
れ

を
報
告
す
る
こ
と
は
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を

提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
不
等
価
交
換
の
ケ
ー
ス

で
は
，
非
貨
幣
財
の
取

得
を
契
機
と
し
て
損
益

を
計
上
す
る
こ
と
で
目

的
適
合
的
な
情
報
が
提

供
さ
れ
る
．

不
等
価
交
換
に
伴

い
取
得
時
に
計
上

さ
れ
る
損
益

5
　

re
le

va
nt

6.
69

If 
an

 e
nt

ity
 a

cq
ui

re
s 

an
 a

ss
et

 o
r 

in
cu

rs
 a

 li
a-

bi
lit

y 
fo

r 
ei

th
er

 o
f t

he
 t

w
o 

re
as

on
s 

in
 p

ar
a-

gr
ap

h 
6.

68
, t

he
 it

em
 c

ou
ld

 b
e 

m
ea

su
re

d 
at

 
ze

ro
, w

hi
ch

 is
 in

di
st

in
gu

is
ha

bl
e 

fr
om

 n
on

-
re

co
gn

iti
on

. I
A

S 
20

 A
cc

ou
nt

in
g 

fo
r 

G
ov

er
n-

m
en

t G
ra

nt
s 

an
d 

D
isc

lo
su

re
 o

f G
ov

er
nm

en
t 

A
ss

ist
an

ce
 p

er
m

its
 th

at
 in

 s
om

e 
ca

se
s. 

H
ow

-
ev

er
, m

ea
su

ri
ng

 t
he

 it
em

 a
t 

ze
ro

 m
ay

 n
ot

 
pr

ov
id

e 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n.

企
業
が

6.
68
項
の

2
つ
の
理
由
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
資
産
を
取
得
す
る
か
又
は
負
債
を
発
生
さ
せ
る

場
合
，
当
該
項
目
を
ゼ
ロ
で
測
定
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
．
こ
れ
は
認
識
し
な
い
こ
と
と
区
別
が

で
き
な
い
．

IA
S
第

20
号
「
政
府
補
助
金
の
会
計

処
理
及
び
政
府
援
助
の
開
示
」
で
は
，
一
部
の
場
合

に
こ
れ
を
認
め
て
い
る
．
し
か
し
，
当
該
項
目
を

ゼ
ロ
で
測
定
す
る
こ
と
は
，
目
的
適
合
性
の
あ
る

情
報
を
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
る
．

2
無
償
取
得
し
た
資
産
の

簿
外
処
理
は
，
目
的
適

合
的
な
情
報
の
提
供
と

結
び
つ
か
な
い
こ
と
も

あ
る
．

無
償
取
得
し
た
資

産
の
簿
外
処
理

5
　

re
le

va
nc

e
6.

73
A

s 
st

at
ed

 in
 p

ar
ag

ra
ph

 6
.1

6,
 th

e 
re

le
va

nc
e 

of
 

a 
pa

rt
ic

ul
ar

 m
ea

su
re

m
en

t 
w

ill
 d

ep
en

d 
on

 
ho

w
 in

ve
st

or
s, 

cr
ed

ito
rs

 a
nd

 o
th

er
 le

nd
er

s 
ar

e 
lik

el
y 

to
 a

ss
es

s 
ho

w
 a

n 
as

se
t o

f t
ha

t t
yp

e 
w

ill
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 t
he

 e
nt

ity
ʼs 

fu
tu

re
 c

as
h 

�o
w

s. 
C

on
se

qu
en

tly
, t

he
 IA

SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 is
 th

at
 th

e 
m

ea
su

re
m

en
t u

se
d 

fo
r a

 p
ar

-
tic

ul
ar

 a
ss

et
 s

ho
ul

d 
de

pe
nd

 o
n 

ho
w

 it
 c

on
-

tr
ib

ut
es

 to
 fu

tu
re

 c
as

h 
�o

w
s.

6.
16
項
で
述
べ
た
よ
う
に
，
特
定
の
測
定
の
目
的

適
合
性
は
，
投
資
者
，
債
権
者
及
び
他
の
融
資
者

が
，
そ
の
種
類
の
資
産
又
は
負
債
が
企
業
の
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
寄
与
す
る
方
法
に
つ
い

て
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
行
う
可
能
性
が
高
い
の

か
に
よ
っ
て
決
ま
る
．
し
た
が
っ
て
，

IA
SB
の
予

備
的
見
解
と
し
て
は
，
特
定
の
資
産
に
使
用
す
る

測
定
は
，
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
寄
与
す
る
の
か
に
応
じ
て
決
め

る
べ
き
で
あ
る
．

2
あ
る
測
定
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
会
計
情
報
の
目

的
適
合
性
は
，
測
定
対

象
の
資
産
や
負
債
が
将

来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
に
寄
与
す
る
方
法

を
投
資
家
ら
が
ど
う
評

価
す
る
の
か
に
依
存
し

て
決
ま
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
79

M
ea

su
rin

g 
at

 a
 c

ur
re

nt
 m

ar
ke

t p
ric

e 
an

 a
ss

et
 

th
at

 g
en

er
at

es
 c

as
h 

�o
w

s 
in

di
re

ct
ly

 （
fo

r 
ex

-
am

pl
e, 

an
 a

ss
et

 u
se

d 
by

 th
e 

en
tit

y）
 d

oe
s 

no
t 

ne
ce

ss
ar

ily
 p

ro
vi

de
 t

he
 b

es
t 

in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t t
he

 c
as

h 
�o

w
s t

ha
t t

he
 a

ss
et

 w
ill

 g
en

er
-

at
e. 

G
ai

ns
 a

nd
 lo

ss
es

 d
ue

 to
 c

ha
ng

es
 in

 a
ss

et
 

pr
ic

e 
m

ay
 n

ot
 b

e 
re

le
va

nt
 u

nl
es

s 
th

ey
 in

di
-

ca
te

 i
m

pa
ir

m
en

ts
 o

r 
re

ve
rs

al
s 

of
 i

m
pa

ir
-

m
en

ts
. P

ro
sp

ec
ts

 fo
r 

fu
tu

re
 c

as
h 

�o
w

s 
fr

om
 

as
se

ts
 u

se
d 

by
 th

e 
en

tit
y 

ca
n 

be
 a

ss
es

se
d 

us
-

in
g 

in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t t
ra

ns
ac

tio
ns

, t
he

 c
on

-
su

m
pt

io
n 

of
 a

ss
et

s, 
im

pa
irm

en
t o

f a
ss

et
s a

nd
 

th
e 

fu
l�

lm
en

t o
f l

ia
bi

lit
ie

s. 
Fo

r a
ss

et
s u

se
d 

by
 

th
e 

en
tit

y, 
co

st
-b

as
ed

 m
ea

su
re

m
en

ts
 n

or
m

al
-

ly
 r

es
ul

t 
in

 i
nc

om
e 

an
d 

ex
pe

ns
es

 t
ha

t 
ar

e 
m

or
e 

re
le

va
nt

 a
nd

 u
nd

er
st

an
da

bl
e 

th
an

 in
-

co
m

e 
an

d 
ex

pe
ns

es
 g

en
er

at
ed

 b
y 

cu
rr

en
t 

m
ar

ke
t s

el
lin

g 
pr

ic
es

.

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
間
接
的
に
生
み
出
す
資

産
（
例
え
ば
，
企
業
が
使
用
す
る
資
産
）
を
現
在
市

場
価
格
で
測
定
す
る
こ
と
は
，
必
ず
し
も
当
該
資

産
が
生
み
出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
関
す
る

最
善
の
情
報
を
提
供
し
な
い
．
資
産
価
格
の
変
動

に
よ
る
利
得
及
び
損
失
は
，
減
損
又
は
減
損
の
戻

入
れ
を
示
す
も
の
で
な
い
限
り
，
目
的
適
合
性
が

な
い
場
合
が
あ
る
．
企
業
が
使
用
す
る
資
産
か
ら

の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
関
す
る
見
通
し

は
，
取
引
，
資
産
の
消
費
，
資
産
の
減
損
及
び
負

債
の
履
行
に
関
す
る
情
報
を
用
い
て
評
価
で
き
る
．

企
業
が
使
用
す
る
資
産
に
つ
い
て
は
，
原
価
ベ
ー

ス
の
測
定
は
，
通
常
，
現
在
市
場
販
売
価
格
が
生

み
出
す
収
益
及
び
費
用
よ
り
も
目
的
適
合
性
と
理

解
可
能
性
の
高
い
収
益
及
び
費
用
を
生
じ
る
．

2
使
用
を
つ
う
じ
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

に
寄
与
す
る
資
産
に
つ

い
て
は
，
原
価
ベ
ー
ス

の
測
定
の
ほ
う
が
目
的

適
合
的
な
情
報
を
提
供

す
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
80

A
lth

ou
gh

 in
ve

nt
or

ie
s 

w
ill

 b
e 

so
ld

, t
he

y 
ar

e 
si

m
ila

r 
to

 a
ss

et
s 

th
at

 a
re

 u
se

d 
in

 t
ha

t 
th

ey
 

ca
nn

ot
 g

en
er

at
e 

ca
sh

 �
ow

s 
in

de
pe

nd
en

tly
 o

f 
th

e 
ot

he
r 

as
se

ts
 o

f 
th

e 
en

tit
y.

 C
os

t-
ba

se
d 

m
ea

su
re

m
en

t 
is

 m
or

e 
re

le
va

nt
 fo

r 
in

ve
nt

o-
rie

s t
ha

n 
fo

r o
th

er
 ty

pe
s o

f a
ss

et
s t

ha
t w

ill
 b

e 
so

ld
 b

ec
au

se
:

棚
卸
資
産
は
販
売
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
，
企
業

の
他
の
資
産
と
独
立
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
，
使
用

さ
れ
る
資
産
と
類
似
し
て
い
る
．
原
価
ベ
ー
ス
の

測
定
は
，
棚
卸
資
産
に
対
す
る
目
的
適
合
性
が
他

の
種
類
の
売
却
さ
れ
る
資
産
に
対
す
る
目
的
適
合

性
よ
り
も
高
い
．
そ
の
理
由
は
，（
後
略
）

2
の
れ
ん
の
獲
得
と
実
現

を
期
待
し
う
る
資
産
に

つ
い
て
は
，
原
価
ベ
ー

ス
の
測
定
か
ら
目
的
適

合
的
な
情
報
が
提
供
さ

れ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
83

A
n 

as
se

t t
o 

be
 s

ol
d 

w
ill

 p
ro

du
ce

 d
ire

ct
 c

as
h 

�o
w

s, 
w

hi
ch

 in
 m

os
t c

as
es

 im
pl

ie
s t

ha
t a

 c
ur

-
re

nt
 e

xi
t 

pr
ic

e （
or

 p
er

ha
ps

 a
 c

ur
re

nt
 e

xi
t 

pr
ic

e 
le

ss
 co

st
s t

o 
se

ll）
 is

 li
ke

ly
 to

 b
e 

re
le

va
nt

.

売
却
予
定
の
資
産
は
直
接
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
生
み
出
す
．
こ
れ
は
，
ほ
と
ん
ど
の
場
合
，

現
在
出
口
価
格
（
又
は
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
売
却

コ
ス
ト
控
除
後
の
現
在
出
口
価
格
）
に
目
的
適
合
性

が
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
．

2
売
却
予
定
の
資
産
に
つ

い
て
は
，
現
在
出
口
価

格
の
情
報
が
目
的
適
合

的
で
あ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
85

H
ow

ev
er

, f
or

 in
ve

st
m

en
t p

ro
pe

rt
ie

s, 
co

st
 h

as
 

lit
tle

 o
r n

o 
re

la
tio

n 
to

 fu
tu

re
 c

as
h 

�o
w

s, 
es

pe
-

ci
al

ly
 i

f 
th

e 
ca

sh
 f

lo
w

s 
w

ill
 n

ot
 o

cc
ur

 f
or

 
m

an
y 

ye
ar

s. 
Pr

op
er

tie
s a

re
 n

ot
 h

om
og

en
eo

us
 

en
ou

gh
, a

nd
 s

al
es

 d
o 

no
t 

oc
cu

r 
fr

eq
ue

nt
ly

 
en

ou
gh

, t
o 

pe
rm

it 
us

in
g 

pa
st

 t
re

nd
s 

in
 c

as
h 

�o
w

s 
an

d 
pr

o�
t 

or
 lo

ss
 t

o 
as

se
ss

 f
ut

ur
e 

ne
t 

ca
sh

 f
lo

w
s.

 C
on

se
qu

en
tly

, c
ur

re
nt

 m
ar

ke
t 

pr
ic

es
 fo

r 
th

os
e 

as
se

ts
, a

lth
ou

gh
 s

ub
je

ct
iv

e,
 

w
ill

 o
�e

n 
pr

ov
id

e 
m

or
e 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

th
an

 co
st

-b
as

ed
 in

fo
rm

at
io

n.

し
か
し
，
投
資
不
動
産
に
つ
い
て
は
，
取
得
原
価

は
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
ほ
と
ん
ど
又
は

全
く
関
連
が
な
い
．
特
に
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
が
長
い
年
数
に
わ
た
り
生
じ
な
い
場
合
は
そ

う
で
あ
る
．
不
動
産
は
十
分
に
同
質
的
で
は
な
く
，

売
却
は
十
分
に
頻
繁
に
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
，
過
去
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
及
び
純
損

益
の
傾
向
を
使
用
し
て
将
来
の
正
味
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
．

し
た
が
っ
て
，
そ
れ
ら
の
資
産
に
つ
い
て
の
現
在

市
場
価
格
は
，
主
観
的
で
は
あ
る
が
，
原
価
ベ
ー

ス
の
情
報
よ
り
も
目
的
適
合
性
の
高
い
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
．

2
投
資
不
動
産
か
ら
長
期

に
わ
た
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
回
収
が
期
待

で
き
な
い
場
合
は
，
主

観
的
で
も
時
価
ベ
ー
ス

の
測
定
の
ほ
う
が
目
的

適
合
的
な
情
報
を
提
供

す
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
88

U
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

 c
an

 b
e 

ex
pe

ct
ed

 
to

 a
ss

es
s f

ut
ur

e 
pr

os
pe

ct
s f

or
 y

ie
ld

 b
y 

an
al

ys
-

in
g 

m
an

ag
em

en
tʼs

 p
as

t s
uc

ce
ss

 in
 o

rig
in

at
in

g 
or

 p
ur

ch
as

in
g 

pr
of

ita
bl

e 
lo

an
s 

or
 o

th
er

 r
e-

ce
iv

ab
le

s. 
C

ol
le

ct
ab

ili
ty

 （
or

 th
e 

la
ck

 th
er

eo
f）

 
is

 a
lw

ay
s 

re
le

va
nt

. C
os

t 
ba

se
d 

in
te

re
st

 i
n-

co
m

e,
 a

lo
ng

 w
ith

 b
ad

 d
eb

t 
ex

pe
ns

e 
as

 e
st

i-
m

at
ed

 b
y 

m
an

ag
em

en
t, 

is
 li

ke
ly

 t
o 

pr
ov

id
e 

re
le

va
nt

 i
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t 

ef
fe

ct
iv

e 
yi

el
d 

an
d 

co
lle

ct
ab

ili
ty

.

財
務
諸
表
利
用
者
は
，
利
回
り
に
関
す
る
将
来
の

見
通
し
を
，
経
営
者
の
過
去
の
収
益
性
の
あ
る
貸

付
金
又
は
他
の
債
権
の
組
成
又
は
購
入
に
お
け
る

成
功
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
．
回
収
可
能
性
（
及
び
回
収
可
能
性

の
欠
如
）
は
常
に
目
的
適
合
性
が
あ
る
．
原
価
ベ
ー

ス
の
金
利
収
益
は
，
経
営
者
が
見
積
る
貸
倒
費
用

と
と
も
に
，
実
効
利
回
り
及
び
回
収
可
能
性
に
関

す
る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
可
能

性
が
高
い
．

2
中
途
で
の
売
却
を
予
定

せ
ず
，
貸
手
と
し
て
自

分
自
身
で
資
金
の
回
収

を
予
定
し
て
い
る
金
融

資
産
に
つ
い
て
は
，
原

則
と
し
て
，
原
価
ベ
ー

ス
の
金
利
収
益
に
関
す

る
情
報
が
目
的
適
合
的

で
あ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
89

A
s 

di
sc

us
se

d 
in

 p
ar

ag
ra

ph
 6

.1
9,

 f
or

 s
om

e 
ty

pe
s 

of
 �

na
nc

ia
l a

ss
et

s 
he

ld
 fo

r 
co

lle
ct

io
n,

 
co

st
-b

as
ed

 m
ea

su
re

m
en

ts
 m

ay
 n

ot
 p

ro
vi

de
 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 c
an

 b
e 

us
ed

 to
 a

s-
se

ss
 th

e 
pr

os
pe

ct
s f

or
 fu

tu
re

 c
as

h 
�o

w
s. 

C
on

-
se

qu
en

tly
, c

ur
re

nt
 m

ar
ke

t p
ric

es
 a

re
 li

ke
ly

 to
 

pr
ov

id
e 

th
e 

m
os

t 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n.
 A

s-
se

ts
 o

f t
hi

s t
yp

e 
in

cl
ud

e:

6.
19
項
で
論
じ
た
と
お
り
，
回
収
の
た
め
に
保
有

さ
れ
て
い
る
一
部
の
種
類
の
金
融
資
産
に
つ
い
て

は
，
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
は
，
将
来
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
関
す
る
見
通
し
を
評
価
す
る
た

め
に
使
用
で
き
る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提

供
し
な
い
場
合
が
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，
現
在
市

場
価
格
が
最
も
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供

す
る
可
能
性
が
高
い
．
こ
の
種
の
資
産
に
は
次
の

も
の
が
あ
る
．

2
中
途
で
の
売
却
を
予
定

せ
ず
，
貸
手
と
し
て
自

分
自
身
で
資
金
の
回
収

を
予
定
し
て
い
る
金
融

資
産
に
つ
い
て
は
，
原

則
と
し
て
，
原
価
ベ
ー

ス
の
金
利
収
益
に
関
す

る
情
報
が
目
的
適
合
的

で
あ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
94

Fo
r 

la
rg

e 
gr

ou
ps

 o
f l

ow
 v

al
ue

 c
ha

rg
e-

fo
r-

us
e 

ite
m

s, 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

pa
st

 in
co

m
e,

 e
x-

pe
ns

e 
an

d 
ca

sh
 �

ow
s 

ca
n 

be
 u

se
d 

to
 a

ss
es

s 
pr

os
pe

ct
s 

fo
r 

fu
tu

re
 c

as
h 

�o
w

s. 
C

on
se

qu
en

t-
ly,

 c
os

t-
ba

se
d 

in
fo

rm
at

io
n 

is 
lik

el
y 

to
 p

ro
vi

de
 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

少
額
の
使
用
料
請
求
項
目
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に

つ
い
て
は
，
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
見
通

し
を
評
価
す
る
た
め
に
過
去
の
収
益
，
費
用
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に
関
す
る
情
報
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
．
し
た
が
っ
て
，
原
価
ベ
ー
ス

の
情
報
が
目
的
適
合
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る

可
能
性
が
高
い
．

2
過
去
の
実
績
値
と
し
て

の
損
益
情
報
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
情
報
か

ら
将
来
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
予
測

し
う
る
項
目
に
つ
い
て

は
，
原
価
ベ
ー
ス
の
情

報
が
目
的
適
合
的
で
あ

る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nc

e
6.

95
�

e 
re

le
va

nc
e 

of
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

cu
rr

en
t 

m
ar

ke
t p

ric
es

 is
 li

ke
ly

 to
 in

cr
ea

se
 a

s e
ac

h 
in

-
di

vi
du

al
 a

ss
et

 o
w

ne
d 

by
 t

he
 e

nt
ity

 b
ec

om
es

 
m

or
e 

sig
ni

�c
an

t t
o 

th
e 

w
ho

le
 e

nt
ity

 （
fo

r 
ex

-
am

pl
e,

 la
nd

, b
ui

ld
in

gs
, p

ar
ks

, s
hi

ps
, a

irc
ra

� 
an

d 
sim

ila
r h

ig
h-

va
lu

e 
ite

m
s）

.

現
在
市
場
価
格
に
関
す
る
情
報
の
目
的
適
合
性
は
，

企
業
が
所
有
す
る
個
々
の
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
が
企

業
全
体
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
ほ
ど
，
増
大
す
る

可
能
性
が
高
い
（
例
え
ば
，
土
地
，
建
物
，
遊
園

地
，
船
舶
，
航
空
機
，
及
び
類
似
の
高
価
な
項

目
）．

2
現
在
市
場
価
格
に
関
す

る
情
報
の
目
的
適
合
性

は
，
報
告
対
象
と
な
っ

て
い
る
資
産
の
，
企
業

全
体
に
と
っ
て
重
要
性

に
比
例
す
る
．

報
告
対
象
資
産
の

相
対
的
規
模
が
時

価
情
報
の
目
的
適

合
性
に
与
え
る
影

響

6
　

re
le

va
nt

6.
10

0
So

m
e 

ty
pe

s 
of

 c
on

tr
ac

tu
al

 l
ia

bi
lit

ie
s 

ha
ve

 
st

at
ed

 te
rm

s 
bu

t h
ig

hl
y 

un
ce

rt
ai

n 
se

ttl
em

en
t 

am
ou

nt
s 

th
at

 h
av

e 
no

t y
et

 b
ee

n 
de

te
rm

in
ed

 
（

fo
r 

ex
am

pl
e, 

in
su

ra
nc

e 
co

nt
ra

ct
s 

an
d 

po
st

-
em

pl
oy

m
en

t 
be

ne
�t

s）
. F

or
 li

ab
ili

tie
s 

of
 t

hi
s 

ty
pe

, a
 c

os
t-

ba
se

d 
m

ea
su

re
m

en
t 

is
 u

nl
ik

el
y 

to
 p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
t i

nf
or

m
at

io
n 

an
d 

cu
rr

en
t 

m
ar

ke
t p

ric
es

 m
ay

 b
e 

di
�

cu
lt 

to
 d

et
er

m
in

e. 
C

on
se

qu
en

tly
, a

 c
as

h-
flo

w
-b

as
ed

 m
ea

su
re

-
m

en
t m

ay
 a

lso
 p

ro
vi

de
 th

e 
m

os
t r

el
ev

an
t i

n-
fo

rm
at

io
n 

fo
r l

ia
bi

lit
ie

s o
f t

hi
s t

yp
e.

契
約
上
の
負
債
の
中
に
は
，
明
示
さ
れ
た
条
件
は

あ
る
が
決
済
金
額
が
非
常
に
不
確
実
で
未
だ
決
定

さ
れ
て
い
な
い
種
類
の
も
の
が
あ
る
（
例
え
ば
，
保

険
契
約
，
退
職
後
給
付
な
ど
）．
こ
の
種
類
の
負
債

に
つ
い
て
は
，
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
が
目
的
適
合

性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
可

 能
性
は
低
く
，
現

在
市
場
価
格
は
算
定
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
．
し

た
が
っ
て
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の

測
定
が
，
こ
の
種
類
の
負
債
に
つ
い
て
も
，
最
も

目
的
適
合
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
場
合
が
あ

る
．

2
契
約
上
の
負
債
の
う

ち
，
明
示
さ
れ
た
条
件

は
あ
る
も
の
の
決
済
金

額
が
非
常
に
不
確
実
な

も
の
に
つ
い
て
は
，

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の
測
定

が
最
も
目
的
適
合
性
の

高
い
情
報
を
提
供
し
う

る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
10

3
If 

a 
lia

bi
lit

y 
ca

nn
ot

 b
e 

tr
an

sf
er

re
d,

 th
en

 m
ea

-
su

rin
g 

th
at

 li
ab

ili
ty

 a
t a

 c
ur

re
nt

 m
ar

ke
t p

ric
e 

re
fle

ct
s, 

in
 c

om
pr

eh
en

siv
e 

in
co

m
e,

 c
ha

ng
es

 
in

 m
ar

ke
t p

ric
es

 th
at

 c
an

no
t, 

in
 m

an
y 

ca
se

s, 
be

 r
ea

lis
ed

 a
nd

 m
ay

 r
ev

er
se

 o
ve

r 
th

e 
lif

e 
of

 
th

e 
lia

bi
lit

y.
 C

on
se

qu
en

tly
, t

he
se

 li
ab

ili
tie

s 
ar

e 
vi

ew
ed

 a
s 

an
al

og
ou

s 
to

 a
ss

et
s 

he
ld

 f
or

 
co

lle
ct

io
n,

 a
nd

 a
 c

os
t-

ba
se

d 
m

ea
su

re
m

en
t 

w
ill

 n
or

m
al

ly
 p

ro
vi

de
 t

he
 m

os
t 

re
le

va
nt

 in
-

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t l

ia
bi

lit
ie

s t
ha

t w
ill

 b
e 

se
ttl

ed
 

ac
co

rd
in

g 
to

 th
ei

r t
er

m
s.

負
債
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
，
当

該
負
債
を
現
在
市
場
価
格
で
測
定
す
る
と
，
多
く

の
場
合
，
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
当
該
負
債
の

存
続
期
間
に
わ
た
り
反
転
す
る
可
能
性
の
あ
る
市

場
価
格
の
変
動
が
，
そ
の
他
の
包
括
利
益
に
反
映

さ
れ
る
．
し
た
が
っ
て
，
こ
れ
ら
の
負
債
は
回
収

の
た
め
に
保
有
さ
れ
る
資
産
と
同
様
の
も
の
と
考

え
ら
れ
，
通
常
は
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
が
，
条
件

に
従
っ
て
決
済
さ
れ
る
負
債
に
関
す
る
最
も
目
的

適
合
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
．

2
事
実
上
移
転
が
不
可
能

な
負
債
に
つ
い
て
は
，

み
ず
か
ら
資
金
を
回
収

す
る
つ
も
り
で
保
有
し

て
い
る
資
産
と
同
様
，

原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
が

目
的
適
合
的
で
あ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
10

7
Fe

w
 li

ab
ili

tie
s 

ca
n 

be
 t

ra
ns

fe
rr

ed
 t

o 
a 

th
ird

 
pa

rt
y 

w
ith

ou
t n

eg
ot

ia
tin

g 
fo

r 
th

e 
co

ns
en

t o
f 

th
e 

cr
ed

ito
r. 

�
e 

m
os

t r
el

ev
an

t m
ea

su
re

 o
f a

 
lia

bi
lit

y 
th

at
 w

ill
 b

e 
se

ttl
ed

 b
y 

tr
an

sf
er

 w
ou

ld
 

be
 a

 c
ur

re
nt

 m
ar

ke
t p

ric
e, 

or
 a

 c
ur

re
nt

 m
ar

-
ke

t p
ric

e 
pl

us
 tr

an
sa

ct
io

n 
co

st
s, 

be
ca

us
e 

th
at

 
is 

an
 e

st
im

at
e 

of
 th

e 
ca

sh
 th

at
 w

ill
 b

e 
pa

id
 in

 
in

du
ci

ng
 a

no
th

er
 p

ar
ty

 to
 a

ss
um

e 
th

e 
lia

bi
li-

ty
.

債
権
者
の
同
意
を
得
る
た
め
の
交
渉
な
し
に
第
三

者
に
移
転
で
き
る
負
債
は
ほ
と
ん
ど
な
い
．
移
転

に
よ
り
決
済
さ
れ
る
負
債
の
最
も
目
的
適
合
性
の

高
い
測
定
値
は
，
現
在
市
場
価
格
，
又
は
取
引
コ

ス
ト
を
加
算
し
た
現
在
市
場
価
格
で
あ
ろ
う
．
な

ぜ
な
ら
，
他
の
者
に
負
債
を
引
き
受
け
る
よ
う
説

得
す
る
際
に
支
払
う
で
あ
ろ
う
現
金
の
見
積
り
だ

か
ら
で
あ
る
．

2
移
転
に
よ
り
決
済
さ
れ

る
負
債
に
つ
い
て
は
，

現
在
の
市
場
価
格
に
関

す
る
情
報
が
目
的
適
合

的
と
考
え
ら
れ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2

　

re
le

va
nt

6.
10

9
H

ow
ev

er
, t

he
 c

ur
re

nt
 m

ar
ke

t p
ric

e 
of

 th
e 

se
r-

vi
ce

s m
ay

 a
lso

 b
e 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n,

 e
sp

e-
ci

al
ly

 if
 th

e 
en

tit
y 

w
ill

 p
ay

 o
th

er
s 

to
 p

er
fo

rm
 

th
e 

se
rv

ic
es

.

し
か
し
，
サ
ー
ビ
ス
の
現
在
市
場
価
格
も
，
目
的

適
合
性
の
あ
る
情
報
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
（
特

に
，
企
業
が
サ
ー
ビ
ス
を
履
行
す
る
た
め
に
他
者

に
支
払
を
行
う
場
合
）．

2
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関

す
る
自
身
の
義
務
を
履

行
す
る
た
め
に
第
三
者

を
利
用
す
る
よ
う
な
状

況
で
は
，
当
該
サ
ー
ビ

ス
の
市
場
価
格
が
目
的

適
合
的
と
な
り
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

6.
11

0
C

as
h-

�o
w

-b
as

ed
 m

ea
su

re
m

en
ts

, o
th

er
 t

ha
n 

es
tim

at
es

 o
f 

cu
rr

en
t 

pr
ic

es
, a

re
 c

ur
re

nt
ly

 
us

ed
 t

o 
m

ea
su

re
 a

ss
et

s 
an

d 
lia

bi
lit

ie
s 

w
he

n 
no

 tr
an

sa
ct

io
n 

pr
ic

es
 a

re
 a

va
ila

bl
e 

an
d 

w
he

n 
es

tim
at

es
 o

f p
ric

es
 a

re
 n

ot
 fe

as
ib

le
 o

r a
re

 n
ot

 
co

ns
id

er
ed

 to
 p

ro
vi

de
 t

he
 m

os
t 

re
le

va
nt

 in
-

fo
rm

at
io

n.
 B

ec
au

se
 c

as
h-

flo
w

-b
as

ed
 m

ea
-

su
re

m
en

ts
 c

an
 b

e 
cu

st
om

-d
es

ig
ne

d 
to

 f
it 

a 
pa

rt
ic

ul
ar

 a
ss

et
 o

r l
ia

bi
lit

y, 
it 

m
ig

ht
 b

e 
po

ss
i-

bl
e 

to
 c

re
at

e 
ne

w
 m

ea
su

re
m

en
ts

 in
 e

ac
h 

ne
w

 
St

an
da

rd
. I

n 
ad

di
tio

n,
 a

 c
us

to
m

-d
es

ig
ne

d 
m

ea
su

re
m

en
t m

ay
 re

su
lt 

in
 th

e 
m

os
t r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t a
 p

ar
tic

ul
ar

 a
ss

et
 o

r l
ia

bi
l-

ity
. H

ow
ev

er
, w

he
n 

de
ci

di
ng

 w
he

th
er

 to
 u

se
 a

 
cu

st
om

-d
es

ig
ne

d 
m

ea
su

re
m

en
t, 

th
e 

IA
SB

 
w

ou
ld

 n
ee

d 
to

 c
on

si
de

r 
w

he
th

er
 it

 w
ill

 b
e 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
 fo

r 
us

er
s 

of
 f

in
an

ci
al

 s
ta

te
-

m
en

ts
.

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の
測
定
（
現
在
価

格
の
見
積
り
を
除
く
）
は
，
現
在
，
取
引
価
格
が
利

用
可
能
で
な
い
場
合
や
，
価
格
の
見
積
り
が
実
行

可
能
で
な
い
か
又
は
最
も
目
的
適
合
性
の
高
い
情

報
を
提
供
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
場
合
の
，
資

産
及
び
負
債
の
測
定
に
使
用
さ
れ
て
い
る
．

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の
測
定
は
，
特

定
の
資
産
又
は
負
債
に
適
合
す
る
よ
う
に
特
別
に

設
計
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
，
新
基
準
の
そ
れ

ぞ
れ
で
新
た
な
測
定
を
作
り
出
す
こ
と
も
可
能
か

も
し
れ
な
い
．
さ
ら
に
，
特
別
に
設
計
さ
れ
た
測

定
が
特
定
の
資
産
又
は
負
債
に
つ
い
て
最
も
目
的

適
合
性
の
高
い
情
報
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
る
．

し
か
し
，
特
別
に
設
計
さ
れ
た
測
定
を
使
用
す
べ

き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
際
に
，

IA
SB
は
，
財
務

諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
理
解
可
能
と
な
る
か
ど
う

か
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
．

2
見
積
も
り
の
困
難
な
ど

が
理
由
と
な
っ
て
取
引

価
額
の
情
報
が
目
的
適

合
的
で
な
い
は
，

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の
測
定

が
適
切
で
あ
る
．

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の

測
定
に
よ
る
代
替

6
　

re
le

va
nt

6.
11

7
Th

e 
fo

llo
w

in
g 

di
sc

us
si

on
 o

f 
fa

ct
or

s 
to

 c
on

-
sid

er
 d

oe
s 

no
t i

nc
lu

de
 il

liq
ui

di
ty

 a
nd

 s
im

ila
r 

fa
ct

or
s a

nd
 p

re
su

m
es

 th
at

 th
ey

 sh
ou

ld
 n

ot
 b

e 
co

ns
id

er
ed

 i
n 

m
os

t 
m

ea
su

re
m

en
ts

 o
th

er
 

th
an

 e
st

im
at

es
 o

f c
ur

re
nt

 m
ar

ke
t p

ric
es

. I
lli

-
qu

id
ity

 a
nd

 s
im

ila
r 

fa
ct

or
s 

m
ay

 b
e 

un
id

en
ti-

�a
bl

e 
or

 d
i�

cu
lt 

to
 q

ua
nt

ify
. C

on
se

qu
en

tly
, 

in
cl

ud
in

g 
th

em
 i

n 
m

ea
su

re
m

en
t 

m
ay

 n
ot

 
pr

ov
id

e 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n.

考
慮
す
べ
き
諸
要
因
に
つ
い
て
の
以
下
の
議
論
に

は
，
流
動
性
不
足
及
び
類
似
の
要
因
は
含
め
て
お

ら
ず
，
現
在
市
場
価
格
の
見
積
り
以
外
の
大
部
分

の
測
定
に
お
い
て
は
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
も
の

と
仮
定
し
て
い
る
．
流
動
性
不
足
及
び
類
似
の
要

因
は
，
識
別
不
能
で
あ
っ
た
り
，  
数
量
化
が
困
難
で

あ
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，
そ

れ
ら
を
測
定
に
含
め
る
と
，
目
的
適
合
性
の
あ
る

情
報
を
提
供
し
な
い
場
合
が
あ
る
．

2
流
動
性
の
欠
如
は
，
時

価
に
関
す
る
情
報
の
目

的
適
合
性
に
負
の
影
響

を
及
ぼ
し
う
る
．

流
動
性
の
欠
如
が

時
価
情
報
の
目
的

適
合
性
に
及
ぼ
す

影
響

6
　

re
le

va
nt

6.
12

1
If 

th
e 

ob
je

ct
iv

e 
of

 th
e 

m
ea

su
re

m
en

t i
s t

o 
te

st
 

fo
r 

im
pa

irm
en

t o
f a

n 
as

se
t c

ar
rie

d 
at

 a
 c

os
t-

ba
se

d 
am

ou
nt

, c
on

sis
te

nt
ly

 w
ith

 th
e 

id
ea

 th
at

 
ch

an
ge

s i
n 

m
ea

su
re

m
en

ts
 sh

ou
ld

 b
e 

av
oi

de
d,

 
th

e 
m

ea
su

re
m

en
t m

ig
ht

 b
e 

m
or

e 
re

le
va

nt
 if

 it
 

in
cl

ud
es

 t
he

 e
�e

ct
s 

of
 c

ha
ng

es
 in

 e
st

im
at

ed
 

ca
sh

 �
ow

s a
nd

 ig
no

re
s o

th
er

 ch
an

ge
s.

測
定
の
目
的
が
，
原
価
ベ
ー
ス
の
金
額
で
計
上
さ

れ
て
い
る
資
産
の
減
損
テ
ス
ト
で
あ
る
場
合
に
は
，

測
定
の
変
更
を
避
け
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
と
整

合
的
に
，
測
定
に
見
積
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の

変
動
の
影
響
を
含
め
て
他
の
変
動
を
無
視
し
た
場

合
の
方
が
，
目
的
適
合
性
が
高
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
．

2
保
有
目
的
に
適
う
測
定

手
法
を
選
択
す
る
こ
と

で
利
益
情
報
の
目
的
適

合
性
を
高
め
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
2
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分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e
6.

12
5

W
he

th
er

 t
o 

us
e 

an
 e

nt
ity

 p
er

sp
ec

tiv
e 

or
 a

 
m

ar
ke

t p
er

sp
ec

tiv
e 

de
pe

nd
s o

n 
tw

o 
th

in
gs
—

th
e 

av
ai

la
bi

lit
y 

of
 m

ar
ke

t 
in

fo
rm

at
io

n 
an

d 
th

e 
lik

el
y 

re
le

va
nc

e 
of

 e
ac

h 
pe

rs
pe

ct
iv

e 
fo

r 
th

e 
sp

ec
i�

c a
ss

et
 o

r l
ia

bi
lit

y.

企
業
の
観
点
と
市
場
の
観
点
の
ど
ち
ら
を
使
用
す

べ
き
か
は
，

2
つ
の
事
柄
に
よ
っ
て
決
ま
る
．
市
場

情
報
の
利
用
可
能
性
と
，
具
体
的
な
資
産
又
は
負

債
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
生
じ
る
可

能
性
の
高
い
目
的
適
合
性
で
あ
る
．

2
誰
の
視
点
か
ら
見
積
も

り
を
行
う
の
か
に
応
じ

て
，
利
益
情
報
の
目
的

適
合
性
は
異
な
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
ど
の
主
体
の

立
場
か
ら
見
積
も

り
を
行
う
の
か
，

と
い
う
視
点
の
影

響
）

2
　

re
le

va
nt

6.
12

6
If 

m
ar

ke
t i

np
ut

s a
re

 o
bs

er
va

bl
e, 

es
tim

at
io

n 
is 

ea
sie

r 
an

d 
m

or
e 

re
ad

ily
 v

er
i�

ab
le

. �
e 

m
ar

-
ke

t 
pa

rt
ic

ip
an

t 
pe

rs
pe

ct
iv

e 
m

ay
 b

e 
pa

rt
ic

u-
la

rly
 re

le
va

nt
 fo

r a
ss

et
s t

ha
t w

ill
 b

e 
so

ld
 w

ith
-

ou
t s

ig
ni

�c
an

t s
el

lin
g 

e�
or

t.

市
場
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
観
察
可
能
で
あ
る
場
合
に

は
，
見
積
り
は
容
易
で
あ
り
容
易
に
検
証
可
能
で

あ
る
．
市
場
参
加
者
の
観
点
は
，
多
大
な
販
売
努

力
な
し
に
売
却
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
資
産
に
つ
い
て

は
特
に
目
的
適
合
性
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
．

2
市
場
参
加
者
の
平
均
的

な
期
待
に
て
ら
し
て
見

積
も
っ
た
価
値
の
情
報

は
，
多
大
な
販
売
努
力

な
し
に
売
却
さ
れ
る
資

産
に
つ
い
て
目
的
適
合

的
で
あ
り
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
ど
の
主
体
の

立
場
か
ら
見
積
も

り
を
行
う
の
か
，

と
い
う
視
点
の
影

響
）

2
　

re
le

va
nt

6.
12

7
�

e 
en

tit
y-

sp
ec

i�
c 

pe
rs

pe
ct

iv
e 

m
ay

 b
e 

m
or

e 
re

le
va

nt
 fo

r s
om

e 
as

se
ts

 h
el

d 
fo

r u
se

, a
nd

 fo
r 

lia
bi

lit
ie

s 
th

at
 w

ill
 b

e 
se

ttl
ed

 b
y 

pe
rf

or
m

in
g 

se
rv

ic
es

. E
nt

ity
-s

pe
ci

�c
 in

pu
ts

 w
ou

ld
 b

e 
re

le
-

va
nt

 f
or

 u
ni

qu
e 

an
d 

hi
gh

ly
 u

nc
er

ta
in

 c
as

h 
�o

w
s 

an
d 

m
ay

 b
et

te
r 

in
di

ca
te

 u
lti

m
at

e 
ca

sh
 

�o
w

s i
f t

he
 e

nt
ity

 h
as

 p
la

ns
 th

at
 a

re
 d

i�
er

en
t 

fr
om

 p
la

ns
 o

f t
yp

ic
al

 m
ar

ke
t p

ar
tic

ip
an

ts
 o

r 
ha

s m
or

e 
or

 b
et

te
r i

nf
or

m
at

io
n.

企
業
固
有
の
観
点
の
方
が
，
使
用
の
た
め
に
保
有

す
る
一
部
の
資
産
や
サ
ー
ビ
ス
の
履
行
に
よ
り
決

済
さ
れ
る
負
債
に
つ
い
て
は
目
的
適
合
性
が
高
い

場
合
が
あ
る
．
企
業
固
有
の
イ
ン
プ
ッ
ト
は
，
独

特
で
非
常
に
不
確
実
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
に

つ
い
て
は
目
的
適
合
性
が
あ
り
，
企
業
が
典
型
的

な
市
場
参
加
者
の
計
画
と
は
異
な
る
計
画
を
有
し

て
い
る
か
又
は
よ
り
多
く
の
若
し
く
は
よ
り
適
切

な
情
報
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
，
最
終
的
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
よ
り
適
切
に
示
す
可
能

性
が
あ
る
．

2
保
有
者
自
身
の
期
待
に

て
ら
し
て
見
積
も
っ
た

価
値
の
情
報
は
，
使
用

の
た
め
に
保
有
す
る
一

部
の
資
産
や
サ
ー
ビ
ス

の
履
行
に
よ
り
決
済
さ

れ
る
負
債
に
つ
い
て
目

的
適
合
的
と
な
り
う

る
．
／
あ
る
特
定
企
業

に
固
有
の
資
源
を
使
用

し
な
け
れ
ば
生
み
出
せ

な
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
予
測
に
際
し
て

は
，
そ
の
企
業
に
固
有

の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
関
す

る
情
報
が
目
的
適
合
的

と
な
り
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
ど
の
主
体
の

立
場
か
ら
見
積
も

り
を
行
う
の
か
，

と
い
う
視
点
の
影

響
）

2
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適
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に
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す
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の
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要

（
カ
テ
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ー

2
の

み
）  
論
じ
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れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

7.
3

In
 te

rm
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 d
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lo

su
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, m
an

y 
re

sp
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de
nt

s 
to

 
th

e 
A

ge
nd

a 
C

on
su

lta
tio

n 
20

11
to

ld
 th

e 
IA

SB
 

th
at

 th
ey

 th
in

k 
th

at
 a

 fr
am

ew
or

k 
fo

r 
di

sc
lo

-
su

re
 i

s 
ne

ed
ed

 t
o 

en
su

re
 t

ha
t 

in
fo

rm
at

io
n 

di
sc

lo
se

d 
is 

m
or

e 
re

le
va

nt
 to

 in
ve

st
or

s a
nd

 to
 

re
du

ce
 t

he
 b

ur
de

n 
on

 p
re

pa
re

rs
. R

es
po

ns
es

 
su

gg
es

te
d 

th
at

 su
ch

 a
 fr

am
ew

or
k 

sh
ou

ld
: 

（
a）

 p
ro

vi
de

 a
 s

tr
uc

tu
re

d 
w

ay
 t

o 
re

vi
ew

 t
he

 
ne

ed
 fo

r 
di

sc
lo

su
re

, s
im

pl
ify

 t
he

 d
is

cl
os

ur
e 

pr
oc

es
s a

nd
 re

du
ce

 th
e 

co
st

s t
o 

pr
ep

ar
er

s; 
（

b）
 c

on
sid

er
 th

e 
co

st
s a

nd
 b

en
e�

ts
 o

f d
isc

lo
-

su
re

;  
 

（
c）

 in
cl

ud
e 

a 
di

sc
us

sio
n 

of
 m

at
er

ia
lit

y 
in

 o
r-

de
r 

to
 e

ns
ur

e 
th

at
 o

nl
y 

m
at

er
ia

l a
nd

/o
r 

re
le

-
va

nt
 a

m
ou

nt
s a

re
 d

isc
lo

se
d;

 a
nd

  
 

（
d）

 c
on

ta
in

 c
le

ar
 c

om
m

un
ic

at
io

n 
ob

je
ct

iv
es

 
so

 th
at

 d
isc

lo
su

re
 is

 u
nd

er
st

an
da

bl
e 

an
d 

re
le

-
va

nt
.

開
示
に
関
し
て
，「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
協
議

20
11
」
に
対

す
る
多
く
の
コ
メ
ン
ト
提
出
者
は
，

IA
SB
に
，
開

示
に
関
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
，
開
示
さ
れ
る

情
報
の
投
資
者
に
と
っ
て
の
目
的
適
合
性
を
高
め

る
こ
と
を
確
保
し
，
作
成
者
へ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
必
要
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
た
．
コ
メ

ン
ト
提
出
者
は
，
そ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
提
案
し
て
い

た
．

  
 

（
a）
開
示
の
必
要
性
を
レ
ビ
ュ
ー
し
，
開
示
プ
ロ
セ

ス
を
簡
素
化
し
，
作
成
者
に
対
す
る
コ
ス
ト
を
削

減
す
る
た
め
の
構
造
的
な
方
法
を
提
供
す
べ
き
で

あ
る
．

  
 

（
b）
開
示
の
コ
ス
ト
と
便
益
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
．

  
 

（
c）
重
要
性
あ
る
い
は
目
的
適
合
性
の
あ
る
金
額
だ

け
を
開
示
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
，
重
要
性
の
議

論
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
．

  
 

（
d）
開
示
が
理
解
可
能
で
目
的
適
合
性
の
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
な
明
確
な
伝
達
の
目
的
を
含
め
る
べ

き
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

7.
27

In
 m

an
y 

ca
se

s, 
an

 e
nt

ity
 w

ill
 d

et
er

m
in

e 
w

ha
t 

lin
e 

ite
m

s, 
su

bt
ot

al
s 

an
d 

to
ta

ls 
to

 p
re

se
nt

 in
 

its
 p

rim
ar

y 
�n

an
ci

al
 s

ta
te

m
en

ts
 b

as
ed

 o
n 

its
 

in
di

vi
du

al
 fa

ct
s a

nd
 ci

rc
um

st
an

ce
s a

nd
 it

s a
s-

se
ss

m
en

t 
of

 w
ha

t 
is

 r
el

ev
an

t 
at

 a
 s

um
m

ar
y 

le
ve

l.

多
く
の
場
合
，
企
業
は
，
ど
の
よ
う
な
表
示
科
目
，

小
計
及
び
合
計
を
基
本
財
務
諸
表
に
表
示
す
る
の

か
を
，
個
々
の
事
実
及
び
状
況
並
び
に
要
約
レ
ベ

ル
で
何
が
目
的
適
合
性
が
あ
る
の
か
に
関
す
る
評

価
に
基
づ
い
て
，
決
定
す
る
．

2
財
務
諸
表
が
提
供
す
る

情
報
の
目
的
適
合
性

は
，
表
示
科
目
の
選
択

や
要
約
の
レ
ベ
ル
な
ど

の
影
響
を
受
け
る
．

要
約
の
程
度

6
　

re
le

va
nt

7.
39

�
e 

IA
SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 is
 th

at
 it

 sh
ou

ld
 

re
qu

ir
e 

fo
rw

ar
d-

lo
ok

in
g 

in
fo

rm
at

io
n 

to
 b

e 
in

cl
ud

ed
 in

 t
he

 n
ot

es
 t

o 
th

e 
�n

an
ci

al
 s

ta
te

-
m

en
ts

 o
nl

y 
if 

it 
pr

ov
id

es
 r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
a-

tio
n 

ab
ou

t a
ss

et
s a

nd
 li

ab
ili

tie
s t

ha
t e

xi
st

ed
 a

t 
th

e 
en

d 
of

 th
e 

re
po

rt
in

g 
pe

rio
d 

or
 d

ur
in

g 
th

e 
re

po
rt

in
g 

pe
ri

od
. P

ar
ag

ra
ph

 7
.3

5i
de

nt
ifi

es
 

su
ch

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 m
ay

 b
e 

re
le

va
nt

.

将
来
予
測
的
な
情
報
と
は
，
将
来
に
関
す
る
情
報

で
あ
る
（
例
え
ば
，
見
通
し
及
び
計
画
に
関
す
る
情

報
）．

IF
RS
実
務
記
述
書
「
経
営
者
に
よ
る
説
明
：

表
示
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
で
は
，
将
来
予
測
的
情

報
は
主
観
的
な
も
の
で
あ
り
，
作
成
に
は
専
門
的

な
判
断
の
行
使
が
必
要
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
．

IA
SB
の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，

IA
SB
が
将
来

予
測
的
情
報
を
財
務
諸
表
に
含
め
る
こ
と
を
要
求

す
べ
き
な
の
は
，
報
告
期
間
末
に
又
は
報
告
期
間

中
に
存
在
し
て
い
た
資
産
及
び
負
債
に
関
し
て
目

的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
当
該
情
報
が
提
供
す
る

場
合
だ
け
で
あ
る
．

7.
35
項
で
は
，
こ
う
し
た
情

報
の
う
ち
目
的
適
合
性
が
あ
る
可
能
性
の
あ
る
も

の
を
識
別
し
て
い
る
．

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

7.
40

O
th

er
 ty

pe
s 

of
 fo

rw
ar

d-
lo

ok
in

g 
in

fo
rm

at
io

n 
m

ay
 p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
t i

nf
or

m
at

io
n 

an
d 

co
ul

d 
be

 p
re

se
nt

ed
 o

ut
si

de
 t

he
 f

in
an

ci
al

 s
ta

te
-

m
en

ts
, f

or
 e

xa
m

pl
e,

 i
n 

m
an

ag
em

en
t 

co
m

-
m

en
ta

ry
 if

 th
e 

en
tit

y 
pr

ep
ar

es
 o

ne
.

他
の
種
類
の
将
来
予
測
的
情
報
が
目
的
適
合
性
の

あ
る
情
報
を
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
，
そ
れ
を
財

務
諸
表
の
外
で
表
示
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例

え
ば
，
経
営
者
に
よ
る
説
明
（
企
業
が
作
成
し
て
い

る
場
合
）
に
お
い
て
）．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

7.
42

A
 c

om
pl

et
e 

se
t o

f I
FR

S 
�n

an
ci

al
 s

ta
te

m
en

ts
 

in
cl

ud
es

 i
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

pr
ec

ed
in

g 
pe

rio
d （
ʻco

m
pa

ra
tiv

e 
in

fo
rm

at
io

nʼ
）.

 P
re

se
n-

ta
tio

n 
of

 a
dd

iti
on

al
 c

om
pa

ra
tiv

e 
in

fo
rm

at
io

n 
is 

pe
rm

itt
ed

 a
nd

, i
n 

so
m

e 
ci

rc
um

st
an

ce
s, 

re
-

qu
ir

ed
. C

om
pa

ra
tiv

e 
in

fo
rm

at
io

n 
pr

ov
id

es
 

tr
en

d 
in

fo
rm

at
io

n 
fr

om
 w

hi
ch

 to
 a

ss
es

s 
th

e 
fin

an
ci

al
 s

ta
te

m
en

ts
 o

f 
th

e 
cu

rr
en

t 
pe

ri
od

 
an

d 
th

er
ef

or
e 

pr
ov

id
es

 r
el

ev
an

t i
nf

or
m

at
io

n.
 

It 
fo

llo
w

s t
ha

t c
om

pa
ra

tiv
e 

in
fo

rm
at

io
n 

is 
an

 
in

te
gr

al
 p

ar
t 

of
 a

n 
en

tit
yʼ

s 
fin

an
ci

al
 s

ta
te

-
m

en
ts

 fo
r t

he
 c

ur
re

nt
 p

er
io

d.

IF
RS
財
務
諸
表
の
完
全
な

1
組
に
は
，
前
の
期
間

に
関
す
る
情
報
（「
比
較
情
報
」）
が
含
ま
れ
る
．
追

加
的
な
比
較
情
報
の
表
示
は
認
め
ら
れ
て
お
り
，

一
部
の
状
況
で
は
要
求
さ
れ
て
い
る
．
比
較
情
報

は
，
当
期
の
財
務
諸
表
を
評
価
す
る
材
料
と
な
る

趨
勢
情
報
を
提
供
す
る
の
で
，
目
的
適
合
性
の
あ

る
情
報
を
提
供
す
る
．
し
た
が
っ
て
，
比
較
情
報

は
企
業
の
当
期
の
財
務
諸
表
の
不
可
欠
の
一
部
で

あ
る
．

2
前
期
と
の
比
較
情
報
は

趨
勢
把
握
に
資
す
る
た

め
目
的
適
合
性
で
あ

る
．

比
較
情
報

5
　

re
le

va
nc

e
7.

43
In

fo
rm

at
io

n 
is 

m
at

er
ia

l i
f o

m
itt

in
g 

it 
or

 m
is-

st
at

in
g 

it 
co

ul
d 

in
�u

en
ce

 d
ec

isi
on

s t
ha

t u
se

rs
 

m
ak

e 
on

 t
he

 b
as

is
 o

f 
fin

an
ci

al
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

a 
sp

ec
ifi

c 
re

po
rt

in
g 

en
tit

y.
 I

n 
ot

he
r 

w
or

ds
, m

at
er

ia
lit

y 
is 

an
 e

nt
ity

-s
pe

ci
�c

 a
sp

ec
t 

of
 r

el
ev

an
ce

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
na

tu
re

 o
r 

m
ag

ni
-

tu
de

, o
r 

bo
th

, o
f t

he
 it

em
s 

to
 w

hi
ch

 t
he

 in
-

fo
rm

at
io

n 
re

la
te

s 
in

 t
he

 c
on

te
xt

 o
f 

an
 

in
di

vi
du

al
 e

nt
ity
ʼs 

fin
an

ci
al

 r
ep

or
t. 

C
on

se
-

qu
en

tly
, t

he
 B

oa
rd

 c
an

no
t s

pe
ci

fy
 a

 u
ni

fo
rm

 
qu

an
tit

at
iv

e 
th

re
sh

ol
d 

fo
r 

m
at

er
ia

lit
y 

or
 p

re
-

de
te

rm
in

e 
w

ha
t 

co
ul

d 
be

 m
at

er
ia

l i
n 

a 
pa

r-
tic

ul
ar

 si
tu

at
io

n.

「
情
報
は
，
そ
の
脱
漏
又
は
誤
表
示
に
よ
り
，
特
定

の
報
告
企
業
に
関
す
る
財
務
情
報
に
基
づ
い
て
利

用
者
が
行
う
意
思
決
定
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
は
，
重
要
性
が
あ
る
．
言
い
換
え
れ
ば
，

重
要
性
は
目
的
適
合
性
の
企
業
固
有
の
一
側
面
で

あ
り
，
個
々
の
企
業
の
財
務
報
告
書
の
文
脈
に
お

い
て
そ
の
情
報
が
関
連
す
る
項
目
の
性
質
若
し
く

は
大
き
さ
（
又
は
そ
の
両
方
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
．
し
た
が
っ
て
，
当
審
議
会
は
，
重
要
性
に
つ

い
て
の
統
一
的
な
量
的
閾
値
を
明
示
す
る
こ
と
や
，

特
定
の
状
況
に
お
い
て
何
が
重
要
性
が
あ
る
も
の

と
な
り
得
る
か
を
前
も
っ
て
決
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
．」
（

IA
SB
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
第

3
章
，

Q
C

11
の
引
用
）

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

7.
46

H
ow

ev
er

, h
ow

 t
he

 c
on

ce
pt

 o
f 

m
at

er
ia

lit
y 

is 
ap

pl
ie

d 
in

 p
ra

ct
ic

e 
is 

se
en

 b
y 

m
an

y 
as

 a
 m

a-
jo

r 
ca

us
e 

of
 t

he
 c

ur
re

nt
 d

is
cl

os
ur

e 
pr

ob
le

m
 

in
 �

na
nc

ia
l r

ep
or

tin
g.

 �
at

 p
ro

bl
em

 is
 o

�e
n 

id
en

tif
ie

d 
as

 a
 f

ai
lu

re
 t

o 
us

e 
pr

of
es

si
on

al
 

ju
dg

em
en

t w
he

n 
co

ns
id

er
in

g 
m

at
er

ia
lit

y. 
It 

is 
th

ou
gh

t b
y 

so
m

e 
to

 h
av

e 
re

su
lte

d 
in

 b
ot

h 
th

e 
di

sc
lo

su
re

 o
f 

to
o 

m
uc

h 
ir

re
le

va
nt

 in
fo

rm
a-

tio
n 

an
d 

no
t e

no
ug

h 
re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n.

し
か
し
，
重
要
性
の
概
念
が
実
務
に
お
い
て
ど
の

よ
う
に
適
用
さ
れ
る
の
か
が
，
財
務
報
告
に
お
け

る
現
在
の
開
示
の
問
題
点
の
主
要
な
原
因
で
あ
る

と
多
く
の
人
々
は
見
て
い
る
．
当
該
問
題
点
は
，

重
要
性
を
考
慮
す
る
際
に
専
門
的
な
判
断
を
使
用

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
．
こ
れ
は
，
あ
ま
り
に
多
く
の
目
的
適
合
性
の

な
い
情
報
と
十
分
な
目
的
適
合
性
の
な
い
情
報
が

開
示
さ
れ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
一
部
の
人
々

は
考
え
て
い
る
．

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

7.
50

C
on

se
qu

en
tly

, i
n 

de
ve

lo
pi

ng
 d

isc
lo

su
re

 g
ui

d-
an

ce
 in

 I
FR

Ss
, t

he
 I

A
SB

 n
ot

 o
nl

y 
ne

ed
s 

to
 

co
ns

id
er

 w
ha

t 
in

fo
rm

at
io

n 
w

ou
ld

 b
e 

us
ef

ul
 

in
 th

e 
ci

rc
um

st
an

ce
s o

f a
 w

id
e 

ra
ng

e 
of

 e
nt

i-
tie

s （
ie

 a
 f

ai
th

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n 
of

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n）
, b

ut
 s

ho
ul

d 
al

so
 d

ev
el

op
 g

ui
d-

an
ce

 th
at

 p
ro

m
ot

es
 e

�e
ct

iv
e 

co
m

m
un

ic
at

io
n 

of
 th

at
 in

fo
rm

at
io

n.

し
た
が
っ
て
，

IF
RS
に
お
け
る
開
示
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
発
す
る
際
に
，

IA
SB
は
，
広
範
囲
の
企
業

の
状
況
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
情
報
が
有
用
と
な

る
の
か
（
す
な
わ
ち
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
の

忠
実
な
表
現
）
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
け
で
な

く
，
当
該
情
報
の
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
開
発
す
べ
き
で
あ

る
．

3
　

　
　

　

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
7

G
ro

up
in

g 
to

ge
th

er
 it

em
s 

of
 in

co
m

e 
an

d 
ex

-
pe

ns
e 

th
at

 a
re

 s
im

ila
r, 

or
 t

ha
t 

ha
ve

 s
im

ila
r 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e,

 c
an

 m
ak

e 
th

e 
in

fo
rm

at
io

n 
m

or
e 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
 a

nd
 e

as
ie

r 
to

 u
se

. O
ne

 
po

te
nt

ia
lly

 e
�e

ct
iv

e 
w

ay
 o

f o
rg

an
isi

ng
 th

e 
in

-
fo

rm
at

io
n 

is 
to

 u
se

 su
bt

ot
al

s s
uc

h 
as

 p
ro

�t
 o

r 
lo

ss
.

類
似
し
て
い
る
か
又
は
類
似
し
た
予
測
価
値
を
有

す
る
収
益
及
び
費
用
の
項
目
を
一
緒
に
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
，
情
報
の
理
解
可
能
性
を

高
め
利
用
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
情
報

を
構
成
す
る
考
え
ら
れ
る
効
果
的
な
方
法
の

1
つ

は
，
純
損
益
な
ど
の
小
計
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ

る
．

3
　

　
　

　

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
20

�
os

e 
in

 fa
vo

ur
 o

f r
et

ai
ni

ng
 p

ro
�t

 o
r l

os
s a

s a
 

to
ta

l o
r s

ub
to

ta
l a

rg
ue

 th
at

:  
 

（
a）

 u
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

 a
re

 p
rim

ar
i-

ly
 in

te
re

st
ed

 in
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

pr
o�

t 
or

 
lo

ss
 a

nd
 it

s 
co

ns
eq

ue
nc

es
 o

n 
th

e 
en

tit
yʼ

s 
ca

-
pa

ci
ty

 to
 p

ay
 d

iv
id

en
ds

 a
nd

 to
 m

ee
t i

ts
 o

bl
i-

ga
tio

ns
. P

re
se

nt
in

g 
pr

o�
t o

r l
os

s a
s a

 to
ta

l o
r 

su
bt

ot
al

 th
er

ef
or

e 
su

pp
or

ts
 u

se
rs
ʼ n

ee
ds

. 
（

b）
 p

ro
fit

 o
r 

lo
ss

 e
xc

lu
de

s 
re

m
ea

su
re

m
en

t 
ga

in
s 

an
d 

lo
ss

es
 th

at
 a

re
 p

ot
en

tia
lly

 le
ss

 p
re

-
di

ct
iv

e 
of

 f
ut

ur
e 

ne
t 

ca
sh

 i
nf

lo
w

s 
be

ca
us

e 
th

ey
 a

re
 n

ot
 li

ke
ly

 to
 p

er
sis

t o
r r

ec
ur

 a
nd

 a
re

 
su

bj
ec

t 
to

 f
ut

ur
e 

ch
an

ge
s 

in
 e

st
im

at
es

 o
r 

pr
ic

es
. I

n 
ad

di
tio

n,
 s

om
e 

re
m

ea
su

re
m

en
ts

, 
su

ch
 a

s t
ho

se
 th

at
 re

su
lt 

fr
om

 fa
ct

or
s s

uc
h 

as
 

ch
an

ge
s 

in
 in

te
re

st
 r

at
es

, t
en

d 
to

 u
nw

in
d 

au
-

to
m

at
ic

al
ly

 o
ve

r 
th

e 
lif

e 
of

 t
he

 r
em

ea
su

re
d 

as
se

t o
r 

lia
bi

lit
y. 

C
on

se
qu

en
tly

, t
he

 p
ro

�t
 o

r 
lo

ss
 to

ta
l o

r s
ub

to
ta

l h
as

 m
or

e 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
l-

ue
 th

an
 to

ta
l c

om
pr

eh
en

siv
e 

in
co

m
e.

合
計
又
は
小
計
と
し
て
の
純
損
益
の
維
持
を
支
持

す
る
人
々
は
，
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
．

 
（

a）
財
務
諸
表
利
用
者
は
，
純
損
益
及
び
そ
れ
が
企

業
の
配
当
支
払
能
力
及
び
負
債
支
払
能
力
に
与
え

る
影
響
に
関
す
る
情
報
に
主
と
し
て
関
心
を
持
っ

て
い
る
．
し
た
が
っ
て
，
合
計
又
は
小
計
と
し
て

の
純
損
益
の
表
示
は
，
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
．

  
 

（
b）
純
損
益
は
，
再
測
定
に
よ
る
利
得
及
び
損
益
の

う
ち
，
持
続
又
は
反
復
す
る
可
能
性
が
低
く
，
将

来
の
見
積
り
又
は
価
格
の
変
動
に
左
右
さ
れ
る
た

め
，
将
来
の
正
味
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
フ
ロ
ー
の

予
測
へ
の
役
立
ち
が
低
い
可
能
性
が
あ
る
も
の
を

除
外
し
て
い
る
．
さ
ら
に
，
一
部
の
再
測
定
（
金
利

の
変
動
な
ど
の
要
因
に
よ
り
生
じ
る
も
の
な
ど
）

は
，
再
測

 定
さ
れ
た
資
産
又
は
負
債
の
存
続
期
間

に
わ
た
り
自
動
的
に
巻
き
戻
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
．

し
た
が
っ
て
，
純
損
益
の
合
計
又
は
小
計
の
方
が
，

包
括
利
益
合
計
よ
り
も
予
測
価
値
が
高
い
．

2
「
持
続
性
・
反
復
可
能

性
」
や
，「
測
定
誤
差

が
自
動
的
に
解
消
さ
れ

る
性
質
」
な
ど
を
備
え

て
い
る
点
で
，
純
利
益

の
予
測
価
値
は
包
括
利

益
の
そ
れ
よ
り
高
い
，

と
い
う
見
解
が
み
ら
れ

る
．

「
持
続
性
・
反
復

可
能
性
」
お
よ
び

「
測
定
誤
差
が
自

動
的
に
解
消
さ
れ

る
性
質
」

6
y
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
24

�
os

e 
w

ho
 su

pp
or

t r
ec

yc
lin

g 
ar

gu
e 

th
at

: 
（

a）
 r

ec
yc

lin
g 

pr
ot

ec
ts

 t
he

 in
te

gr
ity

 o
f p

ro
�t

 
or

 lo
ss

 a
s 

th
e 

pr
im

ar
y 

so
ur

ce
 o

f i
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

re
tu

rn
 a

n 
en

tit
y 

ha
s 

m
ad

e 
on

 it
s 

ec
on

om
ic

 r
es

ou
rc

es
, b

ec
au

se
 a

ll 
ite

m
s 

of
 in

-
co

m
e 

an
d 

ex
pe

ns
e 

w
ou

ld
 b

e 
re

co
gn

is
ed

 in
 

pr
o�

t o
r l

os
s a

t s
om

e 
po

in
t; 

 
 

（
b）

 r
ec

yc
lin

g 
ca

n 
pr

ov
id

e 
us

er
s 

of
 �

na
nc

ia
l 

st
at

em
en

ts
 w

ith
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t a

 
tr

an
sa

ct
io

n 
or

 e
ve

nt
 th

at
 o

cc
ur

re
d 

in
 th

e 
pe

-
rio

d （
fo

r e
xa

m
pl

e, 
re

al
isa

tio
n 

or
 se

ttl
em

en
t）

;

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
支
持
す
る
人
々
は
，
次
の
よ

う
に
主
張
す
る
．

  
 

（
a）
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
，
企
業
が
自
ら
の
経
済
的

資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
す
る
主
要
な

情
報
源
と
し
て
の
純
損
益
の
完
全
性
を
保
護
す
る
．

す
べ
て
の
収
益
及
び
費
用
の
項
目
が
ど
こ
か
の
時

点
で
純
損
益
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

あ
る
．

 
 

（
b）
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
，
当
期
中
に
発
生
し
た
取

引
又
は
事
象
（
例
え
ば
，
実
現
又
は
決
済
）
に
関
す

る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
財
務
諸
表
利
用
者

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

2
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
手

続
は
，
例
え
ば
，
あ
る

期
間
に
実
現
し
た
事
象

に
関
す
る
情
報
を
生
み

出
す
こ
と
か
ら
，
目
的

適
合
的
な
情
報
の
提
供

に
資
す
る
．（
実
現
し

た
事
象
に
係
る
情
報
は

目
的
適
合
的
で
あ
る
．）

「
実
現
し
た
事
象
」

に
関
わ
っ
て
い
る

か
否
か

6
y

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
37

 
（

ta
bl

e 
8.

1）

（
on

 t
he

 D
ist

in
gu

ish
in

g 
O

C
I 

at
tr

ib
ut

e:
 N

on
-

re
cu

rr
in

g）
 I

nc
om

e 
an

d 
ex

pe
ns

es
 t

ha
t 

re
su

lt 
fr

om
 p

as
t 

tr
an

sa
ct

io
ns

 t
ha

t 
ar

e 
ex

pe
ct

ed
 t

o 
re

cu
r 

in
 fu

tu
re

 y
ea

rs
 a

re
 m

or
e 

lik
el

y 
to

 h
av

e 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
lu

e 
th

an
 t

ho
se

 t
ha

t 
ar

e 
no

t 
ex

-
pe

ct
ed

 to
 re

cu
r.

将
来
の
各
年
度
に
お
い
て
反
復
す
る
と
予
想
さ
れ

る
過
去
の
取
引
か
ら
生
じ
る
収
益
及
び
費
用
の
ほ

う
が
，
反
復
す
る
と
は
予
想
さ
れ
な
い
も
の
よ
り

も
予
測
価
値
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

2
反
復
さ
れ
る
と
予
想
さ

れ
る
取
引
に
係
る
収
益

や
費
用
は
，
反
復
さ
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
項

目
に
関
す
る
も
の
よ
り

も
予
測
価
値
が
高
い
，

と
い
う
主
張
が
み
ら
れ

る
．

「
持
続
性
・
反
復

可
能
性
」

6
y

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
37

 
（

ta
bl

e 
8.

1）

（
on

 t
he

 D
ist

in
gu

ish
in

g 
O

C
I 

at
tr

ib
ut

e:
 L

on
g 

te
rm
） 

So
m

e 
ite

m
s 

of
 in

co
m

e 
or

 e
xp

en
se

 n
ot

 
lik

el
y 

to
 b

e 
re

al
is

ed
 i

n 
th

e 
sh

or
t 

te
rm

 a
re

 
m

or
e 

lik
el

y 
to

 r
ev

er
se

 o
r 

ot
he

rw
is

e 
ch

an
ge

 
be

fo
re

 re
al

isa
tio

n 
an

d 
th

er
ef

or
e 

ha
ve

 le
ss

 p
re

-
di

ct
iv

e 
va

lu
e.

短
期
的
に
実
現
さ
れ
る
可
能
性
の
低
い
収
益
又
は

費
用
の
項
目
の
一
部
は
，
実
現
の
前
に
反
転
し
た

り
他
の
形
で
変
化
し
た
り
す
る
可
能
性
が
高
く
，

し
た
が
っ
て
，
予
測
価
値
が
低
い
．

2
短
期
的
に
実
現
さ
れ
る

可
能
性
の
低
い
収
益
や

費
用
は
，
成
果
が
確
定

す
る
ま
で
に
大
幅
に
修

正
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
意
味
で
予
測

価
値
が
低
い
，
と
い
う

主
張
が
み
ら
れ
る
．

成
果
の
実
現
見
込

み
が
低
い
か
ど
う

か

6
y
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e/
re

le
va

nt
8.

40
Ba

se
d 

on
 th

e 
pu

rp
os

e 
of

 th
e 

st
at

em
en

t（
s）

 o
f 

pr
o�

t o
r 

lo
ss

 a
nd

 O
C

I （
se

e 
pa

ra
gr

ap
hs

 8
.5

–
8.

7）
 a

nd
 t

he
 r

ea
so

ns
 w

hy
 t

he
 I

A
SB

 is
 p

er
-

su
ad

ed
 to

 re
ta

in
 th

e 
co

nc
ep

ts
 o

f p
ro

�t
 o

r l
os

s 
an

d 
re

cy
cl

in
g （

se
e 

pa
ra

gr
ap

hs
 8

.2
0 

an
d 

8.
24
）,

 A
pp

ro
ac

h 
2A

 w
ou

ld
 a

pp
ly

 th
e 

fo
llo

w
-

in
g 

pr
in

ci
pl

es
 to

 d
et

er
m

in
e 

w
he

th
er

 it
em

s o
f 

in
co

m
e 

an
d 

ex
pe

ns
e 

ar
e 

el
ig

ib
le

 to
 b

e 
re

co
g-

ni
se

d 
in

 p
ro

�t
 o

r l
os

s o
r i

n 
O

C
I: 

 
 

（
a）

 P
rin

ci
pl

e 
1:

 it
em

s o
f i

nc
om

e 
an

d 
ex

pe
ns

e 
pr

es
en

te
d 

in
 p

ro
�t

 o
r l

os
s p

ro
vi

de
 th

e 
pr

im
a-

ry
 so

ur
ce

 o
f i

nf
or

m
at

io
n 

ab
ou

t t
he

 re
tu

rn
 a

n 
en

tit
y 

ha
s m

ad
e 

on
 it

s e
co

no
m

ic
 re

so
ur

ce
s i

n 
a 

pe
rio

d.
  

 
（

b）
 P

rin
ci

pl
e 

2:
 a

ll 
ite

m
s 

of
 in

co
m

e 
an

d 
ex

-
pe

ns
e 

sh
ou

ld
 b

e 
re

co
gn

ise
d 

in
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 
un

le
ss

 r
ec

og
ni

sin
g 

an
 it

em
 in

 O
C

I e
nh

an
ce

s 
th

e 
re

le
va

nc
e 

of
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 in
 th

at
 p

er
io

d.
  

（
c）

 P
ri

nc
ip

le
 3

: a
n 

ite
m

 r
ec

og
ni

se
d 

in
 O

C
I 

m
us

t s
ub

se
qu

en
tly

 b
e 

re
cl

as
si�

ed
 （

re
cy

cl
ed
） 

to
 p

ro
�t

 o
r l

os
s—

th
is 

oc
cu

rs
 w

he
n 

th
e 

re
cl

as
-

si�
ca

tio
n 

re
su

lts
 in

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

純
損
益
及
び

O
C

Iを
表
示
す
る
計
算
書
の
目
的

（
8.

5
項
か
ら

8.
7
項
参
照
）
並
び
に

IA
SB
が
純
損

益
及
び
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
概
念
を
維
持
す
る
こ

と
に
納
得
し
た
理
由
（

8.
20
項
及
び

8.
24
項
参
照
）

に
基
づ
い
て
，
ア
プ
ロ
ー
チ

2A
で
は
，
収
益
及
び

費
用
の
項
目
が
純
損
益
又
は

O
C

Iの
い
ず
れ
で
の

認
識
に
適
格
と
な
る
の
か
を
決
定
す
る
た
め
の
下

記
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
．

   
（

a）
原
則

1：
純
損
益
に
表
示
す
る
収
益
及
び
費
用

の
項
目
は
，
企
業
が
あ
る
期
間
に
自
ら
の
経
済
的

資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
す
る
主
要
な

情
報
源
を
提
供
す
る
．

  
 

（
b）
原
則

2：
す
べ
て
の
収
益
及
び
費
用
の
項
目

は
，
あ
る
項
目
を

O
C

Iに
認
識
す
る
こ
と
で
当
該

期
間
の
純
損
益
の
目
的
適
合
性
が
高
ま
る
場
合
を

除
い
て
，
純
損
益
に
認
識
す
べ
き
で
あ
る
．

  
 （
c）
原
則

3：
O

C
Iに
認
識
し
た
項
目
は
，
そ
の
後

に
純
損
益
へ
の
振
替
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．
こ
れ
は
，
振
替
に
よ
り
目
的
適
合

性
の
あ
る
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
に
行
わ
れ

る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

8.
45

ʻP
ri

m
ar

yʼ
 im

pl
ie

s 
th

at
 t

he
re

 is
 a

 ʻs
ec

on
da

ry
ʼ 

an
d 

th
at

 it
em

s 
pr

es
en

te
d 

ou
ts

id
e 

pr
of

it 
or

 
lo

ss
 m

ay
 s

til
l p

ro
vi

de
 r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 w
ill

 h
el

p 
a 

us
er

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

un
de

rs
ta

nd
 t

he
 r

et
ur

n 
th

at
 a

n 
en

tit
y 

ha
s 

m
ad

e 
on

 it
s e

co
no

m
ic

 re
so

ur
ce

s.

（
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
要
否
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

2A
の
も
と
に
あ
る
「
原
則

1」
で
用
い
ら
れ
て
い

る
）「
主
要
」
と
い
う
用
語
は
，「
副
次
的
」
な
も
の

が
あ
る
こ
と
や
，
純
損
益
の
外
で
表
示
さ
れ
る
項

目
で
も
や
は
り
企
業
が
自
ら
の
経
済
的
資
源
に
対

し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
を
財
務
諸
表
利
用
者
が
理
解

す
る
の
に
役
立
つ
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提

供
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
．

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e/
ex

pl
an

at
io

n 
on

 
“r

el
ev

an
ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
46

Be
ca

us
e 

ite
m

s 
w

ith
in

 p
ro

fit
 o

r 
lo

ss
 p

ro
vi

de
 

th
e 

pr
im

ar
y 

so
ur

ce
 o

f i
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 

re
tu

rn
 a

n 
en

tit
y 

ha
s 

m
ad

e 
on

 it
s 

ec
on

om
ic

 
re

so
ur

ce
s,

 t
he

 I
A

SB
ʼs 

pr
es

um
pt

io
n 

is
 t

ha
t 

re
co

gn
isi

ng
 a

n 
ite

m
 in

 O
C

I w
ou

ld
 b

e 
ap

pr
o-

pr
ia

te
 o

nl
y 

w
he

n 
su

ch
 a

 p
re

se
nt

at
io

n 
en

-
ha

nc
es

 t
he

 r
el

ev
an

ce
 o

f 
pr

of
it 

or
 l

os
s 

fo
r 

m
ak

in
g 

de
ci

sio
ns

 a
bo

ut
 p

ro
vi

di
ng

 r
es

ou
rc

es
 

to
 a

n 
en

tit
y. 

Re
co

gn
isi

ng
 a

n 
ite

m
 o

f i
nc

om
e 

or
 e

xp
en

se
 in

 O
C

I w
ill

 e
nh

an
ce

 th
e 

re
le

va
nc

e 
of

 p
ro

�t
 o

r l
os

s i
f t

ha
t: 

  
（

a）
 m

ak
es

 th
e 

re
tu

rn
 o

n 
ec

on
om

ic
 re

so
ur

ce
s 

pr
es

en
te

d 
in

 p
ro

�t
 o

r 
lo

ss
 m

or
e 

un
de

rs
ta

nd
-

ab
le

, i
e 

m
ak

es
 th

e 
di

�e
re

nt
 c

om
po

ne
nt

s 
of

 a
 

sin
gl

e 
ite

m
 o

f i
nc

om
e 

or
 e

xp
en

se
 m

or
e 

tr
an

s-
pa

re
nt

; o
r  

 
（

b）
 e

nh
an

ce
s 

th
e 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

of
 t

he
 

ite
m

s i
n 

pr
o�

t o
r l

os
s.

純
損
益
に
含
ま
れ
る
項
目
は
，
企
業
が
自
ら
の
経

済
的
資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
す
る
主

要
な
情
報
源
を
提
供
す
る
の
で
，

IA
SB
の
推
定
と

し
て
は
，
あ
る
項
目
を

O
C

Iに
認
識
す
る
こ
と
が

適
切
と
な
る
の
は
，
こ
う
し
た
表
示
が
企
業
へ
の

資
源
の
提
供
に
関
す
る
意
思
決
定
に
対
し
て
の
純

損
益
の
目
的
適
合
性
を
高
め
る
場
合
だ
け
で
あ
る
．

収
益
又
は
費
用
の
項
目
を

O
C

Iに
認
識
す
る
こ
と

は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
は
，
純
損
益
の
目

的
適
合
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
．

  
 

（
a）
純
損
益
に
表
示
さ
れ
る
経
済
的
資
源
に
対
す
る

リ
タ
ー
ン
の
理
解
可
能
性
を
高
め
る
．
す
な
わ
ち
，

単
一
の
収
益
又
は
費
用
の
項
目
の
異
な
る
内
訳
項

目
の
透
明
性
を
高
め
る
．

   
（

b）
純
損
益
の
中
の
項
目
の
予
測
価
値
を
高
め
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nc

e
8.

47
To

 m
an

y, 
th

e 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t t

ra
ns

ac
tio

ns
 

pr
ov

id
ed

 b
y 

co
st

-b
as

ed
 m

ea
su

re
m

en
ts

 p
ro

-
vi

de
s 

im
po

rt
an

t 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

re
-

tu
rn

 th
at

 th
e 

en
tit

y 
ha

s m
ad

e 
on

 it
s e

co
no

m
-

ic
 re

so
ur

ce
s. 

A
s 

a 
re

su
lt,

 fe
w

 h
av

e 
ar

gu
ed

 fo
r 

us
in

g 
O

C
I 

to
 r

ep
or

t 
in

co
m

e 
an

d 
ex

pe
ns

e 
ar

isi
ng

 fr
om

 c
os

t-
ba

se
d 

m
ea

su
re

m
en

ts
. C

on
-

se
qu

en
tly

, t
hi

s 
D

is
cu

ss
io

n 
Pa

pe
r 

ta
ke

s 
th

e 
po

sit
io

n 
th

at
 p

re
se

nt
in

g 
in

 O
C

I 
ite

m
s 

of
 in

-
co

m
e 

or
 e

xp
en

se
 r

es
ul

tin
g 

fr
om

 c
os

t-
ba

se
d 

m
ea

su
re

m
en

ts
 w

ou
ld

 n
ot

 e
nh

an
ce

 t
he

 r
el

e-
va

nc
e 

of
 p

ro
�t

 o
r l

os
s.

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
，
原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
に

よ
り
提
供
さ
れ
る
取
引
に
関
す
る
情
報
は
，
企
業

が
自
ら
の
経
済
的
資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン

に
関
す
る
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
．
そ
の
結
果
，

原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
か
ら
生
じ
た
収
益
及
び
費
用

を
報
告
す
る
た
め
に

O
C

Iを
使
用
す
る
と
い
う
主

張
は
ほ
と
ん
ど
な
い
．
し
た
が
っ
て
，
本
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
は
，
原
価
ベ
ー
ス
の
測

定
か
ら
生
じ
た
収
益
又
は
費
用
の
項
目
を

O
C

Iに
表
示
す
る
こ
と
は
，
純
損
益
の
目
的
適
合
性
を
高

め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
を
取
っ
て
い
る
．

2
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

へ
の
寄
与
と
い
う
観
点

か
ら
）
原
価
ベ
ー
ス
の

測
定
が
適
切
と
判
断
さ

れ
た
項
目
に
つ
い
て

は
，
原
価
ベ
ー
ス
で
求

め
た
収
益
や
費
用
の
測

定
に
際
し
て

O
C

Iを
用
い
て
も
利
益
情
報
の

目
的
適
合
性
は
高
ま
ら

な
い
．

測
定
属
性
に
関
す

る
選
択
の
影
響

6
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
48

In
 c

on
tr

as
t, 

so
m

e 
ch

an
ge

s 
in

 t
he

 c
ur

re
nt

 
m

ea
su

re
s 

of
 a

ss
et

s 
an

d 
lia

bi
lit

ie
s （

ie
 m

ea
-

su
re

s 
ba

se
d 

on
 f

ai
r 

va
lu

e 
or

 o
th

er
 c

ur
re

nt
 

m
ar

ke
t p

ric
es

, a
nd

 o
th

er
 m

ea
su

re
s 

ba
se

d 
on

 
es

tim
at

ed
 c

as
h 

�o
w

s）
 m

ay
 n

ot
 h

av
e 

th
e 

sa
m

e 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
lu

e 
as

 c
os

t-
ba

se
d 

in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t 
tr

an
sa

ct
io

ns
, c

on
su

m
pt

io
n 

an
d 

im
-

pa
ir

m
en

t 
of

 a
ss

et
s, 

an
d 

fu
l�

lm
en

t 
of

 li
ab

ili
-

tie
s. 

Th
us

, i
nc

lu
di

ng
 t

he
m

 in
 p

ro
fit

 o
r 

lo
ss

 
co

ul
d,

 in
 s

om
e 

ca
se

s, 
ob

sc
ur

e,
 o

r 
ot

he
rw

ise
 

m
ak

e 
it 

di
�

cu
lt 

to
 u

nd
er

st
an

d,
 th

e 
di

�e
re

nt
 

co
m

po
ne

nt
s o

f t
ha

t r
em

ea
su

re
m

en
t t

ha
t h

av
e 

di
�e

re
nt

 p
re

di
ct

iv
e 

va
lu

es
.

こ
れ
と
対
照
的
に
，
資
産
及
び
負
債
の
現
在
測
定

値
（
す
な
わ
ち
，
公
正
価
値
又
は
他
の
現
在
市
場
価

格
に
基
づ
く
測
定
値
や
，
見
積
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
に
基
づ
く
他
の
測
定
値
）
の
変
動
の
中
に

は
，
資
産
の
取
引
，
消
費
及
び
減
損
並
び
に
負
債

の
履
行
に
関
す
る
原
価
ベ
ー
ス
の
情
報
と
同
じ
予

測
価
値
を
有
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
可
能
性
が

あ
る
．
こ
の
た
め
，
そ
れ
ら
を
純
損
益
に
含
め
る

と
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
異
な
る
予
測
価
値
を
有

す
る
再
測
定
の
異
な
る
内
訳
項
目
を
不
明
確
に
し

た
り
理
解
を
困
難
に
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
（
原
価
を
基
礎
と
し
た

測
定
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
資
産
や
負
債
に
関

す
る
）
公
正
価
値
等
の

変
動
に
関
す
る
情
報

は
，
そ
れ
ら
の
資
産
や

負
債
の
変
動
に
関
す
る

原
価
ベ
ー
ス
の
測
定
値

と
同
様
の
予
測
価
値
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
が

あ
る
．

測
定
属
性
に
関
す

る
選
択
の
影
響

6
　

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
49

C
ha

ng
es

 in
 c

ur
re

nt
 m

ea
su

re
s m

ay
 re

�e
ct

 th
e 

e�
ec

ts
 o

f c
ha

ng
es

 in
 a

 n
um

be
r 

of
 fa

ct
or

s 
or

 
ev

en
ts

 t
ha

t 
ha

ve
 d

i�
er

en
t 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
es

. 
Pa

ra
gr

ap
h 

6.
47

 id
en

ti�
es

 t
he

 e
le

m
en

ts
 c

ap
-

tu
re

d 
in

 a
 fa

ir 
va

lu
e 

m
ea

su
re

m
en

t a
nd

 p
ar

a-
gr

ap
h 

6.
11

2 
id

en
ti�

es
 th

e 
fa

ct
or

s 
to

 c
on

sid
er

 
in

 c
on

st
ru

ct
in

g 
ot

he
r 

ca
sh

-�
ow

-b
as

ed
 m

ea
-

su
re

m
en

ts
. F

or
 e

xa
m

pl
e,

 t
he

 f
ai

r 
va

lu
e 

of
 a

 
de

bt
 in

st
ru

m
en

t m
ay

 c
ha

ng
e 

be
ca

us
e 

of
 t

he
 

pa
ss

ag
e 

of
 ti

m
e, 

or
 ch

an
ge

s i
n 

be
nc

hm
ar

k 
in

-
te

re
st

 ra
te

s, 
in

 e
xp

ec
te

d 
ca

sh
 �

ow
s, 

in
 m

ar
ke

t 
sp

re
ad

s 
fo

r 
co

un
te

rp
ar

ty
 c

re
di

t 
ri

sk
 o

r 
li-

qu
id

ity
, o

r 
in

 m
ar

ke
t 

de
m

an
d.

 A
lth

ou
gh

 
m

ea
su

rin
g 

th
e 

de
bt

 in
st

ru
m

en
t a

t f
ai

r 
va

lu
e 

m
ay

 p
ro

vi
de

 u
se

fu
l i

nf
or

m
at

io
n 

th
at

 w
ar

-
ra

nt
s 

pr
es

en
ta

tio
n 

in
 th

e 
st

at
em

en
t o

f �
na

n-
ci

al
 p

os
iti

on
, c

ha
ng

es
 in

 s
om

e 
of

 th
e 

fa
ct

or
s 

th
at

 c
on

tr
ib

ut
e 

to
 th

at
 m

ea
su

re
 m

ay
 h

av
e 

di
f-

fe
re

nt
 p

re
di

ct
iv

e 
va

lu
es

.

現
在
測
定
値
の
変
動
は
，
予
測
価
値
の
異
な
る
い

く
つ
か
の
要
因
又
は
事
象
の
変
動
の
影
響
を
反
映

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
．

6.
47
項
で
は
，
公
正
価

値
測
定
で
捕
捉
さ
れ
る
構
成
要
素
を
識
別
し
て
お

り
，

6.
11

2
項
で
は
，
他
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
・
ベ
ー
ス
の
測
定
を
構
築
す
る
際
に
考
慮
す

べ
き
要
因
を
識
別
し
て
い
る
．
例
え
ば
，
負
債
性

金
融
商
品
の
公
正
価
値
は
，
時
の
経
過
や
，
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
金
利
，
相
手
方
の
信
用
リ
ス
ク
又
は
流

動
性
に
対
す
る
市
場
の
ス
プ
レ
ッ
ド
，
市
場
の
需

要
な
ど
の
変
動
に
よ
っ
て
変
動
す
る
場
合
が
あ
る
．

当
該
負
債
性
金
融
商
品
を
公
正
価
値
で
測
定
す
る

こ
と
に
よ
り
，
財
政
状
態
計
算
書
で
の
表
示
を
正

当
化
す
る
有
用
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
が
，
当
該
測
定
値
に
寄
与
す
る
要
因
の
う
ち
い

く
つ
か
の
変
動
は
，
異
な
る
予
測
価
値
を
有
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
現
在
測
定
値
の
変
動
に

は
，
予
測
価
値
の
異
な

る
多
様
な
要
因
（
ま
た

は
事
象
）
に
関
す
る
変

動
の
影
響
が
（
一
括
し

て
）
反
映
さ
れ
う
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
52

A
pp

ro
ac

h 
2A

 p
ro

po
se

s 
th

at
 a

ll 
ite

m
s 

of
 in

-
co

m
e 

or
 e

xp
en

se
 s

ho
ul

d 
be

 r
ec

og
ni

se
d 

in
 

pr
of

it 
or

 lo
ss

 a
t 

so
m

e 
po

in
t. 

C
on

se
qu

en
tly

, 
un

de
r 

Ap
pr

oa
ch

 2
A

, a
ll 

ite
m

s 
th

at
 h

av
e 

pr
e-

vi
ou

sly
 b

ee
n 

re
co

gn
is

ed
 in

 O
C

I 
sh

ou
ld

 b
e 

re
cl

as
si�

ed
 （

re
cy

cl
ed
） 

to
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 in
 th

e 
su

bs
eq

ue
nt

 p
er

io
d（

s）
 w

he
n 

th
e 

re
cl

as
si�

ca
-

tio
n 

re
su

lts
 in

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n.

ア
プ
ロ
ー
チ

2A
で
は
，
す
べ
て
の
収
益
又
は
費
用

の
項
目
は
，
ど
こ
か
の
時
点
で
純
損
益
に
認
識
す

べ
き
だ
と
提
案
し
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
，
ア
プ

ロ
ー
チ

2A
で
は
，
過
去
に

O
C

Iに
認
識
し
た
項

目
は
す
べ
て
，
振
替
に
よ
り
目
的
適
合
性
の
あ
る

情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
に
は
，
そ
の
後
の
期

間
に
お
い
て
純
損
益
へ
の
振
替
（
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
）
を
行
う
べ
き
で
あ
る
．
多
く
の
場
合
，
こ
れ
は

実
現
，
決
済
又
は
減
損
の
時
点
と
な
る
が
，
場
合

に
よ
っ
て
は
，
一
部
の
形
態
の
ヘ
ッ
ジ
会
計
の
場

合
の
よ
う
に
，
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
別
の
時
点
で

行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

8.
53

A
pp

ly
in

g 
th

is 
pr

in
ci

pl
e, 

it 
fo

llo
w

s 
th

at
 if

 r
e-

cy
cl

in
g 

w
ou

ld
 n

ot
 re

su
lt 

in
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

a-
tio

n 
in

 a
ny

 s
ub

se
qu

en
t 

pe
ri

od
, t

he
 it

em
 o

f 
in

co
m

e 
or

 e
xp

en
se

 w
ou

ld
 n

ot
 b

e 
el

ig
ib

le
 fo

r 
re

co
gn

iti
on

 in
 O

C
I u

nd
er

 A
pp

ro
ac

h 
2A

.

こ
の
原
則
を
適
用
す
る
と
，
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

そ
の
後
の
ど
の
期
間
に
お
い
て
も
目
的
適
合
性
の

あ
る
情
報
を
も
た
ら
さ
な
い
場
合
に
は
，
そ
の
収

益
又
は
費
用
の
項
目
は
ア
プ
ロ
ー
チ

2A
に
基
づ
く

O
C

Iへ
の
認
識
に
適
格
と
な
ら
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

8.
55

W
he

n 
an

 a
ss

et
 o

r 
a 

lia
bi

lit
y 

is
 r

em
ea

su
re

d,
 

re
�e

ct
in

g 
th

e 
e�

ec
ts

 o
f t

ha
t 

re
m

ea
su

re
m

en
t 

en
tir

el
y 

in
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 w
ill

 n
or

m
al

ly
 p

ro
-

vi
de

 t
he

 m
os

t 
re

le
va

nt
 a

nd
 u

nd
er

st
an

da
bl

e 
in

fo
rm

at
io

n 
fo

r u
se

rs
 o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

.

あ
る
資
産
又
は
負
債
を
再
測
定
す
る
場
合
に
，
当

該
再
測
定
の
影
響
の
全
体
を
純
損
益
に
反
映
す
る

こ
と
に
よ
り
，
通
常
は
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ

て
最
も
目
的
適
合
性
が
高
く
理
解
可
能
な
情
報
が

提
供
さ
れ
る
．

2
あ
る
資
産
や
負
債
を
再

測
定
す
る
場
合
，
通
常

は
，
当
該
再
測
定
の
影

響
を
す
べ
て
純
損
益
に

反
映
す
る
こ
と
に
よ

り
，
最
も
目
的
適
合
的

な
情
報
が
提
供
さ
れ

る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
再
評
価
差

額
の
一
括
処
理
）

3
　

re
le

va
nt

8.
57

In
 th

e 
IA

SB
ʼs 

vi
ew

, t
hi

s p
re

se
nt

at
io

n （
re

po
rt

-
in

g 
tw

o 
m

ea
su

re
m

en
ts
） 

be
st

 re
�e

ct
s t

he
 e

nt
i-

ty
ʼs 

fin
an

ci
al

 p
os

iti
on

 a
nd

 p
er

fo
rm

an
ce

 in
 

th
e 

sp
ec

ifi
ed

 c
ir

cu
m

st
an

ce
s, 

ba
se

d 
on

 t
he

 
bu

si
ne

ss
 m

od
el

 w
ith

in
 w

hi
ch

 t
he

 d
eb

t 
in

-
st

ru
m

en
t i

s 
he

ld
, a

nd
 th

er
ef

or
e 

pr
ov

id
es

 u
s-

er
s o

f �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

 w
ith

 th
e 

m
os

t r
el

-
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n 

fo
r 

es
ti

m
at

in
g 

th
e 

am
ou

nt
, t

im
in

g 
an

d 
un

ce
rt

ai
nt

y 
of

 f
ut

ur
e 

ca
sh

 �
ow

s.

IA
SB
の
考
え
で
は
，
こ
の
表
示
（

2
つ
の
測
定
の

報
告
）
は
，
特
定
の
状
況
に
お
い
て
は
企
業
の
財
政

状
態
と
業
績
を
，
当
該
負
債
性
金
融
商
品
が
保
有

さ
れ
て
い
る
事
業
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
，
最
も
適

切
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
，
し
た
が
っ
て
，
将

来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
金
額
，
時
期
及
び
不

確
実
性
を
見
積
る
た
め
の
最
も
目
的
適
合
性
の
高

い
情
報
を
財
務
諸
表
利
用
者
に
提
供
す
る
．

2
財
政
状
態
と
財
務
業
績

の
そ
れ
ぞ
れ
を
適
切
に

反
映
す
る
評
価
基
準
が

異
な
る
場
合
は
，
橋
渡

し
項
目
を
用
い
て
異
な

る
基
準
に
よ
る
測
定
を

可
能
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
最
も
目
的
適
合

的
な
情
報
が
提
供
さ
れ

る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
異
な
る
目
的

を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
と
さ
れ
る

異
質
な
測
定
属

性
）

2
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
58

If 
th

e 
IA

SB
 h

as
 d

ec
id

ed
 t

ha
t 

tw
o 

m
ea

su
re

-
m

en
ts

 fo
r 

a 
si

ng
le

 a
ss

et
 o

r 
lia

bi
lit

y 
pr

ov
id

e 
re

le
va

nt
 i

nf
or

m
at

io
n 

to
 u

se
rs

 o
f 

fin
an

ci
al

 
st

at
em

en
ts

 （
se

e 
pa

ra
gr

ap
hs

 8
.5

5–
8.

57
）,

 i
t 

sh
ou

ld
 c

on
sid

er
 w

he
th

er
 th

os
e 

tw
o 

m
ea

su
re

-
m

en
ts

 s
ho

ul
d 

ap
pe

ar
 in

 t
he

 s
ta

te
m

en
t 

of
 �

-
na

nc
ia

l p
os

iti
on

 a
nd

 in
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

, w
ith

 a
 

re
su

lti
ng

 it
em

 i
n 

O
C

I. 
Th

at
 c

on
si

de
ra

tio
n 

w
ou

ld
 b

e 
ba

se
d 

on
 w

he
th

er
 s

uc
h 

pr
es

en
ta

-
ti

on
 p

ro
vi

de
s 

m
or

e 
re

le
va

nt
 i

nf
or

m
at

io
n 

th
an

 e
ith

er
:

単
一
の
資
産
又
は
負
債
に
つ
い
て
の

2
つ
の
測
定

が
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
目
的
適
合
性
の
あ

る
情
報
を
提
供
す
る
と

IA
SB
が
判
断
し
た
場
合

（
8.

55
項
か
ら

8.
57
項
参
照
）
に
は
，
そ
れ
ら

2
つ

の
測
定
を
財
政
状
態
計
算
書
と
純
損
益
に
示
し
，

結
果
と
し
て
生
じ
る
項
目
を

O
C

Iに
示
す
べ
き
か

ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
．
こ
の
検
討
は
，

こ
う
し
た
表
示
の
方
が
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
よ

り
も
目
的
適
合
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
の
か

ど
う
か
を
基
礎
と
す
る
．

3
O

C
Iを
用
い
る
か
ど

う
か
は
，
そ
の
こ
と
を

つ
う
じ
て
目
的
適
合
的

な
情
報
が
提
供
さ
れ
る

か
ど
う
か
に
応
じ
て
決

ま
る
．

　
　

　

re
le

va
nt

/
ex

pl
an

at
io

n 
on

 
“r

el
ev

an
ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
62

In
 so

m
e 

ca
se

s, 
an

 it
em

 o
f i

nc
om

e 
or

 e
xp

en
se

 
re

pr
es

en
ts

 th
e 

e�
ec

ts
 o

f o
nl

y 
pa

rt
 o

f a
 li

nk
ed

 
se

t 
of

 a
ss

et
s, 

lia
bi

lit
ie

s, 
or

 p
as

t 
or

 p
la

nn
ed

 
tr

an
sa

ct
io

ns
. �

is 
m

ay
 a

ris
e 

w
he

n 
on

e 
of

 th
e 

ite
m

s （
or

 p
ar

t o
f a

n 
ite

m
） 

w
ith

in
 th

at
 li

nk
ed

 
se

t i
s r

eg
ul

ar
ly

 re
m

ea
su

re
d 

to
 a

 c
ur

re
nt

 v
al

ue
 

an
d 

th
e 

lin
ke

d 
ite

m
 is

 n
ot

 r
em

ea
su

re
d 

or
 is

 
no

t 
re

co
gn

is
ed

 u
nt

il 
la

te
r, 

if 
at

 a
ll.

 A
 m

is
-

m
at

ch
ed

 r
em

ea
su

re
m

en
t 

ar
is

es
 w

he
n 

th
e 

ite
m

 o
f 

in
co

m
e 

or
 e

xp
en

se
 r

ep
re

se
nt

s 
th

e 
lin

ke
d 

se
t 

of
 it

em
s 

so
 in

co
m

pl
et

el
y 

th
at

, i
n 

th
e 

op
in

io
n 

of
 t

he
 I

A
SB

, t
he

 it
em

 p
ro

vi
de

s 
lit

tle
 r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t 
th

e 
re

tu
rn

 
th

at
 th

e 
en

tit
y 

ha
s 

m
ad

e 
on

 it
s 

ec
on

om
ic

 r
e-

so
ur

ce
s 

in
 th

e 
pe

rio
d.

 In
 th

is 
ca

se
, r

ec
og

ni
s-

in
g 

a 
m

is
m

at
ch

ed
 r

em
ea

su
re

m
en

t 
in

 p
ro

fit
 

or
 lo

ss
 w

ou
ld

 d
im

in
ish

 th
e 

un
de

rs
ta

nd
ab

ili
ty

 
an

d 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
lu

e 
of

 th
e 

am
ou

nt
s i

nc
lu

de
d 

in
 p

ro
�t

 o
r l

os
s.

場
合
に
よ
っ
て
は
，
あ
る
収
益
又
は
費
用
の
項
目

が
，
資
産
，
負
債
又
は
過
去
の
若
し
く
は
予
定
さ

れ
た
取
引
の
結
び
付
い
た
集
合
体
の
一
部
分
だ
け

の
影
響
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
．
こ
れ
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
，
そ
の
結
び
付
い
た
集

合
体
の
中
の
項
目
の

1
つ
（
又
は
あ
る
項
目
の
一
部

分
）
が
定
期
的
に
現
在
価
額
に
再
測
定
さ
れ
て
い

て
，
結
び
付
き
の
あ
る
項
目
が
再
測
定
さ
れ
な
い

か
又
は
認
識
さ
れ
る
と
し
て
も
後
の
時
期
ま
で
認

識
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
．
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ
る

再
測
定
が
生
じ
る
の
は
，
収
益
と
費
用
の
項
目
が

項
目
の
結
び
付
い
た
集
合
体
を
非
常
に
不
完
全
に

し
か
表
現
し
な
い
た
め
に
，

IA
SB
の
意
見
で
は
，

企
業
が
当
期
に
自
ら
の
資
源
に
対
し
て
得
た
リ

タ
ー
ン
に
関
し
て
目
的
適
合
性
の
乏
し
い
情
報
し

か
提
供
し
な
い
場
合
で
あ
る
．
こ
の
場
合
，
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測
定
を
純
損
益
に
認
識
す
る
と
，

純
損
益
に
含
ま
れ
る
金
額
の
理
解
可
能
性
と
予
測

価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
．

2
「
会
計
上
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
」
が
み
ら
れ
る
場
合

は
，
目
的
適
合
性
の
乏

し
い
情
報
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
，
会
計

情
報
の
予
測
価
値
が
低

下
す
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
63

Fo
r 
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am

pl
e, 

IF
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 r
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s 
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t d
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to
 b
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 fa

ir 
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W
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ra
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 t
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 d
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m
ay
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ri

se
 in
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 r
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or

tin
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r 
pe
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od

s 
be

fo
re

 th
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m
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or
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xp
en

se
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su
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 fr
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th
e 

fo
re

ca
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 t
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tio
n.
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t 
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d 
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at
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nt
il 

th
e 
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pa

ct
 o

f 
th

e 
de

ri
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tiv
e 

an
d 

th
e 

he
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ed
 it

em
 c

an
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e 
pr

es
en
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to
ge

th
er
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an
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ga
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s o
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se
s r

es
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 th
e 
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m

ea
-
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re

m
en

t 
of

 t
he

 d
er

iv
at

iv
e 

m
ay

 n
ot

 p
ro

vi
de

 
th

e 
m

os
t r

el
ev

an
t i

nf
or

m
at

io
n 

ab
ou

t t
he

 r
e-

tu
rn

 th
at

 th
e 

en
tit

y 
ha

s m
ad

e 
on

 it
s r

es
ou

rc
es

 
du

rin
g 

th
e 

pe
rio

d.

例
え
ば
，

IF
RS
は
大
部
分
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
を
公

正
価
値
で
測
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
．
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
を
予
定
取
引
の
ヘ
ッ
ジ
に
使
用
す
る

場
合
に
，
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
公
正
価
値
の
変
動
が
，

収
益
又
は
費
用
が
予
定
取
引
か
ら
生
じ
る
前
の
報

告
期
間
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
．
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
と
ヘ
ッ
ジ
対
象
の
影
響
を
一
緒
に
表
示
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
，
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
再
測
定
か

ら
生
じ
た
利
得
又
は
損
失
は
，
企
業
が
当
期
中
に

自
ら
の
資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
す
る

最
も
目
的
適
合
性
の
高
い
情
報
を
提
供
し
な
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
主
張
が
成
り
立
ち
得
る
．

2
ヘ
ッ
ジ
の
関
係
に
あ
る

項
目
の
う
ち
の
一
部
だ

け
を
公
正
価
値
で
継
続

的
に
評
価
し
，
評
価
差

額
を
純
利
益
に
反
映
し

て
も
，
目
的
適
合
的
な

情
報
は
提
供
さ
れ
な

い
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
　

re
le

va
nt

8.
66

Li
ke

w
is

e,
 t

he
 c
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ul

at
iv

e 
am

ou
nt

 o
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-
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re
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r 
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f t
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pe
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 �
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is 
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e 
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 th
at

 th
e 

cu
m

ul
at

iv
e 

am
ou

nt
 a

t t
he

 d
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e 
of

 d
isp

os
al

 p
ro

vi
de

s r
el

e-
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

cu
m

ul
at

iv
e 

im
-

pa
ct

 o
f t

he
 e

nt
ity
ʼs 

ex
po

su
re

 to
 fo

re
ig

n 
cu

r-
re

nc
y 

ar
isi

ng
 fr

om
 it

s f
or

ei
gn

 a
ct

iv
iti

es
.

同
様
に
，
在
外
営
業
活
動
体
の
換
算
か
ら
生
じ
る

為
替
差
損
益
の
累
計
額
は
，
当
該
営
業
活
動
体
の

処
分
時
に
純
損
益
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
な

る
．
こ
れ
は
，
処
分
日
現
在
の
累
計
額
が
，
海
外

活
動
か
ら
生
じ
る
外
国
為
替
へ
の
企
業
の
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
累
積
的
影
響
に
関
す
る
目
的
適
合

性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
根
拠
に
よ
る

も
の
で
あ
る
．

2
為
替
換
算
調
整
勘
定
を

在
外
営
業
活
動
体
の
処

分
時
に
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
す
れ
ば
，
当
該
活
動

に
関
連
す
る
外
国
為
替

へ
の
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
累
積
的
影
響

に
つ
い
て
，
目
的
適
合

的
な
情
報
が
提
供
さ
れ

る
．

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
　

re
le

va
nt

8.
67
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w
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tiv
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d,
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ng
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ar
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-
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io

d 
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e 
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rio

d 
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an
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e 
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�
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w
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s 
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ex
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-
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s 
m

ay
 n

ot
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es
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ri

ly
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de
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t 
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e 
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rio
d 
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-
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 if
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t 

pe
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od
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an

y 
ye

ar
s 

a�
er
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ex

ch
an

ge
 d

i�
er

en
ce

s w
er

e 
ac

cu
m

ul
at

ed
, s

uc
h 

as
 in

 th
e 

ca
se

 o
f f

or
ei

gn
 o

pe
ra

tio
ns

 th
at

 h
av

e 
be

en
 g

ra
du

al
ly

 w
ou

nd
 d

ow
n.

し
か
し
，
一
部
の
人
々
の
意
見
で
は
，
在
外
営
業

活
動
体
が
い
つ
処
分
さ
れ
た
の
か
を
決
定
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
（
例
え
ば
，
営
業
活
動
体

の
活
動
が
放
棄
さ
れ
た
場
合
）
の
で
，
特
定
の
期
間

を
処
分
の
あ
っ
た
期
間
と
し
て
識
別
す
る
こ
と
は

恣
意
的
と
な
る
場
合
が
あ
る
．
こ
の
見
解
を
有
す

る
人
々
は
，
為
替
差
額
の
累
計
額
の
リ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
は
必
ず
し
も
処
分
の
あ
っ
た
期
間
に
お
け
る

目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い
と
主
張

す
る
で
あ
ろ
う
．
特
に
，
当
該
期
間
が
，
為
替
差

額
が
累
積
さ
れ
て
か
ら
何
年
も
経
過
し
た
後
で
あ

る
場
合
（
徐
々
に
縮
小
さ
れ
た
在
外
営
業
活
動
体
の

場
合
な
ど
）
で
あ
る
．

2
投
資
の
成
果
が
確
定
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す

る
多
義
的
な
解
釈
が
可

能
で
，
確
定
時
点
の
決

定
が
経
営
者
の
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合

は
，
そ
の
恣
意
的
な
決

定
に
も
と
づ
き
リ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
手
続
を

と
っ
た
と
し
て
も
目
的

適
合
的
な
情
報
は
提
供

さ
れ
な
い
，
と
い
う
主

張
が
み
ら
れ
る
．（
過

度
に
恣
意
的
な
操
作
か

ら
導
か
れ
て
く
る
財
務

情
報
は
目
的
適
合
性
を

有
し
な
い
，
と
い
う
主

張
が
み
ら
れ
る
．）

過
度
に
恣
意
的
な

裁
量
の
余
地

6
y
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 
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�
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w
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n 

cu
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 n

et
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n 
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n 
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th
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 th
an
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t-
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rm

 e
xp
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e 
to

 t
he

 o
pe
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tio

nʼ
s 

ne
t 

m
on

et
ar

y 
as

se
ts

.

他
方
，
為
替
差
額
の
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
処
分
の

あ
っ
た
期
間
に
お
け
る
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報

を
提
供
す
る
と
い
う
意
見
の
人
々
も
い
る
．
純
投

資
か
ら
生
じ
る
企
業
の
長
期
の
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
影
響
を
反
映
す
る
か
ら
で
あ
る
．
こ
の

見
解
を
有
す
る
人
々
は
，
企
業
が
有
し
て
い
る
の

は
，
在
外
営
業
活
動
体
に
対
す
る
純
投
資
へ
の
長

期
の
外
国
為
替
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
り
，
当

該
営
業
活
動
体
の
正
味
の
貨
幣
性
資
産
へ
の
短
期

の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
と
主
張
す
る
．

2
為
替
差
額
が
在
外
営
業

活
動
体
に
対
す
る
純
投

資
か
ら
生
じ
る
，
外
国

為
替
に
係
る
長
期
に
わ

た
る
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
の
影
響
を
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
，
い
っ
た
ん

O
C

I
処
理
し
た
当
該
差
額
に

係
る
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
か
ら
目
的
適
合

的
な
情
報
が
提
供
さ
れ

る
．（
確
定
し
た
成
果

の
す
べ
て
を
純
利
益
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
，
そ
の
目
的
適

合
性
が
高
ま
る
，
と
い

う
主
張
が
み
ら
れ
る
．）

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
y

re
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t t
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e 
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s 
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m
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 re
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s i
n 

th
e 

pe
rio

d?

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測
定

 そ
の
収
益
又
は
費
用

の
項
目
が
，
資
産
，
負
債
又
は
過
去
の
若
し
く
は

予
定
さ
れ
た
取
引
の
結
び
付
い
た
集
合
体
の
一
部

分
を
非
常
に
不
完
全
に
し
か
表
現
し
な
い
た
め
に
，

IA
SB
の
意
見
で
は
，
当
該
項
目
は
，
企
業
が
当
期

に
自
ら
の
資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
し

て
目
的
適
合
性
の
乏
し
い
情
報
し
か
提
供
し
な
い

か
？

2
会
計
上
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
放
置
し
て
お
け
ば
，

そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
情
報
の
目
的
適
合
性

は
低
下
す
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
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nt
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（
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U
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 I

n 
ad

di
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n,
 f

ai
r 

va
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e 
is 
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ra
lly

 r
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d 
as

 
th

e 
m

os
t 

re
le

va
nt

 m
ea
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f 

pe
rf
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m
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ty
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, e
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t, 

ar
gu

ab
ly,

 fo
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m

e 
st

ra
te

gi
c i

nv
es

tm
en

ts
.

（
資
本
性
金
融
商
品
に
対
す
る
指
定
さ
れ
た
投
資
に

係
る
公
正
価
値
の
変
動
は
）
運
用
可
能
な
減
損
モ
デ

ル
が
開
発
で
き
な
い
限
り
，
橋
渡
し
項
目
に
も
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測
定
に
も
該
当
し
な
い
可
能

性
が
高
い
．
さ
ら
に
，
公
正
価
値
は
一
般
に
資
本

性
金
融
商
品
に
つ
い
て
の
業
績
の
最
も
目
的
適
合

性
の
あ
る
測
定
値
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
お
そ
ら

く
，
一
部
の
戦
略
的
投
資
を
例
外
と
し
て
）．

2
公
正
価
値
は
，
一
般

に
，
資
本
性
金
融
商
品

に
係
る
業
績
に
つ
い
て

の
最
も
目
的
適
合
的
な

測
定
値
と
考
え
ら
れ
て

い
る
．

金
融
商
品
に
係
る

時
価
情
報

5
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結
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個
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デ
ー
タ
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き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
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用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
73

H
ow

ev
er

, i
n 

ap
pl

yi
ng

 A
pp

ro
ac

h 
2A

, a
 re

m
ea

-
su

re
m

en
t o

f a
 n

et
 d

e�
ne

d 
be

ne
�t

 p
en

sio
n 

as
-

se
t o

r l
ia

bi
lit

y 
in

 a
cc

or
da

nc
e 

w
ith

 IA
S 

19
 E

m
-

pl
oy

ee
 B

en
e�

ts
 w

ou
ld

 n
ot

 b
e 

re
co

gn
is

ed
 in

 
O

C
I b

ec
au

se
 it

 is
:  

 
（

a）
 n

ot
 a

 m
is

m
at

ch
ed

 r
em

ea
su

re
m

en
t 

be
-

ca
us

e 
th

er
e 

is 
no

 li
nk

ed
 it

em
 th

at
 is

 n
ot

 r
ec

-
og

ni
se

d,
 o

r i
s n

ot
 re

m
ea

su
re

d;
 a

nd
   

（
b）

 n
ot

 a
 b

ri
dg

in
g 

ite
m

. T
he

 c
um

ul
at

iv
e 

am
ou

nt
 r

ec
og

ni
se

d 
in

 p
ro

fit
 o

r 
lo

ss
 w

ou
ld

 
no

t 
be

 c
on

sis
te

nt
 w

ith
 a

ny
 m

ea
ni

ng
fu

l, 
un

-
de

rs
ta

nd
ab

le
 a

nd
 c

le
ar

ly
 d

es
cr

ib
ab

le
 m

ea
su

re
 

of
 th

e 
lia

bi
lit

y 
or

 th
e 

as
se

t, 
be

ca
us

e:
 

（
i）

 t
he

 a
m

ou
nt

s 
re

co
gn

ise
d 

in
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 
ar

e 
de

te
rm

in
ed

 u
sin

g 
di

sc
ou

nt
 r

at
es

 th
at

 a
re

 
re

se
t a

t t
he

 st
ar

t o
f e

ac
h 

pe
rio

d.
 A

n 
ac

cu
m

u-
la

tio
n 

of
 t

he
se

 a
m

ou
nt

s 
co

ul
d 

be
 d

es
cr

ib
ed

 
on

ly
 b

y 
its

 h
ist

or
y, 

no
t a

s 
a 

m
ea

ni
ng

fu
l, 

un
-

de
rs

ta
nd

ab
le

 a
nd

 c
le

ar
ly

 d
es

cr
ib

ab
le

 m
ea

-
su

re
. I

n 
pr

in
ci

pl
e, 

th
is 

co
ul

d 
be

 o
ve

rc
om

e 
by

 
us

in
g 

a 
sin

gl
e 

di
sc

ou
nt

 r
at

e 
fo

r 
re

co
gn

iti
on

 
in

 p
ro

�t
 o

r l
os

s t
hr

ou
gh

 th
e 

lif
e 

of
 a

n 
ob

lig
a-

tio
n,

 b
ut

 t
hi

s 
w

ou
ld

 r
eq

ui
re

 c
on

si
de

ra
bl

e 
tr

ac
ki

ng
 a

nd
 o

pe
ra

tio
na

l c
om

pl
ex

ity
 o

r h
ig

h-
ly

 a
rb

itr
ar

y 
sim

pl
i�

ca
tio

ns
; i

t i
s 

no
t o

bv
io

us
 

th
at

 th
e 

re
su

lti
ng

 in
fo

rm
at

io
n 

w
ou

ld
 b

e 
re

le
-

va
nt

 to
 u

se
rs

 o
f �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
.

し
か
し
，
ア
プ
ロ
ー
チ

2A
を
適
用
す
る
と
，

IA
S

第
19
号
「
従
業
員
給
付
」
に
従
っ
た
確
定
給
付
年

金
資
産
又
は
負
債
の
純
額
の
再
測
定
は
，
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
た
め
，

O
C

Iに
は
認
識
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
．

  
 

（
a）
認
識
又
は
再
測
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
結
び
付

き
の
あ
る
項
目
が
な
い
た
め
，
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ

る
再
測
定
で
は
な
い
．

 
（

b）
橋
渡
し
項
目
で
は
な
い
．
純
損
益
に
認
識
さ
れ

た
累
計
額
は
，
負
債
又
は
資
産
の
有
意
義
で
理
解

可
能
な
明
確
に
記
述
で
き
る
測
定
値
と
一
致
し
な

い
．
こ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
．

  
 

（
i）
純
損
益
に
認
識
さ
れ
る
金
額
は
，
各
期
首
に
再

設
定
さ
れ
る
割
引
率
を
用
い
て
決
定
さ
れ
る
．
こ

れ
ら
の
金
額
の
累
計
額
は
，
経
緯
に
よ
っ
て
し
か

説
明
で
き
ず
，
有
意
義
で
理
解
可
能
な
明
確
に
記

述
で
き
る
測
定
値
と
し
て
は
説
明
で
き
な
い
．
原

則
的
に
は
，
こ
れ
は
義
務
の
存
続
期
間
を
通
じ
て

純
損
益
へ
の
認
識
に
つ
い
て
単
一
の
割
引
率
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
克
服
で
き
る
が
，
こ
れ
に
は
，

相
当
の
追
跡
作
業
と
運
用
上
の
複
雑
性
，
又
は
極

め
て
恣
意
的
な
単
純
化
が
必
要
と
な
る
．
こ
れ
に

よ
り
生
じ
る
情
報
が
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て

目
的
適
合
性
が
あ
る
こ
と
が
明
白
で
は
な
い
．

2
過
度
に
単
純
な
仮
定
に

も
と
づ
く
情
報
は
，
目

的
適
合
的
で
は
な
い
こ

と
も
あ
り
う
る
．

過
度
に
単
純
な
仮

定
へ
の
依
拠

6
　

re
le

va
nc

e
8.

81
A

pp
ro

ac
h 

2B
 u

se
s 

br
oa

dl
y 

th
e 

sa
m

e 
pr

in
ci

-
pl

es
 a

s 
do

es
 A

pp
ro

ac
h 

2A
, b

ut
 i

nt
er

pr
et

s 
Pr

in
ci

pl
es

 1
 a

nd
 2

 m
or

e 
br

oa
dl

y 
an

d 
am

en
ds

 
Pr

in
ci

pl
e 

3.
 P

rin
ci

pl
es

 1
 a

nd
 2

 a
re

 th
e 

sa
m

e, 
na

m
el

y:
  

 
（

a）
 P

rin
ci

pl
e 

1:
 it

em
s o

f i
nc

om
e 

an
d 

ex
pe

ns
e 

pr
es

en
te

d 
in

 p
ro

�t
 o

r l
os

s p
ro

vi
de

 th
e 

pr
im

a-
ry

 so
ur

ce
 o

f i
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 re

tu
rn

 a
n 

en
tit

y 
ha

s m
ad

e 
on

 it
s e

co
no

m
ic

 re
so

ur
ce

s i
n 

a 
pe

rio
d.

  
 

（
b）

 P
rin

ci
pl

e 
2:

 a
ll 

ite
m

s 
of

 in
co

m
e 

an
d 

ex
-

pe
ns

e 
sh

ou
ld

 b
e 

re
co

gn
ise

d 
in

 p
ro

�t
 o

r 
lo

ss
 

un
le

ss
 r

ec
og

ni
sin

g 
an

 it
em

 in
 O

C
I e

nh
an

ce
s 

th
e 

re
le

va
nc

e 
of

 p
ro

�t
 o

r l
os

s i
n 

th
at

 p
er

io
d.

ア
プ
ロ
ー
チ

2B
は
，
ア
プ
ロ
ー
チ

2A
と
お
お
む

ね
同
じ
原
則
を
使
用
す
る
が
，
原
則

1
と
原
則

2
を
も
っ
と
広
く
解
釈
し
，
原
則

3
を
修
正
す
る
．

原
則

1
と
原
則

2
は
同
じ
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
， 

（
a）
原
則

1：
純
損
益
に
表
示
す
る
収
益
及
び
費
用

の
項
目
は
，
企
業
が
あ
る
期
間
に
自
ら
の
経
済
的

資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
す
る
主
要
な

情
報
源
を
提
供
す
る
．

  
 

（
b）
原
則

2：
す
べ
て
の
収
益
及
び
費
用
の
項
目

は
，
あ
る
項
目
を

O
C

Iに
認
識
す
る
こ
と
で
当
該

期
間
の
純
損
益
の
目
的
適
合
性
が
高
ま
る
場
合
を

除
い
て
，
純
損
益
に
認
識
す
べ
き
で
あ
る
．

3
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か
否
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re
le

va
nt

/
ex
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an

at
io

n 
on

 
“r

el
ev

an
ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
82

H
ow

ev
er

, i
n 

ap
pl

yi
ng

 P
rin

ci
pl

es
 1

 a
nd

 2
, A

p-
pr

oa
ch

 2
B 

w
ou

ld
 ta

ke
 a

 b
ro

ad
er

 v
ie

w
 a

bo
ut

 
th

e 
na

tu
re

 o
f t

he
 m

ea
su

re
 th

at
 is

 r
ec

og
ni

se
d 

in
 p

ro
�t

 o
r l

os
s. 

Ap
pr

oa
ch

 2
A

 ta
ke

s t
he

 v
ie

w
 

th
at

 s
pl

itt
in

g 
an

 it
em

 o
f i

nc
om

e 
or

 e
xp

en
se

 
in

to
 a

 co
m

po
ne

nt
 in

 p
ro

�t
 o

r l
os

s a
nd

 a
 co

m
-

po
ne

nt
 in

 O
C

I 
w

ill
 r

es
ul

t 
in

 r
el

ev
an

t 
in

fo
r-

m
at

io
n 

in
 p

ro
�t

 o
r l

os
s o

nl
y 

if 
th

e 
co

m
po

ne
nt

 
in

 p
ro

fit
 o

r 
lo

ss
 a

ri
se

s 
fr

om
 a

 m
ea

ni
ng

fu
l, 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
 a

nd
 c

le
ar

ly
 d

es
cr

ib
ab

le
 m

ea
-

su
re

 o
f t

he
 re

la
te

d 
as

se
t o

r l
ia

bi
lit

y.

し
か
し
，
原
則

1
及
び

2
を
適
用
す
る
際
に
，
ア

プ
ロ
ー
チ

2B
は
，
純
損
益
に
認
識
す
る
測
定
値
の

性
質
に
つ
い
て
，
よ
り
幅
広
い
見
解
を
採
用
す
る
．

ア
プ
ロ
ー
チ

2A
で
は
，
収
益
又
は
費
用
の
項
目
を

純
損
益
の
内
訳
項
目
と

O
C

Iの
内
訳
項
目
と
に
分

解
す
る
こ
と
が
，
純
損
益
に
お
い
て
目
的
適
合
性

の
あ
る
情
報
を
生
じ
る
の
は
，
純
損
益
の
内
訳
項

目
が
，
関
連
す
る
資
産
又
は
負
債
の
有
意
義
で
理

解
可
能
な
明
確
に
記
述
で
き
る
測
定
値
か
ら
生
じ

る
場
合
だ
け
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
採
用
す
る
．

2
純
利
益
の
構
成
要
素
と

O
C

Iの
構
成
要
素
へ

の
分
割
が
，
資
産
や
負

債
に
関
す
る
直
接
的
な

意
味
づ
け
が
可
能
な
評

価
額
に
も
と
づ
い
て
行

わ
れ
な
い
か
ぎ
り
，
そ

う
し
た
分
割
か
ら
目
的

適
合
的
な
情
報
は
提
供

さ
れ
な
い
，
と
い
う
主

張
が
み
ら
れ
る
．（
資

産
や
負
債
を
直
接
的
に

意
義
づ
け
う
る
評
価
基

準
に
依
拠
し
た
情
報
以

外
は
目
的
適
合
的
で
あ

り
え
な
い
．）

直
接
的
な
解
釈
を

与
え
う
る
評
価
基

準
に
も
と
づ
く
測

定

6
y

re
le

va
nt

/
ex

pl
an

at
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n 
on

 
“r

el
ev

an
ce
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pr
ed
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tiv

e 
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e 
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d 
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n�
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or
y 

va
lu

e
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A
pp

ro
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h 
2B

 t
ak

es
 a

 b
ro

ad
er

 v
ie

w
 a

bo
ut

 
w

ha
t i

nf
or

m
at

io
n 

is 
re

le
va

nt
 a

nd
 u

nd
er

st
an

d-
ab

le
. �

at
 is

, u
nd

er
 A

pp
ro

ac
h 

2B
, a

n 
ite

m
 o

f 
in

co
m

e 
or

 e
xp

en
se

 c
an

 b
e 

di
sa

gg
re

ga
te

d 
be

-
tw

ee
n 

pr
o�

t 
or

 lo
ss

 a
nd

 O
C

I 
if 

th
e 

co
m

po
-

ne
nt

 re
co

gn
ise

d 
in

 p
ro

�t
 o

r l
os

s p
ro

vi
de

s r
el

-
ev

an
t i

nf
or

m
at

io
n,

 ie
 e

nh
an

ce
s t

he
 p

re
di

ct
iv

e 
va

lu
e 

an
d 

un
de

rs
ta

nd
ab

ili
ty

 o
f p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

. 
It 

w
ou

ld
 n

ot
 n

ee
d 

to
 a

ris
e 

fr
om

 a
 c

le
ar

ly
 d

e-
sc

rib
ab

le
 m

ea
su

re
 o

f t
he

 r
el

at
ed

 a
ss

et
 o

r 
lia

-
bi

lit
y.

ア
プ
ロ
ー
チ

2B
で
は
，
ど
の
よ
う
な
情
報
が
目
的

適
合
性
が
あ
り
理
解
可
能
で
あ
る
の
か
に
関
し
て
，

よ
り
幅
広
い
見
解
を
採
用
す
る
．
す
な
わ
ち
，
ア

プ
ロ
ー
チ

2B
で
は
，
収
益
又
は
費
用
の
項
目
は
，

純
損
益
に
認
識
す
る
内
訳
項
目
が
目
的
適
合
性
の

あ
る
情
報
を
提
供
す
る
（
す
な
わ
ち
，
純
損
益
の
予

測
価
値
と
理
解
可
能
性
を
高
め
る
）
場
合
に
は
，
純

損
益
と

O
C

Iに
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
関
連

す
る
資
産
又
は
負
債
の
明
確
に
記
述
で
き
る
測
定

値
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
こ
と
に

な
る
．

2
た
と
え
純
利
益
の
構
成

要
素
と

O
C

Iの
構
成

要
素
へ
の
分
割
を
，
資

産
や
負
債
に
関
す
る
直

接
的
な
意
味
づ
け
が
困

難
な
評
価
額
に
も
と
づ

い
て
行
っ
た
と
し
て

も
，
そ
う
し
た
分
割
か

ら
目
的
適
合
的
な
情
報

は
提
供
さ
れ
う
る
，
と

い
う
主
張
が
み
ら
れ

る
．（
資
産
や
負
債
を

直
接
的
に
意
義
づ
け
う

る
評
価
基
準
に
依
拠
し

て
い
る
こ
と
は
，
財
務

情
報
が
目
的
適
合
的
で

あ
る
た
め
の
必
要
条
件

で
は
な
い
．）

直
接
的
な
解
釈
を

与
え
う
る
評
価
基

準
に
も
と
づ
く
測

定

6
y
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デ
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箇
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的
適
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す
る
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述
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（
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リ
ー
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の

み
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る
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定
手
法
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ブ
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テ

 
ゴ
リ
ー

「
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論
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記
」 

か
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か

re
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va
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dd
iti
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, P

rin
ci
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e 

3 
ha
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ee

n 
am

en
de

d 
to

 
gi

ve
 g

re
at

er
 d

isc
re

tio
n 

to
 th

e 
IA

SB
 to

 d
et

er
-

m
in

e 
w

he
th

er
 it

em
s 

of
 in

co
m

e 
or

 e
xp

en
se

 
re

co
gn

ise
d 

in
 O

C
I s

ho
ul

d 
be

 r
ec

yc
le

d.
 P

rin
-

ci
pl

e 
3 

in
 A

pp
ro

ac
h 

2B
 re

ad
s a

s f
ol

lo
w

s [
em

-
ph

as
is 

ad
de

d]
:  

 
Pr

in
ci

pl
e 

3:
 a

n 
ite

m
 th

at
 h

as
 p

re
vi

ou
sly

 b
ee

n 
re

co
gn

ise
d 

in
 O

C
I s

ho
ul

d 
be

 re
cl

as
si�

ed
 （

re
-

cy
cl

ed
） 

to
 p

ro
fit

 o
r 

lo
ss

 w
he

n,
 a

nd
 o

nl
y 

w
he

n,
 th

e 
re

cl
as

si�
ca

tio
n 

re
su

lts
 in

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n.

さ
ら
に
，
原
則

3
は
，

O
C

Iに
認
識
す
る
収
益
又

は
費
用
の
項
目
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
べ
き
か
ど
う
か

を
決
定
す
る
た
め
の
，
よ
り
大
き
な
裁
量
を

IA
SB

に
与
え
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
．
ア
プ
ロ
ー

チ
2B
に
お
け
る
原
則

3
は
，
次
の
よ
う
に
な
る
．

［
強
調
追
加
］ 

 
 

原
則

3：
過
去
に

O
C

Iに
認
識
し
た
項
目
は
，
振

替
が
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
も
た
ら
す
場
合

に
，
か
つ
，
そ
の
場
合
に
の
み
，
純
損
益
へ
の
振

替
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
す
べ
き
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

/
ex

pl
an

at
io

n 
on

 
“r

el
ev

an
ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
85

�
is

 t
re

at
m

en
t 

of
 r

ec
yc

lin
g 

is
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
ar

gu
m

en
ts

:  
 

（
a）

 r
ec

yc
lin

g 
so

m
e 

O
C

I 
ite

m
s, 

su
ch

 a
s 

th
e 

re
m

ea
su

re
m

en
t o

f a
 d

e�
ne

d 
be

ne
�t

 p
en

sio
n 

as
se

t o
r 

lia
bi

lit
y, 

w
ill

 n
ot

 p
ro

vi
de

 s
u�

ci
en

tly
 

re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n （

w
ou

ld
 n

ot
 e

nh
an

ce
 th

e 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
lu

e 
of

 p
ro

�t
 o

r 
lo

ss
） 

to
 w

ar
ra

nt
 

re
cy

cl
in

g;
 a

nd

こ
の
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
取
扱
い
は
，
次
の
よ
う

な
主
張
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
．

 
（

a）
一
部
の

O
C

I項
目
（
確
定
給
付
年
金
資
産
又

は
負
債
の
再
測
定
な
ど
）
の
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
，

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
な
目

的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い
（
す
な
わ

ち
，
純
損
益
の
予
測
価
値
を
高
め
な
い
）．

2
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
手

続
は
，
純
利
益
の
予
測

価
値
を
高
め
な
い
と
い

う
意
味
に
お
い
て
目
的

適
合
的
で
は
な
い
，
と

い
う
主
張
が
み
ら
れ

る
．

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
y

re
le

va
nt

/
ex

pl
an

at
io

n 
on

 
“r

el
ev

an
ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
85

（
b）

 r
ec

yc
lin

g 
on

ly
 w

he
n 

it 
pr

ov
id

es
 r

el
ev

an
t 

in
fo

rm
at

io
n 

pr
ot

ec
ts

 th
e 

in
te

gr
ity

 o
f p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 a
s t

he
 p

rim
ar

y 
gr

ou
p 

of
 it

em
s t

o 
pr

ov
id

e 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 r

et
ur

n 
th

at
 th

e 
en

tit
y 

ha
s m

ad
e 

on
 it

s e
co

no
m

ic
 re

so
ur

ce
s.

（
b）
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
場
合
に

だ
け
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
企
業

が
自
ら
の
経
済
的
資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
主
要
な
項
目
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
，
純
損
益
の
完
全
性
が
守
ら
れ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nc

e
8.

88
O

n 
th

e 
ba

sis
 o

f t
hi

s 
vi

ew
, A

pp
ro

ac
h 

2B
 p

ro
-

po
se

s 
th

at
, i

n 
ad

di
tio

n 
to

 u
sin

g 
th

e 
co

nc
ep

ts
 

of
 m

is
m

at
ch

ed
 r

em
ea

su
re

m
en

ts
 a

nd
 b

ri
dg

-
in

g 
ite

m
s, 

th
e 

IA
SB

 s
ho

ul
d 

co
ns

id
er

 r
ec

og
-

ni
sin

g 
ite

m
s o

f i
nc

om
e 

an
d 

ex
pe

ns
e 

in
 O

C
I i

f 
th

ey
 h

av
e 

al
l o

f t
he

 fo
llo

w
in

g 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s: 

（
a）

 th
e 

as
se

t w
ill

 b
e 

re
al

ise
d,

 o
r 

th
e 

lia
bi

lit
y 

w
ill

 b
e 

se
ttl

ed
, o

ve
r t

he
 lo

ng
-t

er
m

;   
（

b）
 t

he
 c

ur
re

nt
 p

er
io

d 
re

m
ea

su
re

m
en

t 
is

 
lik

el
y 

to
 r

ev
er

se
 fu

lly
, o

r 
sig

ni
�c

an
tly

 c
ha

ng
e 

（
in

 e
ith

er
 d

ire
ct

io
n）

, o
ve

r t
he

 h
ol

di
ng

 p
er

io
d 

of
 th

e 
as

se
t o

r t
he

 li
ab

ili
ty

; a
nd

  
 

（
c）

 re
co

gn
isi

ng
 th

e 
cu

rr
en

t p
er

io
d 

re
m

ea
su

re
-

m
en

t f
ul

ly
 o

r p
ar

tly
 in

 O
CI

 e
nh

an
ce

s t
he

 re
le

-
va

nc
e a

nd
 u

nd
er

sta
nd

ab
ili

ty
 o

f p
ro

�t
 o

r l
os

s a
s 

th
e 

pr
im

ar
y 

in
di

ca
to

r 
of

 t
he

 r
et

ur
n 

th
at

 t
he

 
en

tit
y 

ha
s m

ad
e o

n 
its

 ec
on

om
ic

 re
so

ur
ce

s.

こ
の
見
解
に
基
づ
い
て
，
ア
プ
ロ
ー
チ

2B
で
は
，

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測
定
と
橋
渡
し
項
目
の
使

用
に
加
え
て
，
収
益
及
び
費
用
の
項
目
が
次
の
特

徴
の
す
べ
て
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は

O
C

Iに
認

識
す
る
こ
と
を

IA
SB
は
検
討
す
べ
き
だ
と
提
案
し

て
い
る
．

  
 

（
a）
資
産
の
実
現
又
は
負
債
の
決
済
が
長
期
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
る
．

  
 

（
b）
当
期
の
再
測
定
が
，
資
産
又
は
負
債
の
保
有
期

間
に
わ
た
り
，
す
べ
て
元
に
戻
る
か
又
は
著
し
く

変
動
す
る
（
い
ず
れ
か
の
方
向
に
）
可
能
性
が
高

い
．

（
c）
当
期
の
再
測
定
の
全
部
又
は
一
部
を

O
C

Iに
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
，
企
業
が
自
ら
の
経
済
的

資
源
に
対
し
て
得
た
リ
タ
ー
ン
の
主
要
な
指
標
と

し
て
の
純
損
益
の
目
的
適
合
性
と
理
解
可
能
性
が

高
ま
る
．

2
「
一
時
的
な
再
測
定
」

項
目
も
リ
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
対
象
と
す
る
こ
と

で
純
利
益
情
報
の
目
的

適
合
性
は
高
ま
り
う

る
，
と
い
う
主
張
が
み

ら
れ
る
．

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
y
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

8.
90

A
n 

ex
am

pl
e 

of
 a

 t
ra

ns
ito

ry
 r

em
ea

su
re

m
en

t 
w

ou
ld

 b
e 

th
e 

re
m

ea
su

re
m

en
t o

f a
 n

et
 d

e�
ne

d 
be

ne
�t

 p
en

sio
n 

lia
bi

lit
y 

or
 a

ss
et

. �
e 

in
di

vi
d-

ua
l o

bl
ig

at
io

ns
 w

ill
 b

e 
se

ttl
ed

 a
s 

em
pl

oy
ee

s 
le

av
e 

em
pl

oy
m

en
t 

an
d 

ev
en

tu
al

ly
 d

ie
. T

he
 

tim
e 

ho
ri

zo
n 

fo
r 

th
is

 t
yp

e 
of

 s
et

tle
m

en
t 

is 
ge

ne
ra

lly
 v

ie
w

ed
 a

s 
lo

ng
 te

rm
, i

e 
th

e 
liv

es
 o

f 
th

e 
em

pl
oy

ee
s. 

Be
ca

us
e 

of
 th

is 
tim

e 
ho

riz
on

 
an

d 
th

e 
na

tu
re

 o
f 

th
e 

ri
sk

s, 
ac

tu
ar

ia
l g

ai
ns

 
an

d 
lo

ss
es

 a
ris

in
g 

fr
om

 d
e�

ne
d 

be
ne

�t
 o

bl
i-

ga
ti

on
s 

an
d 

pl
an

 a
ss

et
s 

ar
e 

ex
pe

ct
ed

 t
o 

ch
an

ge
 si

gn
i�

ca
nt

ly
 o

ve
r m

an
y 

re
po

rt
in

g 
pe

-
rio

ds
. �

e 
re

m
ea

su
re

m
en

t p
ro

vi
de

s i
nf

or
m

a-
tio

n 
ab

ou
t t

he
 u

nc
er

ta
in

ty
 a

nd
 ri

sk
s o

f f
ut

ur
e 

ca
sh

 f
lo

w
s 

an
d 

re
fle

ct
s 

th
os

e 
un

ce
rt

ai
nt

ie
s 

an
d 

ris
ks

 in
 t

he
 s

ta
te

m
en

t o
f �

na
nc

ia
l p

os
i-

tio
n.

 H
ow

ev
er

, t
he

 r
em

ea
su

re
m

en
t 

pr
ov

id
es

 
le

ss
 in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t t

he
 li

ke
ly

 a
m

ou
nt

 a
nd

 
tim

in
g 

of
 t

ho
se

 c
as

h 
flo

w
s. 

C
on

se
qu

en
tly

, 
re

co
gn

is
in

g 
th

e 
re

m
ea

su
re

m
en

t 
in

 O
C

I 
m

ak
es

 t
he

 d
i�

er
en

ce
 in

 t
he

 p
re

di
ct

iv
e 

va
lu

e 
of

 th
os

e 
ite

m
s 

tr
an

sp
ar

en
t a

nd
 d

i�
er

en
tia

te
s 

th
em

 f
ro

m
 it

em
s 

in
 p

ro
�t

 o
r 

lo
ss

 t
ha

t 
ha

ve
 

m
or

e 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
lu

e, 
m

ak
in

g 
pr

o�
t o

r 
lo

ss
 

m
or

e 
un

de
rs

ta
nd

ab
le

.

一
時
的
な
再
測
定
の
一
例
は
，
確
定
給
付
年
金
負

債
又
は
資
産
の
純
額
の
再
測
定
で
あ
ろ
う
．
個
々

の
義
務
は
，
従
業
員
が
退
職
し
最
終
的
に
は
死
亡

す
る
に
つ
れ
て
決
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
こ
の

形
態
の
決
済
の
対
象
期
間
は
，
一
般
的
に
長
期
（
す

な
わ
ち
，
従
業
員
の
寿
命
）
と
見
ら
れ
る
．
こ
の
対

象
期
間
の
長
さ
と
リ
ス
ク
の
性
質
に
よ
り
，
確
定

給
付
制
度
債
務
及
び
制
度
資
産
か
ら
生
じ
る
保
険

数
理
差
損
益
は
，
多
年
の
報
告
期
間
に
わ
た
り
著

し
く
変
動
す
る
と
予
想
さ
れ
る
．
再
測
定
は
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
不
確
実
性
と
リ
ス
ク
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
，
そ
れ
ら
の
不
確
実
性
と

リ
ス
ク
を
財
政
状
態
計
算
書
に
反
映
す
る
．
し
か

し
，
再
測
定
が
当
該
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
可

能
性
の
高
い
金
額
及
び
時
期
に
関
し
て
提
供
す
る

情
報
は
少
な
い
．
し
た
が
っ
て
，
再
測
定
を

O
C

I
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
れ
ら
の
各
項
目
の

予
測
価
値
の
間
の
相
違
が
透
明
と
な
り
，
そ
れ
ら

を
予
測
価
値
が
よ
り
高
い
純
損
益
の
項
目
と
区
別

し
，
純
損
益
の
理
解
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
．

2
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
の
大
き
さ
や
そ
れ

が
発
生
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
関
す
る
含
意
に
乏

し
い
情
報
を
（
純
損
益

に
は
含
め
ず
）

O
C

Iで
認
識
す
れ
ば
，
純
利
益

に
含
ま
れ
て
い
る
項
目

の
予
測
価
値
は
高
ま

る
．

一
括
処
理
と
区

分
処
理
（
将
来

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
に
関
す
る
含

意
の
違
い
に
応
じ

た
業
績
の
区
分
表

示
）

3
　

re
le

va
nt

8.
91

Tr
an

sit
or

y 
re

m
ea

su
re

m
en

ts
 a

re
 re

cy
cl

ed
 o

nl
y 

if 
th

e 
re

cy
cl

in
g 

ad
ju

st
m

en
t 

pr
ov

id
es

 s
uf

fi-
ci

en
tly

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n 
to

 ju
st

ify
 t

he
 

co
st

 a
nd

 c
om

pl
ex

ity
 th

at
 re

cy
cl

in
g 

ad
ds

 to
 �

-
na

nc
ia

l r
ep

or
tin

g.
 C

on
se

qu
en

tly
, t

he
 I

A
SB

 
w

ou
ld

 d
et

er
m

in
e 

in
 t

he
 S

ta
nd

ar
d 

de
al

in
g 

w
ith

 e
ac

h 
pa

rt
ic

ul
ar

 t
yp

e 
of

 t
ra

ns
ito

ry
 r

e-
m

ea
su

re
m

en
t 

in
cl

ud
ed

 i
n 

O
C

I 
w

he
th

er
 it

 
sh

ou
ld

 b
e 

re
cy

cl
ed

, a
nd

 w
he

n.

一
時
的
な
再
測
定
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
は
，

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
調
整
が
，
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

よ
り
財
務
報
告
に
加
わ
る
コ
ス
ト
と
複
雑
性
を
正

当
化
す
る
の
に
十
分
な
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報

を
提
供
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，

IA
SB
は
，

O
C

Iに
含
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的

な
種
類
の
一
時
的
な
再
測
定
を
扱
う
基
準
に
お
い

て
，
こ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
べ
き
か
ど
う
か
，
及

び
い
つ
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
．

3
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
92

Fo
r 

ex
am

pl
e, 

be
ca

us
e 

fo
r 

re
m

ea
su

re
m

en
ts

 o
f 

ne
t d

e�
ne

d 
be

ne
�t

 li
ab

ili
tie

s 
it 

is 
di

�
cu

lt 
to

 
id

en
tif

y 
a 

su
ita

bl
e 

ba
sis

 fo
r 

re
cy

cl
in

g 
th

at
 is

 
bo

th
 o

pe
ra

tio
na

l a
nd

 p
ro

vi
de

s r
el

ev
an

t i
nf

or
-

m
at

io
n （

se
e 

pa
ra

gr
ap

h 
8.

73
（

b）
）,

 t
he

 I
A

SB
 

co
ul

d 
de

te
rm

in
e 

th
at

 th
os

e 
tr

an
sit

or
y 

re
m

ea
-

su
re

m
en

ts
 s

ho
ul

d 
no

t b
e 

re
cy

cl
ed

. A
s 

in
 A

p-
pr

oa
ch

 2
A

, r
ec

yc
lin

g 
w

ou
ld

 a
lw

ay
s 

be
 u

se
d 

fo
r 

br
id

gi
ng

 it
em

s 
an

d 
m

is
m

at
ch

ed
 r

em
ea

-
su

re
m

en
ts

.

例
え
ば
，
確
定
給
付
負
債
の
純
額
の
再
測
定
に
つ

い
て
，
運
用
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
目
的
適
合
性

の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
適

切
な
基
礎
を
識
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（

8.
73

項
（

b）
参
照
）
た
め
，

IA
SB
は
，
そ
れ
ら
の
一
時

的
な
再
測
定
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
べ
き
で
は
な
い
と

判
断
す
る
可
能
性
が
あ
る
．
ア
プ
ロ
ー
チ

2A
と
同

様
に
，
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
橋
渡
し
項
目
と
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測
定
に
つ
い
て
は
常
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
．

2
何
を
基
礎
と
し
て
リ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
行
う
の

か
に
応
じ
て
利
益
情
報

の
目
的
適
合
性
は
変
わ

り
う
る
．

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
　

re
le

va
nt

8.
93

 
（

�o
w

-
ch

ar
t 

8.
2）

M
is

m
at

ch
ed

 re
m

ea
su

re
m

en
t  

 
D

oe
s 

th
e 

ite
m

 o
f i

nc
om

e 
or

 e
xp

en
se

 r
ep

re
-

se
nt

 th
e 

e�
ec

ts
 o

f p
ar

t o
f a

 li
nk

ed
 s

et
 o

f a
s-

se
ts

, l
ia

bi
lit

ie
s, 

or
 p

as
t 

or
 p

la
nn

ed
 t

ra
ns

ac
-

tio
ns

 s
o 

in
co

m
pl

et
el

y 
th

at
, i

n 
th

e 
op

in
io

n 
of

 
th

e 
IA

SB
, t

he
 it

em
 p

ro
vi

de
s l

itt
le

 re
le

va
nt

 in
-

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

th
e 

re
tu

rn
 t

ha
t 

th
e 

en
tit

y 
ha

s 
m

ad
e 

on
 it

s 
ec

on
om

ic
 r

es
ou

rc
es

 in
 t

he
 

pe
rio

d?

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測
定

  
 

そ
の
収
益
又
は
費
用
の
項
目
が
，
資
産
，
負
債
又

は
過
去
の
若
し
く
は

 予
定
さ
れ
た
取
引
の
結
び
付

い
た
集
合
体
の
一
部
分
を
非
常
に
不
完

 全
に
し
か

表
現
し
な
い
た
め
に
，

IA
SB
の
意
見
で
は
，
当
該

項
目
は
，
企
業
が
当
期
に
自
ら
の
資
源
に
対
し
て

得
た
リ
タ
ー
ン
に
関
し
て
目
的
適
合
性
の
乏
し
い

情
報
し
か
提
供
し
な
い
か
？

2
会
計
上
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
放
置
し
て
お
け
ば
，

そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
情
報
の
目
的
適
合
性

は
低
下
す
る
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理
（
相
互
に
関

連
し
合
う
項
目
の

一
体
処
理
）

3
　

re
le

va
nc

e
8.

93
 

（
�o

w
-

ch
ar

t 
8.

2）

Tr
an

si
to

ry
 re

m
ea

su
re

m
en

ts
  

 
D

oe
s t

he
 it

em
 m

ee
t a

ll 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

te
st

s: 
・

th
e 

as
se

t 
or

 t
he

 li
ab

ili
ty

 h
as

 a
 lo

ng
-t

er
m

 
tim

e 
ho

riz
on

 fo
r r

ea
lis

at
io

n/
se

ttl
em

en
t; 

・
lik

el
y 

to
 f

ul
ly

 r
ev

er
se

 o
r 

si
gn

if
ic

an
tl

y 
ch

an
ge

; a
nd

 
 

・
us

e 
of

 O
C

I e
nh

an
ce

s t
he

 re
le

va
nc

e 
an

d 
un

-
de

rs
ta

nd
ab

ili
ty

 o
f i

te
m

s i
n 

pr
o�

t o
r l

os
s?

一
時
的
な
再
測
定

 
 

そ
の
項
目
は
以
下
の
テ
ス
ト
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
か
？
（

a）
実
現

 ／
決
済
の
期
間
の
長
い
資
産
又

は
負
債
の
再
測
定
か
ら
生
じ
る
，（

b）
全
部
が
元
に

戻
る
か
又
は
著
し
く
変
動
す
る
可
能
性
が
高
い
，

（
c）

O
C

Iの
使
用
に
よ
り
純
損
益
の
中
の
項
目
の

目
的
適
合
性
と
理
解
可
能
性
が
高
ま
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

8.
97

（
ta

bl
e 

8.
5）

（
on

 A
pp

ro
ac

h 
2A

/A
rg

um
en

ts
 a

ga
in

st
） 

A
l-

w
ay

s 
re

cy
cl

in
g 

ite
m

s 
m

ay
 r

es
ul

t 
in

 it
em

s 
of

 
in

co
m

e 
an

d 
ex

pe
ns

e 
in

 p
ro

fit
 o

r 
lo

ss
 t

ha
t 

pr
ov

id
e 

lit
tle

 a
dd

iti
on

al
 re

le
va

nt
 in

fo
rm

at
io

n 
fo

r t
ha

t p
er

io
d.

常
に
項
目
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
場
合
，
当
期
に
つ

い
て
追
加
的
な
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
ほ
と

ん
ど
提
供
し
な
い
収
益
及
び
費
用
の
項
目
が
純
損

益
に
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
「
橋
渡
し
項
目
」
や
「
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
あ
る
再
測

定
の
対
象
項
目
」
と
を

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
対

象
と
し
て
も
，
純
利
益

情
報
の
目
的
適
合
性
は

高
ま
ら
な
い
，
と
い
う

主
張
が
み
ら
れ
る
．

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
y
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述
（
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邦
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分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

8.
97

（
ta

bl
e 

8.
5）

（
on

 A
pp

ro
ac

h 
2B

/A
rg

um
en

ts
 i

n 
su

pp
or

t）
 

Re
cy

cl
in

g 
do

es
 n

ot
 a

lw
ay

s p
ro

vi
de

 su
�

ci
en

t-
ly

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n 
ab

ou
t 

a 
tr

an
sa

ct
io

n 
or

 o
th

er
 e

ve
nt

 in
 a

 s
ub

se
qu

en
t 

pe
ri

od
. �

is 
ap

pr
oa

ch
 g

iv
es

 th
e 

IA
SB

 d
isc

re
tio

n 
to

 d
et

er
-

m
in

e 
w

he
n 

th
is 

m
ay

 b
e 

th
e 

ca
se

.

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
必
ず
し
も
そ
の
後
の
期
間
に

お
け
る
取
引
そ
の
他
の
事
象
に
関
す
る
十
分
に
目

的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
し
な
い
．
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
，
ど
の
よ
う
な
場
合
に
こ
れ
に
該
当

す
る
の
か
を
決
定
す
る
裁
量
を

IA
SB
に
与
え
る
．

2
い
っ
た
ん

O
C

Iで
認

識
し
た
項
目
を
事
後
的

に
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

対
象
と
し
た
と
し
て

も
，
そ
の
際
に
計
上
さ

れ
る
収
益
や
費
用
が
目

的
適
合
的
と
は
限
ら
な

い
．

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
手
続
の
適
用
範

囲

4
y

re
le

va
nt

9.
30

So
m

e 
ha

ve
 a

rg
ue

d 
th

at
 t

he
 b

us
in

es
s 

m
od

el
 

co
nc

ep
t s

ho
ul

d 
pl

ay
 a

 si
gn

i�
ca

nt
 ro

le
 in

 st
an

-
da

rd
-s

et
tin

g.
 T

he
y 

th
in

k 
th

at
 a

pp
ly

in
g 

th
e 

bu
sin

es
s m

od
el

 c
on

ce
pt

 w
he

n 
de

ve
lo

pi
ng

 IF
-

RS
s 

pr
ov

id
es

 re
le

va
nt

 in
fo

rm
at

io
n 

be
ca

us
e 

it 
pr

ov
id

es
 in

sig
ht

s 
in

to
 h

ow
 t

he
 e

nt
ity
ʼs 

bu
si-

ne
ss

 a
ct

iv
iti

es
 a

re
 m

an
ag

ed
. C

on
se

qu
en

tly
, i

t 
he

lp
s 

us
er

s 
of

 �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

 to
 a

ss
es

s 
th

e 
re

so
ur

ce
s o

f t
he

 e
nt

ity
, c

la
im

s a
ga

in
st

 th
e 

en
tit

y, 
an

d 
ho

w
 th

e 
en

tit
yʼ

s m
an

ag
em

en
t a

nd
 

go
ve

rn
in

g 
bo

ar
d 

ha
ve

 d
is

ch
ar

ge
d 

th
ei

r 
re

-
sp

on
sib

ili
tie

s t
o 

us
e 

th
e 

en
tit

yʼ
s r

es
ou

rc
es

.

一
部
の
人
々
は
，
事
業
モ
デ
ル
の
概
念
は
基
準
設

定
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
．
彼
ら
は
，

IF
RS
を
開
発
す
る

際
に
事
業
モ
デ
ル
の
概
念
を
適
用
す
れ
ば
，
目
的

適
合
性
の
あ
る
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
．
企
業
の
事
業
活
動
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ

て
い
る
の
か
の
理
解
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
．

し
た
が
っ
て
，
財
務
諸
表
利
用
者
が
，
企
業
の
資

源
，
企
業
に
対
す
る
請
求
権
，
及
び
企
業
の
経
営

者
や
統
治
機
関
が
企
業
の
資
源
を
利
用
す
る
責
任

を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
た
の
か
を
評
価
す
る
の
に

役
立
つ
．

2
報
告
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を

反
映
し
た
基
準
開
発
を

行
う
こ
と
で
，
財
務
情

報
の
目
的
適
合
性
を
高

め
う
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
に
根
ざ
し

た
測
定
）

2
y

re
le

va
nt

9.
32

Th
is

 D
is

cu
ss

io
n 

Pa
pe

r 
do

es
 n

ot
 d

ef
in

e 
th

e 
bu

sin
es

s m
od

el
 c

on
ce

pt
. H

ow
ev

er
, t

he
 IA

SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 is
 th

at
 �

na
nc

ia
l s

ta
te

m
en

ts
 

ca
n 

be
 m

ad
e 

m
or

e 
re

le
va

nt
 if

 th
e 

IA
SB

 c
on

-
sid

er
s, 

w
he

n 
it 

de
ve

lo
ps

 o
r 

re
vi

se
s 

pa
rt

ic
ul

ar
 

St
an

da
rd

s, 
ho

w
 a

n 
en

tit
y 

co
nd

uc
ts

 it
s 

bu
si-

ne
ss

 a
ct

iv
iti

es
.

本
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
で
は
，
事
業

モ
デ
ル
の
概
念
を
定
義
し
て
い
な
い
．
し
か
し
，

IA
SB
の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，

IA
SB
が
特
定

の
基
準
を
開
発
又
は
改
訂
す
る
際
に
，
企
業
が
ど

の
よ
う
に
事
業
活
動
を
行
う
の
か
を

IA
SB
が
考
慮

す
る
な
ら
ば
，
財
務
諸
表
の
目
的
適
合
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
．

2
企
業
が
行
う
事
業
活
動

を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら

作
成
し
た
財
務
諸
表
は

目
的
適
合
的
で
あ
る
．

保
有
目
的
別
の
分

類
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
に
根
ざ
し

た
測
定
）

2
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参
照
さ
れ
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い
る
用
語

言
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箇
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（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
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記
述
（
原
文
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邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

9.
36

Fo
r e

xa
m

pl
e, 

as
 d

isc
us

se
d 

in
 S

ec
tio

n 
3,

 o
w

n-
er

sh
ip

 o
f a

 p
hy

sic
al

 a
ss

et
 s

uc
h 

as
 a

 m
ac

hi
ne

 
co

m
pr

ise
s s

ev
er

al
 ri

gh
ts

 （
th

e 
rig

ht
 to

 u
se

 th
e 

as
se

t, 
th

e 
rig

ht
 to

 s
el

l t
he

 a
ss

et
, t

he
 r

ig
ht

 to
 

pl
ed

ge
 t

he
 a

ss
et

 a
nd

 a
ny

 o
th

er
 r

ig
ht

s 
co

n-
fe

rr
ed

 b
y 

le
ga

l t
itl

e 
to

 t
he

 a
ss

et
）.

 A
lth

ou
gh

, 
in

 p
rin

ci
pl

e, 
ea

ch
 o

f t
he

se
 ri

gh
ts

 is
 c

ap
ab

le
 o

f 
be

in
g 

a 
se

pa
ra

te
 a

ss
et

, c
om

bi
ni

ng
 th

em
 in

to
 

a 
si

ng
le

 u
ni

t 
of

 a
cc

ou
nt

 a
nd

 r
ec

og
ni

si
ng

 a
 

sin
gl

e 
as

se
t （

th
e 

m
ac

hi
ne
） 

w
ill

 in
 m

an
y 

ca
se

s 
pr

ov
id

e 
th

e 
m

os
t 

re
le

va
nt

 a
nd

 u
nd

er
st

an
d-

ab
le

 i
nf

or
m

at
io

n 
to

 u
se

rs
 o

f 
th

e 
fin

an
ci

al
 

st
at

em
en

ts
. 

In
 o

th
er

 c
as

es
 （

fo
r 

ex
am

pl
e,

 
w

he
n 

th
e 

m
ac

hi
ne

 h
as

 b
ee

n 
le

as
ed
）,

 r
ec

og
-

ni
sin

g （
or

 d
er

ec
og

ni
sin

g）
 s

om
e 

of
 th

e 
rig

ht
s 

se
pa

ra
te

ly
 m

ay
 p

ro
vi

de
 a

 m
or

e 
fa

ith
fu

l r
ep

re
-

se
nt

at
io

n 
of

 th
e 

�n
an

ci
al

 p
os

iti
on

 o
f t

he
 e

nt
i-

ty
.

例
え
ば
，
セ
ク
シ
ョ
ン

3
で
論
じ
た
と
お
り
，
機

械
な
ど
物
理
的
資
産
の
所
有
権
は
，
複
数
の
権
利

で
構
成
さ
れ
る
（
資
産
を
使
用
す
る
権
利
，
資
産
を

売
却
す
る
権
利
，
資
産
を
担
保
に
す
る
権
利
，
資

産
に
対
す
る
法
的
所
有
権
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
他

の
権
利
）．
原
則
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
権
利
の
そ
れ

ぞ
れ
は
別
個
の
資
産
と
な
り
得
る
が
，
そ
れ
ら
を

単
一
の
会
計
単
位
に
統
合
し
，
単
一
の
資
産
（
機

械
）
を
認
識
す
る
こ
と
が
，
多
く
の
場
合
に
最
も
目

的
適
合
性
が
あ
り
理
解
可
能
な
情
報
を
財
務
諸
表

利
用
者
に
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
．
他
の
場
合
（
例
え

ば
，
機
械
が
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
は
，
当

該
権
利
の
一
部
を
区
別
し
て
認
識
（
又
は
認
識
の
中

止
）
す
る
方
が
，
企
業
の
財
政
状
態
の
よ
り
忠
実
な

表
現
を
提
供
す
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
単
一
の
資
産
を
複
数
の

権
利
に
分
割
し
て
処
理

す
る
か
ど
う
か
は
，
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

情
報
の
目
的
適
合
性
に

影
響
を
及
ぼ
す
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理

3
　

re
le

va
nt

9.
38

�
e 

IA
SB
ʼs 

pr
el

im
in

ar
y 

vi
ew

 is
 th

at
 d

ec
id

in
g 

w
hi

ch
 u

ni
t o

f a
cc

ou
nt

 w
ill

 p
ro

vi
de

 th
e 

m
os

t 
us

ef
ul

 in
fo

rm
at

io
n 

to
 e

xi
st

in
g 

an
d 

po
te

nt
ia

l 
in

ve
st

or
s, 

le
nd

er
s 

an
d 

ot
he

r 
cr

ed
ito

rs
 w

ill
 

no
rm

al
ly

 b
e 

a 
de

ci
sio

n 
fo

r 
pr

oj
ec

ts
 to

 d
ev

el
-

op
 o

r r
ev

ise
 p

ar
tic

ul
ar

 S
ta

nd
ar

ds
, r

at
he

r t
ha

n 
a 

de
ci

sio
n 

th
at

 c
an

 b
e 

re
so

lv
ed

 c
on

ce
pt

ua
lly

 
fo

r 
a 

br
oa

d 
ra

ng
e 

of
 S

ta
nd

ar
ds

. I
n 

m
ak

in
g 

th
at

 d
ec

is
io

n,
 t

he
 I

A
SB

 w
ill

 c
on

si
de

r 
th

e 
qu

al
ita

tiv
e 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s 
of

 u
se

fu
l �

na
nc

ia
l 

in
fo

rm
at

io
n.

 T
he

 s
el

ec
te

d 
un

it 
of

 a
cc

ou
nt

 
m

us
t: 

 
 

（
a）

 p
ro

vi
de

 r
el

ev
an

t 
in

fo
rm

at
io

n.
 I

nf
or

m
a-

tio
n 

ab
ou

t 
in

di
vi

du
al

 r
ig

ht
s 

or
 o

bl
ig

at
io

ns
 

m
ay

 n
ot

 b
e 

re
le

va
nt

 if
 th

os
e 

rig
ht

s o
r o

bl
ig

a-
tio

ns
 c

an
no

t 
be

, o
r 

ar
e 

un
lik

el
y 

to
 b

e,
 t

he
 

su
bj

ec
t 

of
 s

ep
ar

at
e 

tr
an

sa
ct

io
ns

 o
r 

if 
th

ey
 

w
ou

ld
 e

xp
ire

 in
 d

i�
er

en
t p

at
te

rn
s. 

  
（

b）
 f

ai
th

fu
lly

 r
ep

re
se

nt
 w

ha
t 

it 
pu

rp
or

ts
 t

o 
re

pr
es

en
t. 

G
ro

up
in

g 
un

re
la

te
d 

as
se

ts
 o

r 
lia

-
bi

lit
ie

s 
to

ge
th

er
, i

n 
or

de
r 

to
 m

ea
su

re
 t

he
m

, 
m

ay
 n

ot
 fa

ith
fu

lly
 re

pr
es

en
t a

n 
en

tit
yʼ

s �
na

n-
ci

al
 p

os
iti

on
 o

r p
er

fo
rm

an
ce

.

IA
SB
の
予
備
的
見
解
と
し
て
は
，
ど
の
会
計
単
位

が
，
現
在
の
及
び
潜
在
的
な
投
資
者
，
融
資
者
及

び
他
の
債
権
者
に
最
も
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る

の
か
を
判
定
す
る
の
は
，
通
常
，
特
定
の
基
準
を

開
発
又
は
改
訂
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の

決
定
で
あ
り
，
広
範
囲
の
基
準
に
つ
い
て
概
念
的

に
解
決
で
き
る
決
定
で
は
な
い
．
そ
の
決
定
を
行

う
際
に
，

IA
SB
は
，
有
用
な
財
務
情
報
の
質
的
特

性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
．
選
定
し
た
会
計
単

位
は
，
次
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．

  
 

（
a）
目
的
適
合
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
す
る
．
個
々

の
権
利
又
は
義
務
に
関
す
る
情
報
は
，
当
該
権
利

又
は
義
務
が
，
別
個
の
取
引
の
対
象
物
と
な
り
得

な
い
，
又
は
そ
う
な
る
可
能
性
が
低
い
場
合
，
あ

る
い
は
異
な
る
パ
タ
ー
ン
で
失
効
す
る
で
あ
ろ
う

場
合
に
は
，
目
的
適
合
性
が
な
い
可
能
性
が
あ

る
．

  
 

（
b）
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
を
忠
実
に
表
現

す
る
．
関
連
し
な
い
資
産
又
は
負
債
を
測
定
す
る

た
め
に
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
て
し
ま
う
と
，
企
業

の
財
政
状
態
又
は
業
績
を
忠
実
に
表
現
し
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
．

2
単
一
の
資
産
を
複
数
の

権
利
に
分
割
し
て
処
理

す
る
か
ど
う
か
は
，
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

情
報
の
目
的
適
合
性
に

影
響
を
及
ぼ
す
．

一
括
処
理
と
区
分

処
理

3
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

9.
49

�
e 

IA
SB

 n
ot

es
 t

ha
t 

th
e 

co
nc

ep
ts

 o
f c

ap
ita

l 
m

ai
nt

en
an

ce
 a

re
 p

ro
ba

bl
y 

m
os

t 
re

le
va

nt
 fo

r 
en

tit
ie

s 
op

er
at

in
g 

in
 h

ig
h 

in
fla

tio
n 

ec
on

o-
m

ie
s. 

�
e 

IA
SB

 p
la

ns
 to

 u
nd

er
ta

ke
 r

es
ea

rc
h 

to
 d

et
er

m
in

e 
w

he
th

er
 to

 re
vi

se
 IA

S 
29

. C
on

-
se

qu
en

tly
, t

he
 I

A
SB

 b
el

ie
ve

s 
th

at
 t

he
 is

su
es

 
as

so
ci

at
ed

 w
ith

 c
ap

ita
l m

ai
nt

en
an

ce
 a

re
 b

es
t 

de
al

t 
w

ith
 a

t 
th

e 
sa

m
e 

tim
e 

as
 a

 p
os

si
bl

e 
pr

oj
ec

t o
n 

ac
co

un
tin

g 
fo

r h
ig

h 
in

�a
tio

n 
ra

th
-

er
 th

an
 a

s p
ar

t o
f t

he
 C

on
ce

pt
ua

l F
ra

m
ew

or
k 

pr
oj

ec
t. 

A
s 

pa
rt

 o
f t

hi
s 

w
or

k,
 t

he
 IA

SB
 m

ay
 

co
ns

id
er

 w
he

th
er

 c
ap

ita
l m

ai
nt

en
an

ce
 a

d-
ju

st
m

en
ts

 sh
ou

ld
 c

on
tin

ue
 to

 b
e 

pr
es

en
te

d 
in

 
eq

ui
ty

 o
r w

he
th

er
 th

ey
 sh

ou
ld

 b
e 

in
cl

ud
ed

 in
 

a 
se

pa
ra

te
 c

at
eg

or
y 

of
 O

C
I 

th
at

 is
 n

ot
 r

ec
y-

cl
ed

.

IA
SB
は
，
資
本
維
持
の
概
念
は
お
そ
ら
く
，
超
イ

ン
フ
レ
経
済
下
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
に

と
っ
て
最
も
目
的
適
合
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し

て
い
る
．

IA
SB
は
，

IA
S
第

29
号
を
改
訂
す
べ

き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
，

IA
SB
の
考

え
で
は
，
資
本
維
持
に
関
連
す
る
論
点
の
対
処
は
，

「
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
一
部
と
し
て
で
は
な

く
，
高
イ
ン
フ
レ
の
会
計
処
理
に
関
す
る
可
能
性

の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
時
に
行
う
の
が
最
善

で
あ
る
．
こ
の
作
業
の
一
部
と
し
て
，

IA
SB
は
，

資
本
維
持
修
正
を
，
引
き
続
き
資
本
で
表
示
す
べ

き
な
の
か
，
あ
る
い
は
，
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
な
い

O
C

Iの
別
個
の
区
分
に
含
め
る
べ
き
な
の
か
を
検

討
す
る
可
能
性
が
あ
る
．

2
一
般
物
価
水
準
が
変
化

し
た
こ
と
の
影
響
を
修

正
し
た
情
報
は
，
高
イ

ン
フ
レ
下
で
目
的
適
合

的
で
あ
り
う
る
．

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
反
映
し
た
情

報

5
　

re
le

va
nt

Q
C

4
If

 f
in

an
ci

al
 i

nf
or

m
at

io
n 

is
 t

o 
be

 u
se

fu
l, 

it 
m

us
t 

be
 r

el
ev

an
t 

an
d 

fa
ith

fu
lly

 r
ep

re
se

nt
 

w
ha

t i
t p

ur
po

rt
s t

o 
re

pr
es

en
t. 

�
e 

us
ef

ul
ne

ss
 

of
 �

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

is 
en

ha
nc

ed
 if

 it
 is

 
co

m
pa

ra
bl

e,
 v

er
ifi

ab
le

, t
im

el
y 

an
d 

un
de

r-
st

an
da

bl
e.

財
務
情
報
が
有
用
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
，
そ

れ
は
目
的
適
合
的
で
，
か
つ
，
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
を
忠
実
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
財
務
情
報
の
有
用
性
は
，
そ
れ
が
比
較
可
能

で
，
検
証
可
能
で
，
適
時
で
，
理
解
可
能
で
あ
れ

ば
，
補
強
さ
れ
る
．

1
　

　
　

　

re
le

va
nc

e
Q

C
5

Th
e 

fu
nd

am
en

ta
l q

ua
lit

at
iv

e 
ch

ar
ac

te
ri

st
ic

s 
ar

e 
re

le
va

nc
e 

an
d 

fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n.
基
本
的
な
質
的
特
性
は
，「
目
的
適
合
性
」
及
び
「
忠

実
な
表
現
」
で
あ
る
．

1
　

　
　

　

re
le

va
nt

Q
C

6
Re

le
va

nt
 �

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

is 
ca

pa
bl

e 
of

 
m

ak
in

g 
a 

di
�e

re
nc

e 
in

 th
e 

de
ci

sio
ns

 m
ad

e 
by

 
us

er
s. 

In
fo

rm
at

io
n 

m
ay

 b
e 

ca
pa

bl
e 

of
 m

ak
in

g 
a 

di
�e

re
nc

e 
in

 a
 d

ec
isi

on
 e

ve
n 

if 
so

m
e 

us
er

s 
ch

oo
se

 n
ot

 to
 ta

ke
 a

dv
an

ta
ge

 o
f i

t o
r 

ar
e 

al
-

re
ad

y 
aw

ar
e 

of
 it

 fr
om

 o
th

er
 so

ur
ce

s.

目
的
適
合
性
の
あ
る
財
務
情
報
は
，
利
用
者
が
行

う
意
思
決
定
に
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
．
情
報
は
，
一
部
の
利
用
者
が
利
用
し
な
い
こ

と
を
選
択
す
る
場
合
や
，
す
で
に
他
の
情
報
源
か

ら
知
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
意
思
決
定
に

相
違
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
．

1
あ
る
情
報
が
目
的
適
合

的
か
ど
う
か
は
，
そ
の

情
報
の
提
供
を
つ
う
じ

て
利
用
者
が
行
う
意
思

決
定
に
相
違
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
に
依
存
し
て
い

る
．
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1
表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

Q
C

7
Fi

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

is 
ca

pa
bl

e 
of

 m
ak

in
g 

a 
di

�e
re

nc
e 

in
 d

ec
isi

on
s i

f i
t h

as
 p

re
di

ct
iv

e 
va

l-
ue

, c
on

�r
m

at
or

y 
va

lu
e 

or
 b

ot
h.

財
務
情
報
は
，
予
測
価
値
，
確
認
価
値
又
は
そ
れ

ら
の
両
方
を
有
す
る
場
合
に
は
，
意
思
決
定
に
相

違
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
．

1
予
測
価
値
や
確
認
価
値

が
あ
る
情
報
は
，
利
用

者
が
行
う
意
思
決
定
に

相
違
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
．

　
　

　

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

Q
C

8
Fi

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

ha
s 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

if 
it 

ca
n 

be
 u

se
d 

as
 a

n 
in

pu
t 

to
 p

ro
ce

ss
es

 e
m

-
pl

oy
ed

 b
y 

us
er

s 
to

 p
re

di
ct

 f
ut

ur
e 

ou
tc

om
es

. 
Fi

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

ne
ed

 n
ot

 b
e 

a 
pr

ed
ic

-
tio

n 
or

 fo
re

ca
st

 to
 h

av
e 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e. 

Fi
-

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

w
ith

 p
re

di
ct

iv
e 

va
lu

e 
is 

em
pl

oy
ed

 b
y 

us
er

s 
in

 m
ak

in
g 

th
ei

r 
ow

n 
pr

e-
di

ct
io

ns
.

財
務
情
報
は
，
利
用
者
が
将
来
の
結
果
を
予
測
す

る
た
め
に
用
い
る
プ
ロ
セ
ス
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と

し
て
使
用
で
き
る
場
合
に
は
，
予
測
価
値
を
有
す

る
．
財
務
情
報
が
予
測
価
値
を
有
す
る
た
め
に
は
，

予
測
や
見
込
み
で
あ
る
必
要
は
な
い
．
予
測
価
値

の
あ
る
財
務
情
報
は
，
利
用
者
が
自
ら
の
予
測
を

行
う
際
に
使
用
さ
れ
る
．

1
利
用
者
が
将
来
の
結
果

を
予
測
す
る
た
め
に
用

い
る
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ン

プ
ッ
ト
と
し
て
使
用
で

き
る
場
合
，
当
該
情
報

は
予
測
価
値
を
有
し
て

い
る
と
み
な
さ
れ
る
．

　
　

　

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

Q
C

9
Fi

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

ha
s 

co
n�

rm
at

or
y 

va
l-

ue
 if

 it
 p

ro
vi

de
s f

ee
db

ac
k 

ab
ou

t （
co

n�
rm

s o
r 

ch
an

ge
s）

 p
re

vi
ou

s e
va

lu
at

io
ns

.

財
務
情
報
は
，
過
去
の
評
価
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
提
供
す
る
（
過
去
の
評
価
を
確
認
す
る
か

又
は
変
更
す
る
）
場
合
に
は
，
確
認
価
値
を
有
す

る
．

1
過
去
の
評
価
に
関
す
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
提

供
す
る
（
過
去
の
評
価

を
確
認
す
る
か
又
は
変

更
す
る
）
場
合
，
当
該

情
報
は
確
認
価
値
を
有

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

る
．

　
　

　

ex
pl

an
at

io
n 

on
 

“r
el

ev
an

ce
”: 

pr
ed

ic
tiv

e 
va

lu
e 

an
d 

co
n�

rm
at

or
y 

va
lu

e

Q
C

10
�

e 
pr

ed
ic

tiv
e 

va
lu

e 
an

d 
co

n�
rm

at
or

y 
va

lu
e 

of
 �

na
nc

ia
l i

nf
or

m
at

io
n 

ar
e 

in
te

rr
el

at
ed

. I
n-

fo
rm

at
io

n 
th

at
 h

as
 p

re
di

ct
iv

e 
va

lu
e 

o�
en

 a
lso

 
ha

s 
co

nf
ir

m
at

or
y 

va
lu

e.
 F

or
 e

xa
m

pl
e,

 r
ev

e-
nu

e 
in

fo
rm

at
io

n 
fo

r 
th

e 
cu

rr
en

t y
ea

r, 
w

hi
ch

 
ca

n 
be

 u
se

d 
as

 th
e 

ba
sis

 fo
r 

pr
ed

ic
tin

g 
re

ve
-

nu
es

 in
 f

ut
ur

e 
ye

ar
s, 

ca
n 

al
so

 b
e 

co
m

pa
re

d 
w

ith
 re

ve
nu

e 
pr

ed
ic

tio
ns

 fo
r t

he
 c

ur
re

nt
 y

ea
r 

th
at

 w
er

e 
m

ad
e 

in
 p

as
t y

ea
rs

. �
e 

re
su

lts
 o

f 
th

os
e 

co
m

pa
ris

on
s c

an
 h

el
p 

a 
us

er
 to

 c
or

re
ct

 
an

d 
im

pr
ov

e 
th

e 
pr

oc
es

se
s 

th
at

 w
er

e 
us

ed
 to

 
m

ak
e 

th
os

e 
pr

ev
io

us
 p

re
di

ct
io

ns
.

財
務
情
報
の
予
測
価
値
と
確
認
価
値
と
は
相
互
に

関
連
し
て
い
る
．
予
測
価
値
が
あ
る
情
報
は
，
確

認
価
値
も
あ
る
こ
と
が
多
い
．
例
え
ば
，
当
年
度

に
関
す
る
収
益
の
情
報
は
，
将
来
の
年
度
の
収
益

を
予
測
す
る
た
め
の
基
礎
と
し
て
利
用
で
き
る
が
，

過
去
の
年
度
に
行
っ
た
当
年
度
に
つ
い
て
の
収
益

予
測
と
比
較
す
る
こ
と
も
で
き
る
．
そ
う
し
た
比

較
の
結
果
は
，
そ
れ
ら
の
過
去
の
予
測
に
使
用
さ

れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
利
用
者
が
修
正
し
改
善
す
る
の

に
役
立
つ
．

3
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e
Q

C
11

In
fo

rm
at

io
n 

is 
m

at
er

ia
l i

f o
m

itt
in

g 
it 

or
 m

is-
st

at
in

g 
it 

co
ul

d 
in

�u
en

ce
 d

ec
isi

on
s t

ha
t u

se
rs

 
m

ak
e 

on
 t

he
 b

as
is

 o
f 

fin
an

ci
al

 in
fo

rm
at

io
n 

ab
ou

t 
a 

sp
ec

ifi
c 

re
po

rt
in

g 
en

tit
y.

 I
n 

ot
he

r 
w

or
ds

, m
at

er
ia

lit
y 

is 
an

 e
nt

ity
-s

pe
ci

�c
 a

sp
ec

t 
of

 r
el

ev
an

ce
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

na
tu

re
 o

r 
m

ag
-

ni
tu

de
, o

r 
bo

th
, o

f 
th

e 
ite

m
s 

to
 w

hi
ch

 t
he

 
in

fo
rm

at
io

n 
re

la
te

s 
in

 t
he

 c
on

te
xt

 o
f 

an
 

in
di

vi
du

al
 e

nt
ity
ʼs 

fin
an

ci
al

 r
ep

or
t. 

C
on

se
-

qu
en

tly
, t

he
 B

oa
rd

 c
an

no
t s

pe
ci

fy
 a

 u
ni

fo
rm

 
qu

an
tit

at
iv

e 
th

re
sh

ol
d 

fo
r 

m
at

er
ia

lit
y 

or
 p

re
-

de
te

rm
in

e 
w

ha
t 

co
ul

d 
be

 m
at

er
ia

l i
n 

a 
pa

r-
tic

ul
ar

 si
tu

at
io

n.

情
報
は
，
そ
の
脱
漏
又
は
誤
表
示
に
よ
り
，
特
定

の
報
告
企
業
に
関
す
る
財
務
情
報
に
基
づ
い
て
利

用
者
が
行
う
意
思
決
定
に
影
響
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
は
，
重
要
性
が
あ
る
．
言
い
換
え
れ
ば
，

重
要
性
は
目
的
適
合
性
の
企
業
固
有
の
一
側
面
で

あ
り
，
個
々
の
企
業
の
財
務
報
告
書
の
文
脈
に
お

い
て
そ
の
情
報
が
関
連
す
る
項
目
の
性
質
若
し
く

は
大
き
さ
（
又
は
そ
の
両
方
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
．
し
た
が
っ
て
，
当
審
議
会
は
，
重
要
性
に
つ

い
て
の
統
一
的
な
量
的
閾
値
を
明
示
す
る
こ
と
や
，

特
定
の
状
況
に
お
い
て
何
が
重
要
性
が
あ
る
も
の

と
な
り
得
る
か
を
前
も
っ
て
決
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

Q
C

12
Fi

na
nc

ia
l r

ep
or

ts
 r

ep
re

se
nt

 e
co

no
m

ic
 p

he
-

no
m

en
a 

in
 w

or
ds

 a
nd

 n
um

be
rs

. T
o 

be
 u

se
fu

l, 
fin

an
ci

al
 in

fo
rm

at
io

n 
m

us
t 

no
t 

on
ly

 r
ep

re
-

se
nt

 r
el

ev
an

t 
ph

en
om

en
a,

 b
ut

 it
 m

us
t 

al
so

 
fa

ith
fu

lly
 r

ep
re

se
nt

 t
he

 p
he

no
m

en
a 

th
at

 it
 

pu
rp

or
ts

 to
 re

pr
es

en
t. 

To
 b

e 
a 

pe
rf

ec
tly

 fa
ith

-
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n,

 a
 d

ep
ic

tio
n 

w
ou

ld
 h

av
e 

th
re

e 
ch

ar
ac

te
ri

st
ic

s. 
It 

w
ou

ld
 b

e 
co

m
pl

et
e,

 
ne

ut
ra

l a
nd

 fr
ee

 fr
om

 e
rr

or
. O

f c
ou

rs
e, 

pe
r-

fe
ct

io
n 

is
 s

el
do

m
, i

f 
ev

er
, a

ch
ie

va
bl

e.
 T

he
 

Bo
ar

dʼ
s o

bj
ec

tiv
e 

is 
to

 m
ax

im
ise

 th
os

e 
qu

al
i-

tie
s t

o 
th

e 
ex

te
nt

 p
os

sib
le

.

財
務
報
告
書
は
，
経
済
現
象
を
言
語
と
数
字
で
表

現
す
る
も
の
で
あ
る
．
有
用
で
あ
る
た
め
に
は
，

財
務
情
報
は
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
現
象
を
表
現

す
る
だ
け
で
な
く
，
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
現

象
を
忠
実
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
完
璧

に
忠
実
な
表
現
で
あ
る
た
め
に
は
，
描
写
は

3
つ

の
特
性
を
有
す
る
．
そ
れ
は
「
完
全
」
で
，「
中
立

的
」
で
，「
誤
謬
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

も
ち
ろ
ん
，
完
璧
と
い
う
も
の
は
仮
に
達
成
可
能

だ
と
し
て
も
稀
で
あ
る
．
当
審
議
会
の
目
的
は
，

そ
れ
ら
の
特
性
を
可
能
な
範
囲
で
最
大
化
す
る
こ

と
で
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

Q
C

14
A

 n
eu

tr
al

 d
ep

ic
tio

n 
is 

w
ith

ou
t b

ia
s i

n 
th

e 
se

-
le

ct
io

n 
or

 p
re

se
nt

at
io

n 
of

 �
na

nc
ia

l i
nf

or
m

a-
ti

on
. 

A
 n

eu
tr

al
 d

ep
ic

ti
on

 i
s 

no
t 

sl
an

te
d,

 
w

ei
gh

te
d,

 e
m

ph
as

is
ed

, d
e-

em
ph

as
is

ed
 o

r 
ot

he
rw

ise
 m

an
ip

ul
at

ed
 to

 in
cr

ea
se

 th
e 

pr
ob

-
ab

ili
ty

 t
ha

t 
�n

an
ci

al
 in

fo
rm

at
io

n 
w

ill
 b

e 
re

-
ce

iv
ed

 fa
vo

ur
ab

ly
 o

r 
un

fa
vo

ur
ab

ly
 b

y 
us

er
s. 

N
eu

tr
al

 in
fo

rm
at

io
n 

do
es

 n
ot

 m
ea

n 
in

fo
rm

a-
tio

n 
w

ith
 n

o 
pu

rp
os

e 
or

 n
o 

in
�u

en
ce

 o
n 

be
-

ha
vi

ou
r. 

O
n 

th
e 

co
nt

ra
ry

, r
el

ev
an

t 
�n

an
ci

al
 

in
fo

rm
at

io
n 

is,
 b

y 
de

�n
iti

on
, c

ap
ab

le
 o

f m
ak

-
in

g 
a 

di
�e

re
nc

e 
in

 u
se

rs
ʼ d

ec
isi

on
s.

中
立
的
な
描
写
は
，
財
務
情
報
の
選
択
又
は
表
示

に
偏
り
が
な
い
．
中
立
的
な
描
写
は
，
財
務
情
報

が
利
用
者
に
有
利
又
は
不
利
に
受
け
取
ら
れ
る
確

率
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
，
歪
曲
，
ウ
ェ
イ
ト
づ

け
，
強
調
，
軽
視
，
そ
の
他
の
操
作
が
行
わ
れ
て

い
な
い
．
中
立
的
な
情
報
と
は
，
そ
の
情
報
に
目

的
が
な
い
こ
と
や
行
動
に
影
響
し
な
い
こ
と
を
意

味
し
な
い
．
そ
の
反
対
に
，
目
的
適
合
性
の
あ
る

財
務
情
報
は
，
定
義
上
，
利
用
者
の
意
思
決
定
に

相
違
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
．

1
あ
る
情
報
が
目
的
適
合

的
か
ど
う
か
は
，
そ
の

情
報
の
提
供
を
つ
う
じ

て
利
用
者
が
行
う
意
思

決
定
に
相
違
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
に
依
存
し
て
い

る
．
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表
　
分
類
結
果
の
一
覧
表
（
個
別
デ
ー
タ
）（
続
き
）

参
照
さ
れ
て

 
い
る
用
語

言
及
箇
所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
）

記
述
（
原
文
）

邦
訳

分
類

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
目
的
適
合
性
」
に

 
関
す
る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nc

e
Q

C
16

A
 fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n,

 b
y 

its
el

f, 
do

es
 n

ot
 

ne
ce

ss
ar

ily
 r

es
ul

t i
n 

us
ef

ul
 in

fo
rm

at
io

n.
 F

or
 

ex
am

pl
e,

 a
 r

ep
or

ti
ng

 e
nt

it
y 

m
ay

 r
ec

ei
ve

 
pr

op
er

ty
, p

la
nt

 a
nd

 e
qu

ip
m

en
t 

th
ro

ug
h 

a 
go

ve
rn

m
en

t g
ra

nt
. O

bv
io

us
ly,

 r
ep

or
tin

g 
th

at
 

an
 e

nt
ity

 a
cq

ui
re

d 
an

 a
ss

et
 a

t n
o 

co
st

 w
ou

ld
 

fa
ith

fu
lly

 re
pr

es
en

t i
ts

 c
os

t, 
bu

t t
ha

t i
nf

or
m

a-
tio

n 
w

ou
ld

 p
ro

ba
bl

y 
no

t 
be

 v
er

y 
us

ef
ul

. A
 

sli
gh

tly
 m

or
e 

su
bt

le
 e

xa
m

pl
e 

is 
an

 e
st

im
at

e 
of

 
th

e 
am

ou
nt

 b
y 

w
hi

ch
 a

n 
as

se
tʼs

 c
ar

ry
in

g 
am

ou
nt

 s
ho

ul
d 

be
 a

dj
us

te
d 

to
 r

e�
ec

t a
n 

im
-

pa
ir

m
en

t 
in

 t
he

 a
ss

et
ʼs 

va
lu

e.
 �

at
 e

st
im

at
e 

ca
n 

be
 a

 fa
ith

fu
l r

ep
re

se
nt

at
io

n 
if 

th
e 

re
po

rt
-

in
g 

en
tit

y 
ha

s 
pr

op
er

ly
 a

pp
lie

d 
an

 a
pp

ro
pr

i-
at

e 
pr

oc
es

s, 
pr

op
er

ly
 d

es
cr

ib
ed

 t
he

 e
st

im
at

e 
an

d 
ex

pl
ai

ne
d 

an
y 

un
ce

rt
ai

nt
ie

s 
th

at
 s

ig
ni

�-
ca

nt
ly

 a
�e

ct
 th

e 
es

tim
at

e. 
H

ow
ev

er
, i

f t
he

 le
v-

el
 o

f u
nc

er
ta

in
ty

 in
 s

uc
h 

an
 e

st
im

at
e 

is 
su

�
-

ci
en

tl
y 

la
rg

e,
 t

ha
t 

es
ti

m
at

e 
w

il
l 

no
t 

be
 

pa
rt

ic
ul

ar
ly

 u
se

fu
l. 

In
 o

th
er

 w
or

ds
, t

he
 r

el
e-

va
nc

e 
of

 th
e 

as
se

t b
ei

ng
 fa

ith
fu

lly
 r

ep
re

se
nt

-
ed

 is
 q

ue
st

io
na

bl
e.

 I
f t

he
re

 is
 n

o 
al

te
rn

at
iv

e 
re

pr
es

en
ta

tio
n 

th
at

 is
 m

or
e 

fa
ith

fu
l, 

th
at

 e
st

i-
m

at
e 

m
ay

 p
ro

vi
de

 th
e 

be
st

 a
va

ila
bl

e 
in

fo
rm

a-
tio

n.

忠
実
な
表
現
は
，
そ
れ
だ
け
で
は
，
必
ず
し
も
有

用
な
情
報
と
は
な
ら
な
い
．
例
え
ば
，
報
告
企
業

が
有
形
固
定
資
産
を
政
府
補
助
金
を
通
じ
て
受
け

取
る
こ
と
が
あ
る
．
明
ら
か
に
，
企
業
が
コ
ス
ト

な
し
に
資
産
を
取
得
し
た
と
報
告
す
る
こ
と
は
資

産
の
コ
ス
ト
を
忠
実
に
表
現
す
る
が
，
そ
の
情
報

は
，
そ
れ
ほ
ど
有
用
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
．
も
う

少
し
微
妙
な
例
は
，
資
産
の
価
値
の
減
損
を
反
映

す
る
た
め
に
当
該
資
産
の
帳
簿
価
額
を
修
正
す
べ

き
金
額
の
見
積
り
で
あ
る
．
そ
の
見
積
り
は
，
報

告
企
業
が
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
を
適
切
に
適
用
し
，

そ
の
見
積
り
を
適
切
に
記
述
し
，
そ
の
見
積
り
に

大
き
く
影
響
す
る
不
確
実
性
を
説
明
し
て
い
る
場

合
に
は
，
忠
実
な
表
現
と
な
り
得
る
．
し
か
し
，

そ
う
し
た
見
積
り
の
不
確
実
性
が
非
常
に
大
き
い

場
合
に
は
，
そ
の
見
積
り
は
特
に
有
用
で
は
な
い

こ
と
と
な
る
．
言
い
換
え
れ
ば
，
忠
実
に
表
現
し

よ
う
と
し
て
い
る
資
産
の
目
的
適
合
性
に
疑
問
が

あ
る
．
よ
り
忠
実
な
代
替
的
な
表
現
が
な
い
場
合

に
は
，
そ
の
見
積
り
が
最
も
利
用
可
能
な
情
報
を

提
供
す
る
か
も
し
れ
な
い
．

2
過
度
に
不
確
実
な
見
積

も
り
に
依
存
し
た
情
報

は
目
的
適
合
的
で
あ
り

え
な
い
．

過
度
の
不
確
実
性

1
　

re
le

va
nt

Q
C

17
In

fo
rm

at
io

n 
m

us
t b

e 
bo

th
 re

le
va

nt
 a

nd
 fa

ith
-

fu
lly

 r
ep

re
se

nt
ed

 if
 it

 is
 to

 b
e 

us
ef

ul
. N

ei
th

er
 

a 
fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n 

of
 a

n 
irr

el
ev

an
t p

he
-

no
m

en
on

 n
or

 a
n 

un
fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n 

of
 

a 
re

le
va

nt
 p

he
no

m
en

on
 h

el
ps

 u
se

rs
 m

ak
e 

go
od

 d
ec

isi
on

s.

情
報
は
，
有
用
で
あ
る
た
め
に
は
，
目
的
適
合
性

が
あ
り
，
か
つ
，
忠
実
に
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．
目
的
適
合
性
の
な
い
現
象
の
忠
実

な
表
現
も
，
目
的
適
合
性
の
あ
る
現
象
の
忠
実
で

な
い
表
現
も
，
利
用
者
が
適
切
な
意
思
決
定
を
行

う
こ
と
に
役
立
た
な
い
．

3
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果
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参
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用
語

言
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所

 
（
章
と
パ
ラ

グ
ラ
フ
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）
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訳

分
類
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ー
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に

 
関
す
る
記
述
の
概
要
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2
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み
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る
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定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
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併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

Q
C

18
Th

e 
m

os
t 

ef
fic

ie
nt

 a
nd

 e
ffe

ct
iv

e 
pr

oc
es

s 
fo

r 
ap

pl
yi

ng
 th

e 
fu

nd
am

en
ta

l q
ua

lit
at

iv
e 

ch
ar

ac
-

te
ris

tic
s 

w
ou

ld
 u

su
al

ly
 b

e 
as

 fo
llo

w
s （

su
bj

ec
t 

to
 t

he
 e

ffe
ct

s 
of

 e
nh

an
ci

ng
 c

ha
ra

ct
er

is
tic

s 
an

d 
th

e 
co

st
 c

on
st

ra
in

t, 
w

hi
ch

 a
re

 n
ot

 c
on

-
si

de
re

d 
in

 t
hi

s 
ex

am
pl

e）
. F

ir
st

, i
de

nt
ify

 a
n 

ec
on

om
ic

 p
he

no
m

en
on

 t
ha

t 
ha

s 
th

e 
po

te
n-

tia
l t

o 
be

 u
se

fu
l t

o 
us

er
s 

of
 th

e 
re

po
rt

in
g 

en
-

tit
yʼ

s 
�n

an
ci

al
 in

fo
rm

at
io

n.
 S

ec
on

d,
 id

en
tif

y 
th

e 
ty

pe
 o

f i
nf

or
m

at
io

n 
ab

ou
t t

ha
t p

he
no

m
e-

no
n 

th
at

 w
ou

ld
 b

e 
m

os
t r

el
ev

an
t i

f i
t i

s a
va

il-
ab

le
 a

nd
 c

an
 b

e 
fa

ith
fu

lly
 re

pr
es

en
te

d.
 �

ird
, 

de
te

rm
in

e 
w

he
th

er
 th

at
 in

fo
rm

at
io

n 
is 

av
ai

l-
ab

le
 a

nd
 c

an
 b

e 
fa

ith
fu

lly
 r

ep
re

se
nt

ed
. I

f s
o,

 
th

e 
pr

oc
es

s 
of

 s
at

is
fy

in
g 

th
e 

fu
nd

am
en

ta
l 

qu
al

ita
tiv

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

en
ds

 a
t t

ha
t p

oi
nt

. 
If 

no
t, 

th
e 

pr
oc

es
s 

is 
re

pe
at

ed
 w

ith
 t

he
 n

ex
t 

m
os

t r
el

ev
an

t t
yp

e 
of

 in
fo

rm
at

io
n.

基
本
的
な
質
的
特
性
を
適
用
す
る
た
め
の
最
も
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
，
通
常
は
次
の

よ
う
な
も
の
と
な
る
（
補
強
的
な
質
的
特
性
と
コ
ス

ト
の
制
約
の
影
響
も
受
け
る
が
，
こ
の
例
で
は
考

慮
し
て
い
な
い
）．
最
初
に
，
報
告
企
業
の
財
務
情

報
の
利
用
者
に
と
っ
て
有
用
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
経
済
現
象
を
識
別
す
る
．
第

2
に
，
そ
の
現
象

に
関
す
る
情
報
の
う
ち
，
利
用
可
能
で
忠
実
に
表

現
で
き
る
と
し
た
場
合
に
最
も
目
的
適
合
性
の
高

い
種
類
の
情
報
を
識
別
す
る
．
第

3
に
，
そ
の
情

報
が
利
用
可
能
で
忠
実
に
表
現
で
き
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
．
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
，
基
本
的
な

質
的
特
性
を
充
足
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
そ
こ
で
終
了

す
る
．
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
，
そ
の
次
に
目
的

適
合
性
の
高
い
種
類
の
情
報
で
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

繰
り
返
す
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

Q
C

19
C

om
pa

ra
bi

lit
y,

 v
er

ifi
ab

ili
ty

, t
im

el
in

es
s 

an
d 

un
de

rs
ta

nd
ab

ili
ty

 a
re

 q
ua

lit
at

iv
e 

ch
ar

ac
te

ris
-

tic
s 

th
at

 e
nh

an
ce

 th
e 

us
ef

ul
ne

ss
 o

f i
nf

or
m

a-
tio

n 
th

at
 is

 r
el

ev
an

t a
nd

 fa
ith

fu
lly

 r
ep

re
se

nt
-

ed
. �

e 
en

ha
nc

in
g 

qu
al

ita
tiv

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

m
ay

 a
lso

 h
el

p 
de

te
rm

in
e 

w
hi

ch
 o

f t
w

o 
w

ay
s 

sh
ou

ld
 b

e 
us

ed
 t

o 
de

pi
ct

 a
 p

he
no

m
en

on
 if

 
bo

th
 a

re
 c

on
si

de
re

d 
eq

ua
lly

 r
el

ev
an

t 
an

d 
fa

ith
fu

lly
 re

pr
es

en
te

d.

「
比
較
可
能
性
」，
「
検
証
可
能
性
」，
「
適
時
性
」
及

び
「
理
解
可
能
性
」
は
，
目
的
適
合
性
が
あ
り
忠
実

に
表
現
さ
れ
て
い
る
情
報
の
有
用
性
を
補
強
す
る

質
的
特
性
で
あ
る
．
補
強
的
な
質
的
特
性
は
，

2
つ

の
方
法
が
い
ず
れ
も
同
等
に
目
的
適
合
性
が
あ
り

忠
実
な
表
現
と
な
る
場
合
に
，
ど
ち
ら
の
方
法
を

あ
る
現
象
の
描
写
に
使
用
す
る
か
を
決
定
す
る
の

に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nt

Q
C

24
So

m
e 

de
gr

ee
 o

f c
om

pa
ra

bi
lit

y 
is 

lik
el

y 
to

 b
e 

at
ta

in
ed

 b
y 

sa
tis

fy
in

g 
th

e 
fu

nd
am

en
ta

l q
ua

li-
ta

tiv
e 

ch
ar

ac
te

ri
st

ic
s. 

A
 f

ai
th

fu
l r

ep
re

se
nt

a-
tio

n 
of

 a
 r

el
ev

an
t 

ec
on

om
ic

 p
he

no
m

en
on

 
sh

ou
ld

 n
at

ur
al

ly
 p

os
se

ss
 s

om
e 

de
gr

ee
 o

f 
co

m
pa

ra
bi

lit
y 

w
ith

 a
 fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n 

of
 a

 s
im

ila
r 

re
le

va
nt

 e
co

no
m

ic
 p

he
no

m
en

on
 

by
 a

no
th

er
 re

po
rt

in
g 

en
tit

y.

あ
る
程
度
の
比
較
可
能
性
は
，
基
本
的
な
質
的
特

性
の
充
足
に
よ
り
達
成
で
き
る
可
能
性
が
高
い
．

目
的
適
合
性
の
あ
る
経
済
現
象
の
忠
実
な
表
現
は
，

お
の
ず
と
，
他
の
報
告
企
業
に
よ
る
類
似
の
目
的

適
合
性
の
あ
る
経
済
現
象
の
忠
実
な
表
現
と
の
あ

る
程
度
の
比
較
可
能
性
が
あ
る

 は
ず
で
あ
る
．

3
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箇
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（
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と
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（
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か
否
か

re
le

va
nt

Q
C

33
En

ha
nc

in
g 

qu
al

ita
tiv

e 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

sh
ou

ld
 

be
 m

ax
im

ise
d 

to
 th

e 
ex

te
nt

 p
os

sib
le

. H
ow

ev
-

er
, t

he
 e

nh
an

ci
ng

 q
ua

lit
at

iv
e 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s, 
ei

th
er

 i
nd

iv
id

ua
lly

 o
r 

as
 a

 g
ro

up
, c

an
no

t 
m

ak
e 

in
fo

rm
at

io
n 

us
ef

ul
 if

 th
at

 in
fo

rm
at

io
n 

is 
irr

el
ev

an
t o

r n
ot

 fa
ith

fu
lly

 re
pr

es
en

te
d.

補
強
的
な
質
的
特
性
は
，
可
能
な
範
囲
で
最
大
化

す
べ
き
で
あ
る
．
し
か
し
，
補
強
的
な
質
的
特
性

は
，
単
独
で
も
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
，
そ
の
情
報

が
目
的
適
合
性
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り
，
忠
実

に
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
，

情
報
を
有
用
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．

3
　

　
　

　

re
le

va
nc

e
Q

C
34

A
pp
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in

g 
th

e 
en
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nc

in
g 

qu
al

ita
tiv

e 
ch
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ac

-
te

ris
tic

s 
is 

an
 it

er
at

iv
e 

pr
oc

es
s 

th
at

 d
oe

s 
no

t 
fo
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w

 a
 p
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d 
or

de
r. 

So
m

et
im

es
, o

ne
 

en
ha

nc
in

g 
qu

al
ita

ti
ve

 c
ha

ra
ct

er
is

ti
c 

m
ay

 
ha

ve
 to

 b
e 

di
m

in
ish

ed
 to

 m
ax

im
ise

 a
no

th
er

 
qu

al
ita

tiv
e 

ch
ar

ac
te

ri
st

ic
. F

or
 e

xa
m

pl
e,

 a
 

te
m

po
ra

ry
 r

ed
uc

tio
n 

in
 c

om
pa

ra
bi

lit
y 

as
 a

 
re

su
lt 

of
 p

ro
sp

ec
tiv

el
y 

ap
pl

yi
ng

 a
 n

ew
 �

na
n-

ci
al

 re
po

rt
in

g 
st

an
da

rd
 m

ay
 b

e 
w

or
th

w
hi

le
 to

 
im

pr
ov

e 
re

le
va

nc
e 

or
 fa

ith
fu

l r
ep

re
se

nt
at

io
n 

in
 t

he
 lo

ng
er

 t
er

m
. A

pp
ro

pr
ia

te
 d

is
cl

os
ur

es
 

m
ay

 p
ar

tia
lly

 c
om

pe
ns

at
e 

fo
r 

no
n-

co
m

pa
ra

-
bi

lit
y.

補
強
的
な
質
的
特
性
の
適
用
は
，
反
復
的
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
り
，
定
め
ら
れ
た
順
番
に
従
う
も
の
で

は
な
い
．
時
に
は
，
あ
る
補
強
的
な
質
的
特
性
を
，

別
の
質
的
特
性
を
最
大
化
す
る
た
め
に
減
少
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
．
例
え
ば
，
新

し
い
財
務
報
告
基
準
を
将
来
に
向
か
っ
て
適
用
す

る
こ
と
に
よ
る
一
時
的
な
比
較
可
能
性
の
低
下
は
，

長
期
的
に
目
的
適
合
性
又
は
忠
実
な
表
現
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
行
う
価
値
が
あ
る
と
い
う
場
合
も

あ
る
．
適
切
な
開
示
に
よ
り
，
比
較
可
能
性
の
欠

如
が
部
分
的
に
補
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
．

3
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nt

Q
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Re
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�n
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 f
ai

th
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lly
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s 
w
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it 
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rt
s 
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el
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 u

se
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 to
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e 
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ci

-
si

on
s 

w
ith

 m
or

e 
co

n�
de
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e.

 �
is

 r
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ul
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 in
 

m
or

e 
e�

ci
en

t f
un

ct
io

ni
ng
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f c

ap
ita

l m
ar

ke
ts

 
an

d 
a 
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w
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t o

f c
ap

ita
l f

or
 t

he
 e
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no

m
y 

as
 a
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le
. A

n 
in

di
vi

du
al

 in
ve

st
or

, l
en

de
r 

or
 

ot
he

r 
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ito

r 
al

so
 r

ec
ei

ve
s 

be
ne

�t
s 

by
 m

ak
-
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g 

m
or

e 
in

fo
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ed
 d
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H
ow

ev
er

, i
t i

s 
no

t p
os

sib
le

 fo
r g

en
er

al
 p

ur
po

se
 �

na
nc

ia
l r

e-
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rt
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 p
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de
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e 
in
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rm

at
io

n 
th

at
 e

v-
er

y 
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er
 �

nd
s r

el
ev

an
t.

目
的
適
合
性
が
あ
り
，
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る

も
の
を
忠
実
に
表
現
す
る
財
務
情
報
を
報
告
す
る

こ
と
は
，
利
用
者
が
よ
り
高
い
確
信
を
も
っ
て
意

思
決
定
を
行
う
の
に
役
立
つ
．
こ
れ
は
，
資
本
市

場
の
機
能
の
効
率
を
高
め
，
経
済
全
体
に
と
っ
て

の
資
本
コ
ス
ト
を
低
く
す
る
こ
と
に
な
る
．
個
々

の
投
資
者
，
融
資
者
及
び
他
の
債
権
者
も
，
よ
り

詳
し
い
情
報
に
基
づ
い
て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と

に
よ
り
便
益
を
受
け
る
．
し
か
し
，
一
般
目
的
財

務
報
告
書
が
，
す
べ
て
の
利
用
者
が
目
的
適
合
性

が
あ
る
と
考
え
る
情
報
を
す
べ
て
提
供
す
る
こ
と

は
可
能
で
は
な
い
．

3
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る
記
述
の
概
要

（
カ
テ
ゴ
リ
ー

2
の

み
）  
論
じ
ら
れ
て
い

る
認
識
・
測
定
手
法

サ
ブ

 
カ
テ

 
ゴ
リ
ー

「
両
論

併
記
」 

か
否
か

re
le

va
nt

C
14

 
（

fo
ot

-
no

te
 

87
）

IF
RS

s d
o 

no
t i

n 
ge

ne
ra

l p
re

sc
rib

e 
w

hi
ch

 c
at

-
eg

or
ie

s 
of

 e
qu

ity
 a

n 
en

tit
y 

sh
ou

ld
 p

re
se

nt
 

se
pa

ra
te

ly,
 b

ec
au

se
 d

et
er

m
in

in
g 

w
hi

ch
 c

at
e-

go
rie

s 
ar

e 
m

os
t r

el
ev

an
t t

o 
us

er
s 

of
 �

na
nc

ia
l 

st
at

em
en

ts
 m

ay
 d

ep
en

d 
on

 lo
ca

l l
eg

isl
at

io
n 

an
d 

on
 th

e 
re

po
rt

in
g 

en
tit

yʼ
s 

go
ve

rn
in

g 
co

n-
st

itu
tio

n.
 I

A
S 

1 
Pr

es
en

ta
tio

n 
of

 F
in

an
ci

al
 

St
at

em
en

ts
 r

eq
ui

re
s 

an
 e

nt
ity

 t
o 

di
sc

lo
se

 a
 

de
sc

ri
pt

io
n 

of
 t

he
 n

at
ur

e 
an

d 
pu

rp
os

e 
of

 
ea

ch
 re

se
rv

e 
w

ith
in

 e
qu

ity
.

IF
RS
は
，
一
般
に
，
資
本
の
ど
の
区
分
を
企
業
が

独
立
表
示
す
べ
き
か
を
定
め
て
い
な
い
．
ど
の
区

分
が
財
務
諸
表
利
用
者
に
と
っ
て
最
も
目
的
適
合

性
が
あ
る
の
か
は
，
各
国
の
法
制
や
報
告
企
業
の

統
治
構
造
に
左
右
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
．

IA
S
第

1
号
「
財
務
諸
表
の
表
示
」
で
は
，
資

本
の
中
の
各
剰
余
金
の
内
容
と
目
的
の
記
述
を
開

示
す
る
こ
と
を
企
業
に
要
求
し
て
い
る
．

2
法
制
度
の
違
い
な
ど

は
，
と
り
わ
け
持
分
の

内
訳
区
分
に
係
る
情
報

の
目
的
適
合
性
に
影
響

し
う
る
．

法
的
な
環
境
の
違

い
6

re
le

va
nt

F8
To

 s
om

e, 
th

e 
ap

pr
oa

ch
 in

 IA
S 

32
 s

ee
m

s 
pa

r-
tic

ul
ar

ly
 p

ro
bl

em
at

ic
 fo

r 
w

rit
te

n 
pu

t o
pt

io
ns

 
on

 t
he

 is
su

er
ʼs 

ow
n 

sh
ar

es
 （

an
d 

N
C

I 
pu

ts
） 

w
ith

 a
 s

tr
ik

e 
pr

ic
e 

eq
ua

l t
o 

fa
ir

 v
al

ue
 （

fa
ir

 
va

lu
e 

pu
ts
）.

 F
or

 t
he

se
 in

st
ru

m
en

ts
, t

he
 r

e-
qu

ire
m

en
t i

n 
IA

S 
32

 m
ea

ns
 th

at
:  

 
（

a）
 th

e 
st

rik
e 

pr
ic

e 
w

ou
ld

 b
e 

re
co

gn
ise

d 
as

 a
 

lia
bi

lit
y 

an
d 

m
ea

su
re

d 
at

 fa
ir 

va
lu

e. 
（

b）
 c

ha
ng

es
 in

 t
he

 fa
ir 

va
lu

e 
of

 t
he

 li
ab

ili
ty

 
w

ou
ld

 b
e 

re
co

gn
ise

d 
in

 p
ro

�t
 o

r l
os

s. 
Pa

rt
 o

f 
th

os
e 

ch
an

ge
s a

ris
es

 fr
om

 c
ha

ng
es

 in
 th

e 
va

l-
ue

 o
f u

nr
ec

og
ni

se
d 

as
se

ts
, s

uc
h 

as
 g

oo
dw

ill
. 

So
m

e 
be

lie
ve

 th
at

 th
is 

do
es

 n
ot

 re
su

lt 
in

 re
le

-
va

nt
 o

r u
nd

er
st

an
da

bl
e 

in
fo

rm
at

io
n 

fo
r u

se
rs

 
of

 �
na

nc
ia

l s
ta

te
m

en
ts

.  
 

（
c）

 m
ea

su
re

m
en

t 
of

 t
he

 li
ab

ili
ty

 is
 e

qu
al

 to
 

th
e 

st
rik

e 
pr

ic
e, 

as
 if

 th
e 

ex
er

ci
se

 w
er

e 
ce

rt
ai

n 
to

 o
cc

ur
, e

ve
n 

if 
th

e 
ex

er
ci

se
 is

 h
ig

hl
y 

un
lik

e-
ly.

一
部
の
人
々
に
と
っ
て
は
，

IA
S
第

32
号
に
お
け

る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
，
発
行
者
自
身
の
株
式
に
係
る

売
建
プ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
（
及
び

N
C

Iプ
ッ
ト
）

の
う
ち
行
使
価
格
が
公
正
価
値
に
等
し
い
も
の
（
公

正
価
値
プ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
は
，
特
に
問
題
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
．
こ
れ
ら
の
金
融
商
品
に
つ
い
て
は
，

IA
S
第

32
号
の
要
求
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
．

 
（

a）
行
使
価
格
が
負
債
と
し
て
認
識
さ
れ
，
公
正
価

値
で
測
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．

  
 

（
b）
当
該
負
債
の
公
正
価
値
の
変
動
が
純
損
益
に
認

識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
当
該
変
動
の
一
部
は
，

の
れ
ん
な
ど
の
未
認
識
の
資
産
の
価
値
の
変
動
か

ら
生
じ
て
い
る
．
一
部
の
コ
メ
ン
ト
提
出
者
は
，

こ
れ
は
利
用
者
に
と
っ
て
目
的
適
合
性
が
な
く
理

解
可
能
で
も
な
い
情
報
を
生
じ
る
と
考
え
て
い

る
．

  
 

（
c）
当
該
負
債
の
測
定
は
，
行
使
の
発
生
が
確
実
で

あ
る
か
の
よ
う
に
，
た
と
え
行
使
の
可
能
性
が
非

常
に
低
い
場
合
で
あ
っ
て
も
，
行
使
価
格
と
同
額

で
あ
る
．

2
特
定
の
負
債
に
関
す
る

公
正
価
値
の
変
動
は
，

の
れ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
未
認
識
資
産
の
価
値

変
動
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
り
，
当
該
損
益
情

報
は
目
的
適
合
的
で
な

い
，
と
い
う
主
張
が
み

ら
れ
る
．

金
融
商
品
に
係
る

時
価
情
報
（
負
債

の
公
正
価
値
）

5
y
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第 2表　「目的適合性」に関する記述の分類

（1）定義そのものへの言及，またはその言い換え 8
（2）特定の認識・測定手法との関連づけ 103
（3）その他（具体的な説明・解説を伴わない場合） 46

合計 157

第 3表　特定の認識・測定手法に関連づけられた
記述の内訳

（1）過度の不確実性が与える影響 11
（2）保有目的別の分類（測定属性の統一） 27
（3） 一括処理と区分処理（相互に関連し合う項目

の一体処理）
16

（4）リサイクリングの手続の要否とその適用範囲 7
（5） 特定の財務諸表項目に関する情報の目的適合

性
17

（6）その他 25

合計 103

「合計」の 103は表 2の（2）と対応

第 4表　目的適合性に関連づけた記述がみられる
財務諸表項目と参照頻度

自己創設のれん（目的適合的ではない，という文脈
において）

2

推定的義務 1
将来の見積もりに関する情報 1
会計上の判断の根拠に関する情報 1
金融商品に係る時価情報 3
インフレーションを反映した情報 2
企業が回避する実質上の能力を有していない負債 1
販売努力を要しない財について主観的に見積もった
市場価格

1

再調達原価 1
剥奪価値 1
不等価交換に伴い取得時に計上される損益 1
無償取得した資産の簿外処理 1
（時系列に沿った）比較情報 1

合計 17

「合計」の 17は表 3の（5）と対応

第 5表　特定の認識・測定手法に関連づけられた「その他の記述」の概要

（1）  財務諸表上での認識における「その他の注意事項」 3
誤謬の可能性の斟酌 1
過度に恣意的な裁量の余地 1
過度に単純な仮定への依拠 1

（2）測定属性のあり方 9
過度に多様な測定属性の許容 2
環境変化に根ざした測定属性の変更 1
測定属性に関する選択が目的適合性の有無・多寡に及ぼす影響 4
直接的な解釈を与えうる評価基準（時価や公正価値）にもとづく測定を行うべきか否か 2

（3）利益が備えるべき特質 4
純利益が備えている「持続性・反復可能性」および「測定誤差が自動的に解消される性質」 1
「実現した事象」に関わっているか否か 1
「持続性・反復可能性」 1
成果の実現見込みが低いかどうか 1

（4）その他の記述 9
「投資家のニーズ」の充足 1
検証可能性の有無と程度 1
法的な環境の違い 2
適時性の影響 1
報告対象資産の相対的規模が時価情報の目的適合性に与える影響 1
取引価格の見積もりに代えてキャッシュフロー・ベースの測定を行うべき状況の存在 1
要約レベル（集計単位の大小）の影響 1
流動性の欠如が時価情報の目的適合性に及ぼす影響 1

合計 25

「合計」の 25は表 3の（6）と対応


